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辱逗資 ここ

第 29回 全国バズ学習研究大会会長

南山大学文学部教授  荻 原 克 巳

いま手元に、第 1回 全国大会研究集録がある。その大会は、昭和 44年 8月

15日 、徳島市立福島小学校において行われた。

こう書 き出したか らには、是非広ヽれておきたいことがある。それは、 この大

会の名称は、実は「第 1回西 日本パズ学習研究集会」だったということである。

前年、福島小四宮恒夫校長は、授業改造への確かな信念 と燃え上がるような熱

意を携えてご来名になり、西 日本研究集会開催へ と塩田先生を動か したのであ

る。その折私 も同席 していたが、当初塩田先生は、全国規模の大会をもつこと

についてはかなり慎重に構えてお られたのだ。研究者 としての謙虚さと、実践

的研究は各学校や地域で積み上げることが最 も大切で、全国に向って花火を打

ち上げることではないという持論か らだった。 しか し、各地域の研究・ 実践者

の交流 と、バズ学習の理論や方法を内外に示す ことによって示唆を得、一人で

も多 くの実践者を得るためには、やはり大会を もつ ことは必然であった6

この頃、すでにバズ学習の実践校や実践者は全国に数多 くあり、バズ学習ヘ

の興味や関心をお持ちの先生方 も多かった。授業改造 というか質的教育改革に

対する、なんとか しなければならないという、全国か ら集 った教師たちの熱 く

て切実な叫びが会場に溢れ、真剣なや りとりに時を忘れるほどだったことを昨

日のことのように懐か しく思い出す。

この集録の中で塩田先生は、「 謙虚な態度で研究に臨み、他にも耳を傾け、

フレッキシブルな態度が重要」「教育研究は問題の発見 と解決の絶えぎる繰 り

返 しであり積み上げであるか ら、常に疑間や問題をもち、解決に努めることJ

「教育研究 は科学的でなければならず、事実に基づいて立論 していく態度が大

切である。そのため1こ は仮説をたてそれを検証することが必要Jと 述べ られ、

現在や今後への私たちのあるべき構えを明確にお示 し頂いている。

もう30年になる。かといって、この教えやあの時の論議は、こういう時代

を迎えているからこそ、現在いっそう光を放っているように思われる。本質に

正対 していたからであろう。

ご来会の皆様方、ありがとうございました。がんばりましょう。

めじ
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全 国 バ ズ 学 習 研 ~―大 会 の 開 催 し1こ だヽ い し て

名古屋大学教育学部教授 梶田正巳

この度、第29回全国バズ学習研究大会が、名古屋の南山大学で開催されることに

なりました。昨年に続いての大会で、関係者の一人として、心から研究大会の開催

を喜んでおります。ここに至るまでには、開催校である南山大学の荻原克巳先生、

石田裕久先生をはじめ、、多数の方々のご努力がありました。骨身を借しまれない

諸先生のご尽力があって、初めて本大会の開催に漕ぎつけることができました。民

間の教育研究活動は、なんといっても、関係する人々の自発的なエネルギーで支え

られています。力を尽くされた方々に厚く感謝いたします。

バズ学習は、言うまでもなく、故・塩田芳久名古屋大学名誉教授の発案になるも

ので、昭和30年代から40年代、50年代にかけて熱心に実践されました。今日、40代

以上の年配の先生方なら、きっと頭の片隅に “バズ学習"という言葉は残っている

のではないでしょうか。

塩田先生によるバズ学習の基本精神は豊かな人間的関わりの創造の上に、授業や

学習を進めようとするものです。児童・生徒の間の人間的かかわり、先生と生徒と

の人間的かかわり、親子の人間的かかわりを一番大切にしたい、豊かにしたいとい

う願いがありました。この考え方は、時代が変わっても、普遍性を持ちます。実際

に、小規模な学校で、人々の間に “コミュニティ"のできている学校では、ほとん

ど児童・生徒の問題はないことが経験的に知られています。塩田先生の基本的考え

方を、時代の変化や流行の果てに流してしまっては、余りにも借しいことです。

身の周りを見渡すと、青少年問題がさまざまなかたちで噴出し、今日では社会問

題になっています。これは、親と子ども、先生と児童・生徒、地域の人々の豊かな

“かかわりやコミュニティの喪失"から生まれていると考えて間違いではありませ

ん。確かなことは、豊かな人間的かかわりを基盤に授業や学習を進める教育の発想、

すなわち、 “バズ学習"が復活しなければならないということです。

塩田先生の志をうけつがれ尽力された荻原克巳、石田裕久の両先生に感謝すると

ともに、こうした当たり前の考え方が再び拡がっていくことを願っています。

平成9年 H月 22日
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誡瞼講虫

バズ学習一その理論と実際

荻原克巳 (南山大学文学部教授)



講演要項

バズ学習 ― そ の 理 論 と 実 際 ―

南山大学教授 荻 原 克 巳

漫然 と授業を している教師はないであろうし、現在の授業に満足 しきってい

る教師もないであろう。だか らといって、 これまで行なってきた授業を反省 し、

その中か ら問題点を見出 してそれを解決 した り、改善 したりするために意欲的

な実践研究をす る教師 もまた案外少ないかもしれない。現代の教師は、学校や

学級 という集団の発達や、児童生徒のひとりひとりをより伸ばすために、 もっ

と目を見開いていかねばな らない。

バ ズ ~―
習 の 理 論 的 基 礎

ノ ノヽ:ン亨

『

の   強考え″

学級を児童生徒の集団 としてとらえ、学級 という集団の場の中で集団構成員

としての児童生徒の有機的な働 きかけや協力によって個々の児童生徒の学力や

学級集団全員の学力を高めていこう。

だか ら、 この基盤は、学級構成員の人間関係であり、協力態勢であ り、教え

合い、話 し合い、確かめ合いの相互交流活動である。

a 学校や学級 は、まぎれもな く集団事態である。

b 学校や学級 は、児童生徒個々が集合 したものであるが、その集団を教育

機能 として とらえたい。

c 学校や学級は、 どうかするとその中で、他人 と競争 し押 し退け合 う現象

をもた らす。伝統的な指導法の中では、他人 と協力 し合い、助け合い、研
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鑽 し合うということが少なかった。

d 集団の場の力が、個々の集団成員の力を伸ばすような働きを認めるよう

な配慮や指導が必要である。

ノ ノヽして・グ

『

0

a 一斉指導のひずみ是正からの必要性

ア ー斉指導では学習活動が偏在 してい く傾向がある。学習活動を活発に

展開するのは一部の子 どもであり、他の子 どもは学習活動か ら脱落 して

い く傾向がある。学年が進むにつれて この傾向は次第に顕著になって く

ることは誰 しも経験上知 っている

イ 活発に学習す る子 どもと活動 しない子 どもの分化は、学年が進むにつ

れて固定化する傾向がある。

ウ 学習活動 (挙手 と発言)と 実際の学業成績 との相関度 は、低学年では

低いが、高学年に進むにつれてかなり高 くなる。高学年になるとともに、

地位や人間関係が固定化 し、 自他 ともに認める成績上位群の者のみが活

動 し、級友や教師か らも期待 されない下位群の者はほとんど沈黙を守 る

ようになる。

一指名率の高い子 どもと低い子 どもでは、 1年たったところで学力の

差が出て くる。平均 して 1時間に 1回以上指名されている子 どもは、

先生の授業を とて も分か りやす く感 じる傾向がある。 1年たったあと

で調べてみると、学力の最 も高い子 どもは、全員平均 して 1時間に 1

回以上指名 されている。 (木原健太郎)一

工 理解 させたことや、説明 したり指示 したことが不徹底である。一斉に

指導 したこと指示 したことの習得率は 30～ 40%し かな く、不理解・

不徹底・ 不確実のまま学習を積み上げてい く傾向がある。 (愛科学セ・

69号 )

オ 個人の力のみが尊重 され、学習の場が排他的競争的な場 とな り、成績

上位群の者の学力はより伸ばすが、下位群の者を落語させ、 自信を喪失

させて学習活動をより消極的にさせる傾向がある。そ して、上位群 と下

位群が分化 し固定化 してい く傾向がある。教育がより効果的であるため
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には、上位下位の者を問わず、学習時間いっぱい全力を出 して、学習に

参加 させ ることが極めて大切である。

b 教育 目標か らの必要性

知識技能の習得はもちろんだが、積極的に学習活動に参加 し、意欲的

で楽 しく充実 した学校生活を送 らせる。そ して、人間相互の関係 につい

て、正 しい理解 と、協同・ 自主及び自律の精神を養 うことなど。

C 子 どもの学習上の立場か らの必要性

児童生徒が学習する場合における障壁 (理解不十分 とか誤 って覚えた

場合など)を克服するひとつの方法 として一児童生徒の協力学習によっ

て協同思考・ 協同解決 させ、主体的に障壁を越えさせる。

とか く、従来の一斉指導では、個々の児童生徒の学力を伸ば したり人

格の完成をめざすために、児童生徒たちの集団の力・ 相互の働 き合いを

強 く取 り上げはしなか った。

* 一般的にいわれている必要性をまとめると、次のようになる。

ア 学習雰囲気のなごやかさと活発 さ

イ 興味や関心、学習意欲の向上

ウ 学習への自信、主体的学習への態度形成

工 学習への参加度を高める

オ 学習の前提条件の整備

力 相互点検、相互確認によるフィー ドバ ック

キ 学習事項の強化 と理解の深化

ク 個人思考の修正 と積み上げ

ケ 確認、補充、訂正

コ 学習を進める人間関係の育成

′ ハン亨

『

の   は三 フθ笙落
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a いわゆる学力を伸ばす指導 と人間関係を高める指導の統合を目指す指導

体制である。

学力 と人間関係 は、やや もす ると互いに相容れないことのように考え ら

れて、別々の分野で指導 されがちなところが多分にあり、一方が重視 され

ると他方は自然に軽視 される結果 となりやすかった。バズ学習では、教科

指導の分野における人間関係の意義を積極的に認め、学級内の望ま しい人

間関係を育てることによって、教科学習それ自身の効果を高めることは無

論のこと、生活指導の分野に対 してもその重要な一翼を担 っていこうとす

る。

b 個人の学習過程に関す る事実や原理 と、集団相互作用の過程に関する事

実や原理を統合す る包括的な方法論に基礎づけられた指導体制である。

学習に対す る動機づけ、一般化の学習 (関係づける学習)、 学習におけ

る練習、学習に対するレディネス、同時 (付 随)学習等は、集団の中の多

様な相互作用の過程の中で こそより可能であり、ひとりひとりの児童生徒

を学級 とい うひとつの集団のメンバーとす ることによって、児童生徒にさ

まざまな重要な学習の機会を与えることもできる。そ うなるためには、 自

由なコミニ ュケーションが活発に行われ、全員が共通の価値体系を もち、

常に協力的な努力への調整がなされるなど、集団の成長が期せ られねばな

らない。バズ学習はその ことに着 目し、その具現をはかっていこうとする。

c 学級を一つの学習集団 として、その望ましい発達をはかることを目標 と

する指導体制である。

学級が学習のために望ましい集団 として成長 してい く過程は、 とりもな

おさず、その学級に所属するひとりひとりの生徒が、調和的・ 統合的に発

達 してい く過程の重要な一面を示す ものである。バズ学習では「 よい個人

はよい集団によってのみつ くられ、よい集団はよい個人によってのみつ く

られる」 とい う意味において、個人 と集団の関係を統一的に理解 し、教育

体制の確立をはかろうとする。
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イ ノヽして学

『

の三 つを■〃
=Z多

a 学習活動への積極的な参加

学習場面における密度の高い相互作用を効果的に指導す ることによって、

児童生徒たちは、参加・ 承認・ 成就などの欲求を満足 し、あるいは変化 し、

発展 し、学習活動への魅力を高め、積極的な参加の態度を示すようになる

であろう。

b 理解の促進 と拡大

分団はいつで も、気軽に自分の意見を述べたり、他人の意見を聞 くこと

のできる場や機会を提供する。 もう、それだけで も理解を容易にす る機能

だといえるが、意図的に相互作用をさせ ることにより、ひとりひとりの理

解が容易にかつ速やかに達成 されるし、それが学級全員にまで拡大 される。

つまり、他人か らの援助によって (ヒ ン トを与えることも一種の援助)理
解が促進され、他人に援助を与えることによって、他人の理解を促進する。

c 態度の変化・ 発達

期待 される児童生徒たちの態度の変化・ 発達の中には、学習に対する態

度、教師や仲間に対する態度、協調性、積極性、 自主性などのような社会

的態度がある。 これ らの態度の発達が、学習場面における効果的な相互作

用の結果 としてもたらされるものであって、同時学習の原理に基づいてい

る。

集団的方法による指導が、個々の児童生徒の知識や理解や技能などの面

と共に、感情的・ 態度的な面の効果を期待 し、そ して期待 どおりの成果を

じゅうぶんあげ得 ることは、 これまでの多 くの研究によって明 らかにされ

ている。

* バズ学習では、分団で行なう活動や学習にすべてのね らいをおいている

のではな く、その重点は、つねに学級全体の活動や学習、個人の活動や学
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習に向けられているのである。 この三つの原理や前述の三つの基本的性格

は、いずれ も相互に密接に関連 し合 っているので、切 り離 して考えること

はできない。そ してこれ らは、バズ学習の仮説で もある。

J        6フ 〃育的機倉毬

a 学級集団は、学習に対するひとりひとりの要求を発展 し強化する。

参加・ 承認・ 成就などの欲求が満たされるとい うことは、動機付 けの要

素 としても大切である。「やる気」がおきる学習にすることである。

b 学級集団は、ひとりひとりの児童生徒に自己実現の場や機会を提供する。

ひとりひとりが、自分の「 もてる力」をフルに発揮できるような学級に

することである。

c 学級集団は、個々の児童生徒に対 して、その社会的な観念や行為が妥当

なものであるかどうかを評価するための機会を提供する。

行為・ 態度・ 価値観などを学びとり、望ましい価値体系をもつ学級にし

てい くことである。

d 学級集団は、ひとりひとりの児童生徒の社会的・ 文化的順応に対 して、

有力な影響を与える。

学習集団に所属 し、諸活動に参加することによって、集団でなければ当

面 しないいろいろな面の学習をするのである。

バ ズ ~―
習 の 実 際

ゴ    グ透″ιご灯を学
=ぎ

どζ″)

a 単なる寄 り合いではない。学び合い磨き合う最小の集団だ。
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ｅ

班 という集団で学ぶ ことにより自分が支え られる。

。発言 じやすい        。間違いがす ぐ直せ る

・ 簡単なことで も質問 しやすい ・ 教えることで最 も有効な復習ができる

リー ドする班長をみんなが支える。支えることによって班が成長する。

ひとりの問題を自分たちの問題 として考えることができる。

嫌いだった人にも意外な長所のあることに気付いたり、好 きだった人に

も意外な欠点のあることを発見 したりしなが ら、対人理解を深める。

きび しさの中か ら高め合える本当の友情が生まれる。

′

a 人数

4人～ 6人。男女各 2人～ 3人で構成 し、 2人ペアを多用するので、

偶数人がよい。 8人 になると、 もうコミニュケーションが成立 しない。

* 私の知見では、 4人 の場合が最 も効率がよ く、参加度 も高い。 6人の

場合に比べると質的低下が指摘 されるが、実際、通常の学習を進める上

ではほとん ど差異はない。それに学習は、班で最終結論が出な くても、

その後、学級全体の場で教師が中心になって補足・ 修正・ まとめをす る

のだか ら、たとえ班の学習が結論に到達 していなくても問題はない。

b 編成方法

無作為抽選

名簿の1讀

等質分団―知能テス ト・ 学カテス トの利用

全体か ら班長を先に選出 し、他 は抽選

全体か ら班長を先に選出 し、他は班長の話 し合いで決める

男女各 2名 ほどの班構成委員を選出 し、すべてをまかせる

* 教師主導で も子どもにまかせても、たびたび編成がえをするようにな

ると苦にしないようになる。体育等特別の実技の場合を除 き、能力別分

団は避けたい。人間関係や人格の発達上問題が生ず るか らだ。「 なかよ

・

○

○

○
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し分団」 もよくない。

c 編成がえ

4週間程度が適当だろう。学級の凝集度を高めるには 1週間で もよい

が、学習は次週へ次週へ と継続することが多いので、班内での分担や約

束 もあろうか ら、 1ケ 月前後で という実践例が多い。

編成がえにあたっては、児童生徒ひとりひとりに、「 これか らの班で

どう自分 自身を生かすか」「班が高まるように自分 はどう努力す るか」

という意欲をもたせることが大切である。

d 班長

・ 班長は人間関係のかなめ

・ 班活動の効率をあげるための推進役だが、教師の代 りではない。

・  できるだけ大勢に班長の機会を与える。

・ 中心になって班の努力 目標をきめ、編成期間内達成をめざす。

(例 )「各 自すすんで発言 しよう」

「発言の少ない人をみんなで助 けて発言 させよう」

「 みんな、朝掃除に遅れないようにしよう」

「 いっしょになって笑い合えるような班にしよう」

e 班内の席

・ 班長はだれとで も話 しやすい位置に

・ 発言の少ない児童生徒を中央に (み んなで助 けやすい)

・  問題児童生徒同志が隣接 しないように

・  隣接 も対面 も異性 (男女の相互理解・ 相互協力の上でぜひ肝要 )

′ 房:ι ´ ″グ進めζ」 r´

a 話 しやすい雰囲気づ くり

児童生徒が積極的に「話 し合い」に参加できるようにす るために、教師

は児童生徒の発言を大切にしてや らなければな らない。たとえ、つぶや く
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ような独り言でもとり上げ、まちがった内容の発言でも、その発言を一喝

したり冷笑するような態度を戒め、努力 して発言 した児童生徒をほめるよ

うに、たえず配慮すべきである。

問題の趣旨を明確に

「話 し合い」が的はずれになったり、散逸 したりするのは、何のために、

何が問題なのかということの不理解不徹底のせいであることが多い。課題

その ものや、教師の発間・ 助言 には意を注 ぐことが大切である。

所用時間を予告 して

話 し合 うことが らや順序は分かっていて も、それを、どれだけの時間で

するかが示 されていないと、いたず らに時間を空費 したり集中力を欠 くこ

とが多い。話 し合 う時間を予告 してお くことが大切である。 もちろん「話

し合い」の過程を観察 したり、児童生徒の要望を聞いたりして、示 した時

間が適切でない場合には、その時間を短縮 したり延長 したりすればいい。

d 積極的に考えを述べるように

「話 し合い」の成果は、なん といっても、メンバーの熱意 と積極的な発言

のあるな しにかか っている。だか ら、メンバーには少なくとも1回以上 は

発言す るように心がけさせると同時に、司会役 もまた、全員に発言の機会

を与え、その要点を把握・ 整理 して、その展開をはか らなければな らない。

お互いの意見をよく聞 くように

どんな意見でもそれを尊重 し、よく聞 くようにすることが大切である。

みんなが聞いて くれれば発言意欲 も高まるし、参加や承認の欲求 も満たさ

れる。それに、相手の意見を聞 くことは、相手の人格や人権を尊重すると

いう教育や人 としての基本に関わって くる。

-15-



イ ヌ
:ι

夕 )i相互活動)

a 協同問題解決

´内容 い鷲象 ″
゛

難問をみなで考える場合、 ヒン トが豊富。一方的な考え方で立ち往生

す る率が少ない。能率的で考え方に柔軟性。

b 協同要約

社会、国語、理科等によく用い られる。初めか ら話 し合 ってい く場合

もある。単元なり題材なりの大 きなものを要約するときには、各 自がノ

ー トに一応の要約を し、それを持ち寄 り、話 し合いで高めてい く。

c 協同 ドリル

対人法やテス ト法を用いなが ら、 ドリル学習に興味や楽 しさを味わわ

せる。

d 質疑応答

分からないことを聞き合い、教え合う。

ることによつて優秀児を伸ばしていく。

」 〃
「
ι rψ )の方潜

遅進児はむろんのこと、教え

自由会話法

b 輪番法

c 対人法 (隣接法)-2 人でペア

ーダーに固定す る必要 はない。d テス ト法 一質問者は リ

* 話 し合いの方法やその名称 は、実践校によってさまざまである。それ

はともか くとして、 自由に活発に話 し合 うということは、集団指導の成

否を決す る重要なことのひとつであるが、単 に「話 し合いなさい」 とい

った程度で ことが うま く運ぶ というものではない。また、話 し合いのル

ールを前 もってきめたところで話 し合いが高まるもので もない。意図的

につ きはな して、児童生徒たちに話 し合わざるを得ないような状態に追
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い込む ことに大 きな努力を払 うことが大切である。

∫ 一般的 な授業 の進め″

準備過程 (導入 )

0本時のめあてや目標を示す

・ 準備課題の提示 (本 時の学習内容の中心へ迫 るための基礎的事項

予備知識・ 必要な既習事項等 )

・ まず 自分で一次に班で一発表 ―教師による補足・ 修正・ まとめ

・ 中心過程へ移行す るための基礎的思考の整理や統一など

中心過程 (展 開)

・ 中心課題にとりかか らせ る前に、なお必要があれば事前指導

・ 中心課題の提示 (本時の学習内容の本質に応ヽれるもの)

・ まず 自分で一次に班で一発表 一教師による補足・ 修正・ まとめ

・ 次の課題提示

確認過程 (整理 )

・ 確認課題の提示 (本 時学習事項の確認・ まとめ、転移・ 応用・ 発展

的内容 )

・ まず 自分で一次に班で一発表 ―教師による補足・ 修正・ まとめ

0復習課題、予習課題

0次時予告

* 上記 は、学習過程の中の課題提示を中心にしたあたりを ごく単純に示 し

たにす ぎない。念入 りにこれにこだわる必要のないことは申すまで もない。

中心課題や確認課題はあって も、準備課題を提示 しないこともあるだろう

し、学級全体への班の発表を省 く場合 もあるだろう。 フレッキシブルに考
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えればよい。

/ ダ邸嘉ぎ

a  課題 とは何か

指導 目標 (そ の教材)と 児童生徒の学習活動 との間にあって、思考・ 間

題解決等の働 きや知識技能の定着を うながす もの。つまり、学習者が とり

くむ仕事である。そ して、 この課題その ものが授業を決定的なものにする

ことを忘れていてはいけない。

・ 指導 目標達成のため、児童生徒たちに考えさせたり、話 し合わせたり、

調べ させたり、練習 させたりすることができるような、活動内容の指示

や提起である。

・ 活動内容 とは、演奏する、観賞する、実験する、知覚する、練習する、

走 る、投げる、跳ぶ、作 る、読む、書 く、計算する etc.

b よい課題の条件 は

ア 指導 目標達成のための手がか りになるもの

イ 単元・ 題材・ 主題の中での位置づけが明確なもの

ウ 適当な困難度や複雑 さをもつ もの

工 高度な段階への発展性のあるもの

オ 興味を喚起できるもの

力 多 くの児童生徒に解決できるもの

キ 限 られた時間内にまとめ られるもの

ク テキス ト等の資料により解決で きるもの

ケ 単純化 しやす く、まとめやすいもの

c 教材研究の視点

ア よい課題を作 るには、教材研究を深めることが重要
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イ ロ標達成のためには、何が柱になるかを考え、精選 し、組み立て、順

序づけることが大切

ウ 児童生徒たちの関心や能力を考慮 し、課題を通 して児童生徒が主体的

に活動で きるようにすることも大切

′ ノヽ1ンソ霧確ツ独陽筵グ

バズ学習は、児童生徒たちの相互作用に着 目した方法論である。だか ら、

児童生徒たちの学習や活動が存在するかぎり、 どんな教科や領域の中でも活

用できる。またどんな主題に迫 るためにも有効である。

たとえば、特別活動 といわれる学級活動・ 生徒会活動・ クラブ活動・ 学校

行事や、部活動、清掃活動や作業、通学団活動に至 るまで、複数の児童生徒

が活動す る場合にはよく機能するし活用で きる。また、健康安全教育、国際

理解教育、環境教育、人権教育、福祉教育、消費者教育等をお し進める場合

にも大いに活用できる。

だか らバズ学習は、効率の高い教育を進める上での、貴重な、 しか も簡便

な道具であるともいえるのである。

バ ズ 学 習 実 践 の 中 で

ノ 励 ″ 態度 tまハiン笏 笏

バズ学習が「学力 と人間関係を高める指導の統合」を掲げているというこ

とは、学習活動の中で、認知 と態度の同時達成を目指 しているとい うことで

ある。それは、学習で得 るものはもともと知識・ 技能だけではな く、それ以

外の、人 としての大切な資質 も含まれるという当然すぎることに着 目し、そ

の両者を同時に達成することを意図 していると言い換えることができる。 こ

れは、同時学習 とか付随学習 といわれるものの原理そのものでもある。

態度の形成 は、私たちの意図す る活動以外のところで、知 らず知 らずの う
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ちになされてい くこともないわけではないが、興味や感情や欲求などを含め

た児童生徒たちの態度は、意図的な活動の中で同時に学ばれてい くし、そ う

な らなければおか しい。そ してより認知 目標ヽ到達するためには、よりよき

態度が求め られることも論をまたないはずである。だか ら、授業では認知 目

標 と同様、いかなる教材を指導する場合で も態度 目標をうちたて、二つの目

標を掲げて指導することが必要になる。

認知 と態度 は、同 じ学習の場に共存 し、 どちらか一方だけでは存在 し得な

いことは明 らかである。たとえば、サ ッカーをす る場合に強調 される積極性

や協力や忍耐や安全などに関する態度 目標 は「 サ ッカーのゲームをす る」 と

いう認知 目標がな くてはあり得ないし、認知 目標 もまたこれ らの態度 目標ヘ

迫 るとい う努力のうえにこそその到達 もより可能になる6

′ 彦7湖峯翼ごギ窃鰊究グ

学級 という単位が、ひとつの学習集団である限 り、 この両者を切 り離 して

考えることはできない。教育が、教師対児童生徒の間だけで行われるもので

な く、学級成員相互の間で も行われることを前提 とするな ら、そのどちらか

を無視 した教育 はあ り得ないはずである。

どうかすると私たちは、学級に対 して連絡を した り、注意を したりして、

生活指導をすることや、「学活」 と称せ られる活動内容を円滑に運ぶ ことが

学級経営なのだ とい う受け止め方を しがちである。学習効果があがるような

配慮 も忘れ られてはいないのだが、授業を広ヽまえた配慮 ということになると、

どうも積極的だったとはいえない。だか ら、教科指導は教科担任がす ること

であって、学級担任のまった く関知 したことではないといった考え方が、中

学校や高校ではたしかにある。ある程度はやむを得ないにしても、学級で行

われるあ らゆる教育活動の効果があがるような態勢を整えることが、学級経

営の眼 目であることを私たちは再認識 しなければな らない。 どんな学級に対

しても、学級中の誰 しもが同 じ学習 目標に向かって努力するような態度形成

を積極的にお し進める必要がある。学級担任の授業への積極的関与 というの

は、そ ういう意味においてである。

と同時に、教科担任 も自分の授業を通 して、学級経営に関与 してい くこと

になるの も当然である。従来の一斉指導で も同 じことで、今 さらこと新 しい
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ことではないが、バズ学習をす ると、その学級や班が もっている特質や問題

点などがいっそ う浮 き彫 りにされて、学級経営へのよき提言 ともなるし、直

接授業を しなが ら、学級態勢の指導を していることになる。

教科指導 と学級経営、 ともす ると二面的に考え られがちであるが、バズ学

習を通 して、 この両者の統合はより可能になるといえる。

′ ノダ自分 r

バズ学習を とり入れたか らといって、個人を忘れてはならない。集団思考

という解決の過程それ自体 に価値があることはい うまで もないが、たとえ、

課題が班で解決できても個人がで きなければ意味がない。班による学習は、

生徒が依頼心を もち、馴|れ合いになって成果が期待できないといわれ ること

がある。 これは、個人の理解 とい うことを忘れたところにでて くることであ

る。

この懸念を解 く一つのカギは「 まず 自分で取 り組む (考 える)」 というこ

とを徹底することである。集団思考 (集 団討議)は 、各個人に自分の考えが

ある時に有効である。つまり、 自分の考えをもつ こと自体がすでに学習に対

して意識的になっていることであ り、 さらに、 自分の考えと他人の考えとが

比較検討 されることによって本当の理解が得 られ、バズ活動 も焦点化 され能

率的になる。

「 まず 自分で…」のための時間は、課題の内容によって異なるのは当然であ

る。習慣化されるまでの段階では、教師が時間的な制限を したり、その方法

を指導す る手立てが必要である。慣れて くると、教師が時間的制約を しな く

て も学習者たちの判断によって自然な形で相互作用が始まるようになって く

る。 しか し、 ドリル的な課題については個人によってスピー ド差があること

に注 目し、教師が区切 りをつけるような場合 もある。

「 まず 自分で…」で、一般的に行われていることは、

a 課題の意味を考える  b 各 自の既有知識を整理する

c 各 自の資料で調べ る  d 自分の意見をまとめる などである。

この活動において も、いわゆる「やっている広ヽ り」だけとい うことがない

とはいえない。 これをな くしてい くためには、班の話 し合いの中で、互いに

きびしく確かめ合お うとす る態度を育てるように しなければな らない。

-21-



イ 必要な 」″ ン グ

話 しやす くした班の机の配置は、また生徒たちにとってはむだ話を しやす

い形で もある。むだ話は、班による学習それ自体をそこなうものである。話

し合いの技術の指導を通 してむだ話を しない態度を育てると同時に、教師は

的確な課題を与え、また、むだ話をする時間を生み出させないようにするこ

とが必要である。

J 数雨 の方 夕 ″ /

学習す ることの中には、未経験なことや未知のことが らが多いものである。

だか ら、事前の指導を しなければ課題に取 り組む ことのできない場合がある。

また、課題を班になげかけただけでは不完全であり、必ず教師によって補足

・ 修正を加えたまとめがなされる。

この指導は、生徒の相互作用 とははっきり区別 され、教師の一斉指導によ

って行われるのが普通である。 この場合、生徒は教師の方に注 目して指導を

受 けなければな らない。 これがおろそかにされることは指導の徹底を欠 くこ

とにな り、班で行われた活動 もまった く無意味なものとなって しまう。

「 やめ !」 と指示があった ら、直ちに教師の方を向 くという習慣は、聞 く態

度 とも関連 して、技術的な面の指導 と、 しつけ面の指導の両面か ら行 う必要

がある。

′ 蓼ん な″ゞみん オ び

バズ学習を取 り入れると、授業のもつ堅苦 しさがほぐれ「分か らないこと

も人に聞 きやすい」 と感想を述べる児童生徒が多 くなる。それ も、今までは

成績上位の者へ質問が集中する傾向であったのが、中位あるいは下位 といっ

たわ くを越えて質問 し合 うようになる。一方、質問された方の者にも、質問

されて満足感を味わ う者が多 くなる。 これは、「聞 こう」 という姿勢、「 聞

かれて得を した」 という意識が、個々の児童生徒の学習意欲および自発的な

学習態度へつながっているものであると考え られる。

自分で分か ったつ もりで も、ほん とうに分かっているかどうかは、人に説
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明することによってはっきりす ることが多い。相手に説明する過程において

自分の考えや知識は整理 され、 自分が不十分な理解を していたことに気付 く

場合が多い。班による学習が、知識や技能をいっそ う明確にするといわれる

理由のひとつはこれである。集団思考 (討議)の楽 しさと確かさを学習者 自

身が認めるようになって くる。

班活動の場面においては、学習者の活動の範囲が広げ られることによって、

情報交換 も活発に行われ、発想 も豊かになって、学習者の主体的な活動がな

される。 しか し、た しかに動いてはいるが、深まりある話 し合いとい うこと

になると、なかなか うまくいかないものである。そ こで、課題その ものの問

題、指導助言の問題、技術的問題、学級のモラールや人間関係の問題などに

ついて、具体的な細かなことを通 して配慮 してい くことが大切 となる。

班活動においても、性格や能力の面か ら話 し合いに参加 しないとか、聞か

れても応 じないとかなど、問題 となる児童生徒がある。それ らの中には成績

のよい者 もみ られる。彼等には、班による学習の意義 と効果 とを理解 させ、

話 し合わなければ損だ し、教えることは得をすることであるということを分

か らせる指導が必要である。また、学業不振のために参加できず劣等感を も

っている者 もい くらかいるのが普通である。それには、その者や班に、教師

が具体的な活動の方法を指示 しなが ら、そのコミュニケーションの中で改善

させるような指導が必要 となる。

/ 蓼 ιン〕イ〃タ イ

ーつの課題にどれ くらいの時間を与えた らよいか とい うことは、課題の性

格や内容によリー概 にはいえない。

一般的には、できるかぎり短い時間で区切 りをつけるように したい。 とい

っても、そのために課題が細切れになって しまうことは問題であるが。

話 し合いに長い時間をかけても既有知識や生活経験の再確認に終わること

が多 く、結論 も憶測の域を出ないことがよ くある。そればか りか、学習者に

むだ話をする余裕を与えることともなり、活動の質を低下 させる結果 ともな

りかねない。

む しろ、思考の方向付 けができ、学習者が時間不足を意識す る程度で うち

きって、教師の「補足・ 修正・ まとめ」でおさえるようにした方が、次の学
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習への意欲 ともなり、学習へ集中させることとなる場合が多い。また、班の

結論の出ないままの発表 も学級全体の学習意欲 となっていくこともある。

短い時間で話 し合いを区切 るということは、学習者たちに時間的観念を育

て、学習を能率的に行 う習慣を身につけさせ ることにもなってい く。秒単位

でできるような課題 もあろうが、 2分、 3分、 5分 とい うような場合には、

ベルタイマーを活用するとよい。

θ 考えズ ー〃 グー教えズ ー教え ζ蓼ズ

「考えよ」―「分か らなければ聞け」―「 聞かれた ら教えよ」 ―「分かった

ら教えてみよ」。

この ことを話 し合いの過程の中で重要視 し、力点をおいて指導す るとよい。

「聞 く」場合、単に聞けばよいというのではな く、「 どこまでが分か り、ど

こか ら分か らないか」をはっきりさせる指導を絶対に見落 としてはな らない。

これは、依頼心をもたせないためにも、「 まず考える」 ということを深める

ためにも、話 し合いによって方向を得、理解をより確かなものとするために

も必要なことである。

学習者相互の情報交換によって得 られたものが、 ほん とうに自分の ものと

なるためには、 自分のことばで整理 されることが要求 される。それは「復唱

す る」「他の仲間に教える」「全体の場で発表す る」などの活動を通 じて果

たされると考える。

さらに、学習者の間では、話 し合いによって相互点検、相互確認を し、フ

ィー ドバ ックの作用がスムーズになる。そ して、話 し合いの結果 は、挙手、

返事、指名発表、机間巡視等によって、常に即時評価をするように心がけ、

いっそ う学習意欲が もりあがるよう配慮 したい。

′ 発表 どノどあ

班活動で話 し合われたことは、原則 として発表 される。班の誰 もが発表で

きることが大切である。そのためには、指名が偏 ることのないように配慮す

べ きである。「発表」の時には、理由づけを して自分のことばで話す ことを

強調す るとよい。課題によっては断片的な回答だけでよい場合 もあろうが。
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また「○○ さん と同じです」「分か りません」などの答えを許 さないよう

にする。 これは、学習者を積極的に授業に参加 させ るためにも、話 し合いを

深めるためにも不可欠である。 このような発言に対 しては、班相互や教師か

らの問い返 し、ゆさぶ り等によってな くす るとよい。

半面、発言が行 き詰まったような場合には、班で助けさせた り、教師の助

け船によって、いたず らに劣等感をもたせない配慮が必要である。

発表 されたことは、教師が補足・ 修正を加えなが らまとめる。教師は、班

の発表を、単 にその班の成果 としてとらえるだけでな く、ひとりひとりを高

めるとい う意識を忘れてはならない。また、班同志の相互作用がなされるよ

うな手だてを とることも時には必要 となる。

教師は、班が発表 したことを評価 し、積極的にそれを取 り上げていこうと

す る意欲をもつ ことが大切である。 これは、話 し合 ったことに学習者が満足

感をいだ くこととなり、学習への意欲を高め、積極的な態度で学習に取 り組

む こととなる。

ゴ′ J′〃 θノベ ζグハン活動 まどζの び″オ″

50分の授業のことごとくをバズ活動によって進めようとす ることはいけ

ない。時にはあり得 る姿であろうが、学習を導 くための主体 は常に教師にあ

ることを、あ らゆる学習形態を通 して認識 していたい。

一斉指導でおさえた事項を、「課題」 という形で班になげかけ、班 による

学習で更に深化 し、より確かなものに してい くのである。一斉指導を した場

合の半分 も進めなか ったなどといわれる第一の理由は、教師の指導の主体性

と計画性が忘れ られたか らだといえるだろう。

通常の授業でバズを使 う場合には、 15分前後にとどめるのがいいという

意見が多い。
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バ ズ 学 習 6D困 難 点 や 問 題 点 の 解 明

ゴ 〃ガθ進度力遊ヽ笏 ζ∂ 厖 稼 ιン )

その最たる原因は、教師自身か ら起 こる問題であろう。前にも述べたよう

に、学習はすべて話 し合いによって進めるべ きだと勘違いされて、あ らゆる

学習事項にバズが乱用されていることがある。そ して、教材研究 も不十分な

まま、 どこでバズさせるか という位置付けがなされぬまま思いつきで授業を

進めることも多い。教えこむことと話 し合 うことの区別、 日標に合 った課題

の配列が何より肝心であろう。そ して、教材や課題の精選が必要なことはい

うまで もない。 目標に合 った一時間の指導計画が教師の手中になければな ら

ない。

次に考え られることは、学級や児童生徒たち自身の問題である。 自由なコ

ミュニケーションが活発に行われるような学級に成熟 していなかった り、バ

ズの要領 に不慣れで、なかなか話 し合いの実 らない場合が考え られる。また、

課題が不適当な場合にも話 し合いの進展 しないことがあるので、いつ もその

原因を多角的に探る必要があるだろう。

そ して私たちは、すべての班やすべての個人に結論を期待 し過 ぎて もいけ

ないだろう。バズの後には、必ず教師による補足・ 修正・ まとめのあること

を忘れた くはない。話 し合いで、たとえ結論が出な くて も、結論に近づ くか、

思考に方向性が出て くるだけで も、 目的のほとんどは達せ られたことになる。

「 2分」 とか「 3分」 というように、短かめな時間を予告 して話 し合わせると

能率的になろう。

′ 夕履生κ足踏み状態
=こ

オξθ び″オψン〕

足踏み とい うことはない。実際バズ学習をやってみれば分かることだが、

教え られる者 より教える者の方の伸びが大 きい。 これは、い くつかの実践校

で検証 されている。

分かったつ もりの ことで も、教えてみる (説 明 してみる)こ とによって、

不確かな点に気付 くことが多い。ひとりでは分か らないことが、相手によっ
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て自ら発見で きるのである。繰 り返す ことによって理解がいっそ う深められ、

整理 され、確かなものになるか ら、得をしているのは成績下位者以上に優秀

生であるといえる。

それに、課題は学習目標に合 ったものであ り、課題が達成 されることによ

って、 日標 とされる知識・ 技能が得 られるのであるか ら、それ以上を望むの

はいささか欲張 りではなかろうか。課題を通 して、それぞれの能力に応 じて

みんなを学習活動に積極的に参加 させ、少な くとも、 目標にまで到達 させた

いというのがバズ学習のね らいである。

それな らば、従来の一斉指導では能力に応 じた配慮はどのようになされて

いるのであろうか。優秀生 は退屈 もしないで前進を続けているのであろうか。

分か りきったことを静かに聞 くことの方が、 はるかに退屈ではないのか。

もし、班の活動が個人の力を押 さえているということになれば、個人の力

が発揮で きる場が忘れ られていはしないだろうか。バズ学習では、班での話

し合いの後、学級全体での話 し合いも重要視 しているのである。

′ 依頼′ふ″助長 よん、形И 思考力深ま 多れ ,の び〃オ ジ́〕

「 まず 自分で考える」 という鉄則が忘れ られてはな らない。課題がなげかけ

られた ら、まず 自分で取 り組み、分かること分か らないことをはっきりさせ、

あるいは、 自分の考えをもって話 し合いにはいらせたい。漠然 と聞 くのでは

な く、何の、 どこを聞 くのか明確にし、自分 はこう思 うがどうなのか、 とい

う姿勢を もたせたい。

習慣化するまで、 ブレーンス トミング方式 (そ れぞれ自分の意見を述べる

だけ)を使 って訓練するの もよい し、教師が話 し合いの指示をするまで各 自

で考えさせるような配慮 もよいであろう。

また、班が単なる仲よ し的なものでなく、互いにきび しさをもった人間関

係を保つように、そ ういう仲間づ くりをす る努力 も必要である。

イ     |プ イ なった 夕騒力ゞDι イオタノゞ 多′オ
ン:ど'ノ ι力 多ズιン )

教師が学級を把握 していなければな らないことは当然だが、やはり相互の

きび しさが必要であろう。また、相互作用をさせる時の約東や、話 し合いの
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きまりが徹底 されるべきである。それ らは最低必要なものか らスター トし、

順次細かなことや レベルの高いものを付け加えてい くとよい。

「誰かが発言 している時には静かに聞 こう」

「学習に関係のないことは話 さないようにしよう」

「先生が、やめ、 と言 った ら前を向こう」

たったこれだけのことで も徹底できたら学級は変 って くるだろう。そ して、

話す こと以上に聞 くことの大切 さも理解 させたい。

バズのタイ ミングが悪かったり、課題が不明確であったり、話 し合いの時

間が長す ぎる場合にも騒が しくなるものである。十分心に留めていきたい。

要は、少々にぎやかで も、それが目標に沿 った話 し合いであるかどうかが

問題である。必要以上の声量を押 さえるしつけは随時 していかなければな ら

ないだろうが。

以   上
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第 1分科会

派遣スクール・ カウンセラーの経験から

前田由紀子 (心理相談室 「こころ」・

西尾市教育委員会嘱託カウンセラー)

スクールカウンセラー事業の学校側の役割

―御田中学校の場合を考える

水野康樹 (名古屋市立御田中学校教諭)

助言者

加藤孝史 (春 日井市相談室・前全国バズ学習研究会会長)

宇田 光 (松阪大学政治経済学部教授)

司会者

林 太郎 (春 日井市立東部中学校校長)

田川正樹 (春 日井市立中央台小学校教頭)

記録者

毛利 公 (春 日井市立西部中学校教論)



派 遣 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー の 経 験 か ら

心理相談室 「こころ」

西尾市教育委員会嘱託カウンセラー

前  田  由 紀 子

1.は じめに

私は平成 7年度から全国 154校 で始められた 「文部省スター麟ウ泣ラー活用調査研究委託

事業」における 「スクールカウンセラー (以 下 SCと 略 )」 として愛知県内の公立中学

校に初年度から配置された臨床心理±の一人である.委託期間の 2年を経過した今年度

からは、当市教育委員会嘱託スクールカウンセラーとして勤務 している。

勤務の条件は文部省が原則 として示した 「1校につき週 2回 、 1回 4時間、年間 35
週」にそつて行つている。 昨年度末頃より、勤務校内のみならず、学区の小学校や、

市内の他校からの相談も増えている。

2。 異文化交流の中から見えてきたもの

SCの学校配置を 「黒船到来」に例えられることもある。 しかしむしろ「黒船」であ

った Scの方が大きな衝撃を受けているようにも見える。「学校」をいかに知らなかつ

たかを思い知らされ、自身の心理臨床の根底を大きく揺 さぶられる体験をしているSC
は私だけではないようである。

学校の実態にはそぐわない 「カウンセ リングマイン ドJと い うものだけが一人歩きし

てきたが故に、不安を持つて SCを迎えた学校もあるようである。
「臨床心理学」という学問自体、まだまだ発展途上にあつて、不十分な面を多く持つ

ている。まして現実の学校の中で、すぐに役に立てる部分は決して多くはない。とい う

ことを改めて思い知らされた 2年半だつたと言えるだろう。
「異常心理学」と呼ばれていた経歴を持つ 「臨床心理学Jは、「治療=医学的モデル」

的性格を強く持つている。学校の中にも「′い理治療的関わ り」の必要な子どもは、確か

に存在 している.しかし、そ うではない子どもと多く関わる教師にとつて、そうした従

来の「臨床心理学」の知見や手法がそのままで役立つとは感 じにくい。
「臨床心理学」から学校に対 して何かを与える、と言 うよりは、先生方と我々 SCと

の協力=異文化交流の中から、「教育臨床」とでも言 うべき新 しい実践的な学問を創 り

あげていくことの必要性を今強く感 じている。

つまり、既存の学問の寄せ集めでは役に立たないことがやつと分かつてきたのが現在

の状況であり、子ども達と直接相対 し、外部からの集中砲火を浴びつつ、それでもがん

ばつている学校 。教師が実際に体験している事象を整理 し、体系化 し、実践し、実際に

役に立つ理論と技法を創つていくことが必要なのだと考えている。
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3.「構成的エンカウンター」を紹介するまで

SCと して勤務 して 2年 目に、「構成的エンカ ウンター」を紹介 した。また、 ロール

プレイ 。心理劇による「いじめ」防止のための授業の取り組みのあり方も、勤務校で一

緒に考えさせていただいている。

安易な形で 「受容」や 「傾聴」等の心理的技法が教育現場に入 り込むことは、マイナ

ス面も多かつたことから、教育現場に 「教育相談」力ま根付かず、「カ ウンセ リングマイ

ン ドアレルギー」を持つ教師も生まれてきたのではないだろうか。

中学校ではむしろ不退転の態度で、しつかり生徒と対峙する「壁Jと して存在するこ

とが、教師に求められることも多い。ただ、 どこに、 どのように、「壁」として立つベ

きかが、共通のものを持ちにくい、個人個人で揺れているのが現在の社会であり、そこ

に教師の苦しさが生まれてくる。

しかし、「苦しい」ことは体感 しつつ、その 「苦しさ」がなぜ生まれてくるのかに気

づいていないが故の「苦しさJを、二重に抱えている教師が多いように感 じている。 自

分自身の 「苦しさ」のこのような意味を SCと共に確かめることで、少しは先の光が見

えてこないだろうか、そんな風に考えている。

先生方は 「教える」ことを生業にしてみえるだけあつて、「知力優位」型の方が多い

ようである。それを補 う意味もあつて、情動や身体に働きかけるものが有効ではないか、

というのがt「構成的エンカウンター」の紹介の意図であつた。

4.その後、そしてこれから

情動 。身体に働きかけるような心理的技法は、教師にとつて有効であるという印象は、

現在 もあまり変わっていない。 しかし、それを 「教師」が、「学校現場」で用いること

は、はたして本当に必要なのか ? 私自身、また先生の中にも、疑間を感じている人も

いるように思 う。

教師が自分 自身の情動や身体 と出会い直し、生き生きしてくると、それが学校全体に

広がり、「学校」が有機的に生き生きし始めるだろう.そ うしたら、「エンカウンター」

だの、心理劇だのとい うものはもしかしたら不要になつてくるかもしれない、とも感 じ

ている。

心理学的な匂いの強い技法を、教育現場の中でよりそこにあつたものへの洗練 し、豊

かにしていくだけの力をお持ちの教師は少なくないと信 じている。「バズ学習」の見直

しも、その流れで考えるとおもしろいのではと、この機会に考えている。

「教育」と「臨床心理」との異文化交流の苦しさと楽 しさを味わいつつある現在、こ

こで 「バズ学習」と再会 (私は、実は教育学部卒)し、また新たな異文化とフュージョ

ンできるのではと、楽 しみにしています。
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ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 事 業 の 学 校 側 の 役 割

御田中学校の場合を考える

愛知県名古屋市立御田中学校

水野康樹

I はじめに

「スクールカウンセラー活用調査研究委託事業」は、現在 4年目に入っている。この

事業は 1日 4時間の勤務形態でカウンセラーが派遣されるもので、その中でカウンセラ

ーの学校での活用の方法について研究 していくという画期的な試みである。しかし、各

実施校では、様々な問題がある。その一つに学校のスクールカウンセラー (以 下 SCと

記す)の受け入れ問題である。学校側が、SCに何をしてもらったら良いのかわからず、

そのため職員室や相談室だけを提供し、後はSCに任せてしまうというような学校もあ

ると聞く。一方で、SCの勤務時間を超えた頑張りと学校の協力により、最初の受け入

れには抵抗があったものの、その後の実践は順調にいったケースもある。

本校でも、平成 8年度よりSCが配置された。そこで本校での平成 8年度の実践をも

とに、SCを受け入れていく学校の役割のついて考えていくことにする。

Ⅱ 御田中学校でのSC活用の実践

1 本校の平成 7年度までの学校状況

本校は,長年にわたって荒れた中学校としてあまりにも有名であった。最近では,

平成 3年度に「対教師暴力」で新聞に出たことが,生々しい記憶として残っている。

悪しき学校状況をなんとか改善するために,平成 4年度から「いかんことはいかん

!」 「やるときはやる !」 ということを,校長のリァ ドのもと教師集団が固く決意 し

た。そして,「 もう再びあんな授業が成立 しない状態に戻 したくない」という気持ち

をもとに,生徒指導に取り組んだ。

その結果, 3年間で「荒れている学校」から「一見 したところ落ち着いている学

校」への変貌が実現できた。しかしこのように学校が落ち着いてくると,学校に来れ

なくなる生徒が増えてきた。学校のしきいが高 くなると (決められた時間に決められ

たことを決められたようにするという枠がはっきりとすると),好き勝手な時間に来

たり,帰ったりして欲望のおもむくままに行動 していた生徒が減少する一方で、神経

症的な不登校生徒が増加し始めた。

そこで,教育相談担当教師と教務主任とが校長に相談した結果,今までの指導を基

礎にして,さ らに指導に深まりをもたせる上で,平成 7年度から校務分掌においては,

生徒指導部を生徒指導係と教育相談係に三分し,それぞれに各学年の担当者を配置す

ることにした。その上で,生徒指導校内研修会や現職教育で臨床心理士を講師にした

講座を設定 し,心理的側面からの生徒理解を深める計画を立てた。それに加え,教育

―- 33 -―



相談担当者による不登校生徒や保護者へのカウンセリングを該当生徒の担任の了解をと

って行うことにした。

2.平成 8年度のSC活用調査研究委託事業について

(1) SC:こついて

SCと して、男性 1人、女性 1人の 2名 のカウンセラーが派遣された。

各 SCが、週 1回 1日 4時間勤務することになった。

(2)相談活動内容

月 相談活動内容 (SCの活動は、SCと記載)

４

　

５

性格検査「バウムテス ト・文章完成法 (SCT)の 実施」

個人カウンセリング (4月 ～ 3月 )

★

★

6 現職教育  「不登校について」臨床心理士の講演

教育相談アンケー ト (基本的生活習慣について)

★

★

7 ☆ SC派遣「性格検査の判定」 ★ 定期相談 1

８

　

９

★ 学年事例検討会 (SC) ★教師へのスーパービジョンの開始 (SC)(8
月 ～3月 )

10 ★ 研修会「感受性訓練」 (SC)

研修会「ロールプレイ I」 (SC)

現職教育「エゴグラムについて」、 (SC)★ いじめアンケー ト

★

☆

12 ★ 研修会「ロールプレイⅡ」 (SC)★エゴグラムの実施 ★定期相談 2

★ 研修会「描画法」、 (SC)
９

“ ★ 研修会「心理劇」、 (SC)
3 ★ 研修会「事例検討会」、 (SC)

(3)具体的な活動 (SCと連携をとった相談活動を報告する。)

ア.SCの 受け入れ

SCが具体的に本校に派遣されたのは6月 末になってからであった。 6月 27日 に教

務主任と相談係がSCと 打ち合せを行った。ここで、8月 までの予定を決定した。

SCに教師との人間関係をつくってもらうため、通常、職員室にいてもらうことにし、

相談、スーパービジョン等のときには、相談室を使ってもらうことにした。また、学校

の今までの経過と現状、指導方針、組織等について説明した。

この話合いの中で、SCが学校に慣れていないこと、学校という枠の中でどの様な形

でカウンセリングを実施 していったらよいか見通 しが立っていないこと、教師との信頼

関係が確立していないところで生徒や保護者の相談活動を行っていく危険性の問題が上

げられた。そこで本年度は、原則としてSCが生徒や保護者に相談活動を行わないこと

にした。
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イ。 SCに学校に慣れてもらう (6月 ～ 7月 )「性格検査の判定」

この時期は、教師は 1学期の成績処理で忙しく、直接教師にかかわってもらうこともで

きないことやSCに学校の雰囲気に慣れてもらう意味もあり、職員室で、バウムテス トと

SCTの判定の作業をしてもらった。SCは、最初の職員とのあいさつのときには、教員

にたいしてかなりの「堅さ」を感 じたと感想を述べていたが、職員室で作業をしながら教

師の様子を見ているうちに「堅い」というイメージはなくなっていったと話した。

ウ。SCと教師がかかわる (7～ 8月 )「学年単位による事例検討会」

夏休みの間に学年単位でSCと顔合わせを行い、不登校生徒の事例検討会を行った。こ

こで教師の多 くから、「すぐに生徒にかかわってもらいたい。」と言う意見が出てきた。

そこで、「 SCが学校という組織に慣れていないこと」、「 SCの相談におけるかかわり

方は教師と生徒へのかかわり方とかなり違い、特に守秘義務に関してはかなり厳しいこと」、

「そのような関係でSCと担任との信頼関係が保てるかという問題があること」、また

「 SC側 もかたくなに守秘義務を守り通すだけでは、学校において相談活動は確立しない

かもしれないと考えているが、見通しがまだ立っていないこと」を伝えた。どうにか、教

師達から表面的だが理解は得られた。そこでSCについてさらに理解 してもらうために、

スーパービジョンや現職教育や研修会を利用 してSCに啓蒙してもらうことにした。

工_個人的なスーパービジョン (8月 ～ 3月 )

8月 から各担任が SCか ら個人的に指導を受けてもらうことにした。担任の意志を尊重

したところ、21学級中 19学級の担任が受けることを希望した。

最初のスーパービジョンでは、各学級のバウムテス トとSCTを もとに意見交換をして

もらった。これは、SCに とって生徒の実態を把握することに役立ち、担任にとっては、

日常の生徒の行動を心理的な側面から助言 してもらうことができ、生徒理解に役立った。

2回 目からは、不登校の生徒を中心に個別の事例について、月 1回程度の割合であるが

継続的に、スーパービジョンを担任に受てもらった。しかし参加不参加は、担任の意志を

尊重 した。担任の中には、自らの希望で月に 2日程度の割合で受けているケースもあった

り、担任の個人的な問題にかかわることが話されたりすることもあった。

オ.カウンセリング研修会 (10月 ～ 3月 )

この研修会は、教育相談担当者と希望した教師を対象にしたもので、月 1回、 2時間ず

つ、 3月 まで 6回の行った。時間帯は、午後 6時 30分から午後 8時 30分に設定 した。こ

の時間帯に設定した理由は、昼間ではまとまった時間が取れないことと部活動が終了して

少 し落ち着いた時間であるからである。

この研修会は、教育相談の技術を教師が使えるようになることよりもSCが どのような

働きをするのか、どのようなかかわりをするのかを知ってもらい、うまくSCと教師が連
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携をとれるようになることことを一番のねらいとした。第 1回から第 6回までの内容

は、上の表に示した通りで、体験学習の形にした。

※ 以上の活動のほかに毎月二人のSCと教務主任・教育相談担当者で、その月の反省

や他の教員の意見を話題にして翌月の予定を決めていった。

(4)学校の役割

学校としては、教員にSCを受け入れてもらい、SCが意欲的に活動してもらえる

ように考えてきたつもりであるが、 SCに とって、人間関係のなかった職場での勤務

はス トレスがかなりかかったことと思う。この体験からSC受け入れのために学校側

の役割で大切ではないかと思われたことを書き出してみることにする。

1.学校側のSCへのニーズをはっきりさせて行 く。

2.SCと教職員とのつなぎ役になる人を明確にする。

e SCの通訳になれる人・職場での信頼度が高い人

3.SCの 居場所づ くりをする。

4.各 SCの専門性を把握する。

5.教職員のSCの理解状況の把握をする。

6.SC活 動をつなげられるように各教師にSCの活動の連絡を徹底する。

7.行事日程とSCの活動日程の調整をする。

8.教師の勤務時間・授業配当とSCの来校日程の調整をする。

9。 SCに地域・学校の状況・教職員集団の状況の情報提供をする。

10.SC配 置について生徒・PTAへの情報提供をする。

11.SCの 事務手続きを手際よくする。

12.SCと 教職員の親睦を深めるための配慮をする。

13.有効な予算活用をする。

14.SCの 校内での自立を促す。

15.SCが 勤務 していない日の相談活動の充実させる。

Ⅲ まとめ

この事業は、始まったばかりで当然混乱は予想された。しかし、その中で「 SCに ど

のような活動が可能で、最適か。」「それを実行 していくためには、SCや教師がどの

ような動きをすることが必要か。」「その動きをうみだすためのレデイネスとして、ど

のような条件が必要か。」を考えていくことによりより良いSCの活動が生まれてくる

と思っている。ここでは平成 8年度の内容だけを報告したが、初年度目としては、SC

も学校の窓口になった教務主任 。相談担当者も及第点ではないかと自己評価 している。

まだまだ、ここでは述べられなかった問題点もある。それを今年度、更には何らかの形

で来年度も継続できるようにする中で解決 し、より良いSCの活用を考えていきたい。
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篤 炒分科会

帰りの会におけるパズ学習

大島明浩 (土岐市立泉中学校教諭)

性教育におけるパズ的手法を取 り入れた授業

大龍雅子 (尼崎市立大庄東申学校教諭)

助言者

岩田鎮人 (春 日井市教育委員会)

小島幸彦 (中津り:l市教育委員会)

石田裕久 (南山大学文学部教授)

司会者

鈴木 収 (春 日井市立高蔵寺中学校教頭)

鹿内信善 (北海道教育大学教授)

記録者

吉田 真 (春 日井市立味美小学校教諭)



帰 り α)会 |こ お ιナ ジろ バ ズ 学 習

岐阜県土岐市立泉中学校

大島 明浩

本校は、学校教育 目標『民主的実践人の育成』をめざし、『創造、自主、協同』の精神

を大切にして長年にわたって教育実践につとめてきた。その中の『協同』を仲間づ くりと

とらえ、学習面や生活面でバズの精神や形態を取 り入れて、日標の具現につ とめてきた。

今回は、生活面での『 協同』意識を高め、ひいては自治能力が育っことを願 って、帰 りの

会におけるバズ学習の実践を以下のように行 った。

1 題材 (バ ズテーマ) 「 lAの歌声を高めよう」

2 「帰 りの会」指導にあたって

(1)泉中学校の「帰 りの会」について

過去の実践から以下のようなとらえがなされている。

泉中学校の「帰 りの会」は学級経営に密接に関わりなが ら、ある意味で速効性のある指

導の場であると考えることができる。そのために25分間もの時間が確保されている。そ

の中心は「生活バズ」 とよばれる生徒の自治的な活動である。平成元年度のバズ学習研究

大会の研究紀要には次のように示されている。

:□ 生バズ
: 生バズは「生活・ 健康バズ」のことである。生徒が一 日の学校生活を振り返 り、自己を

:

:見 つめ、また、仲間とかかわり合 うことを積極的に生み出 していく場である。 自己を見つ
:

:め 、仲間とかかわり合 うことにより、共存の感情を育て、仲間と共に伸びようとする意識 :

:を 高めていきたいと考えた。                           :
: 生徒が自分たちの生活に目を向け、仲間への温かい励ましや厳 しさのある注意を し合え

:

:る ようなバズを生み出すために、

三(1)自分自身の生活を見つめる場を持つ。男へ 澤夢                :
:(2)仲 間とともに生活 していることを意識させ、自己と仲間とのかかわりに目を向けて

:

:   いくようなバズのテーマを設定 していく。                   :
!(3)生活の中の具体的な事実で、お互いの行動について追求できるようにする。    !
:(4)仲 間の良さを認め合い、また、仲間の良さを通 して、自己の新 しい目標を持たせるよ

:(5)積極的な係活動を通 して、仲間に働きかける力を養 う。             :
:(6)学級や班内の役割分担をはっきりさせ、学級や班を見つめる視点とする。     i
:こ と等を意図 して取 り組んでいる。

: 生バズが共存の感情を育てる場となるよう、各学年、各クラスの実態を考慮 しなが ら、 :

三よりよい、生バズの内容と流れを現在も模索し続けているが・…・・。           :
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現在 もこうした成果 と精神は受け継がれており、本校の「帰 りの会」の中心的な場面と

して「生活バズ」が位置付けられている。

(2)1年 A組での「帰りの会」のとらえ

本年度、 1年生を担当するにあたって、担任として「帰 りの会」を次のように考えた。

こうした考えか ら1年 A組では25分間の帰 りの会を次のように運営 してきている。。

生徒の自治的な活動の具体的な実践の場

0分

1分

10ジむ

13うむ

20う)

23う)

25う)

黙考

V

黙書

V

バ 」で

▽

全体話 し合い

▽

リーダーか ら

V

先生 か ら

<黙考 >… 姿勢を正 し、目を閉 じて、 1日 の振り返 りをする。

特にテーマを設定 しそのことについて内省する。

<黙書 >… 明日の予定を 3つ くりに記入する。「 自分・ 仲間を

見つめての欄に、今 日のテーマにそって、振 り返 り

を書 く。特に、「誰が、どこで、何を、どうした」

というように具体的な内容を明確にする。 (事実を

大切にする)

<バ ズ >… 3づ くリノー トに書いたことをもとにして、班長の

司会で全員がテーマについての意見を一人一人が話

す。班長は、仲間の意見をまとめ、全体で交流 して

いくとよい内容について取 り上げていく。

<全体での交流 >…班での話 し合いをもとに出てきた意見を交

流 していく。司会は学級委員がおこない、仲間とし

て共通理解 してほしいことをまとめたりして、仲間

に呼びかけていく。

<先生から>…話 し合いの評価を したり、今 日の話題にかかわることに対する感想を述べ

て、生徒の自治的な活動を全面的にバ ックアップする。

こうした流れにもとづいた実践ができるようにイメージしている。 しか し、帰 りの会の

バズの形態としては、こうした問題解決型に近いものだけでなく、認め合い型、感動型、

提案連絡型 とか、様々な形が工夫されており、それぞれの担任の考えのもと、学級経営に

生かせるような実践が過去なされてきている。 (昨年度の橋本氏の 3Aで の実践に詳 しく

述べてある。)

王使 1/J日 旧闘 :よ 蘭馴り具悴町は天残り易

~~  ~~ ~― ―――

(日 常の問題や仲間のことについて振り返 り、その考えを交流する中で、一人一人が認め

られて、明日への活動の活力としていく時間)
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3 指導にかかわって (学級づ くりとのかかわり)

「 新 しい自分を創る」を合い言葉に 1年生の学級びらきを した。願いをもって努力すれば

必ず自分の可能性がひらかれる。過去の卒業生ともそうしたものたくさん作 りだ してきた。

君達 も必ず、みんなと努力をすれば新 しい自分を創ることができる。みんなでよくなって

いこう。という内容を担任の第 1声 にした。

そのため、 4月 は生徒の積極的によくなろうとする動きを認め、評価 し、組織づ くりへ

とつなげる意味か ら、帰 りの会で「仲間の良さを見つけよう。Jをバズのテーマとして継

続 して扱ってきた。それを学級通信にて紹介 した。そ して、人を事実で見る (今 までがど

うだったか らでなく、入学 してからの頑張 りで仲間を見よう。)と いうことについて指導

する題材にしてきた。帰 りの会の形態 としては、最初であったため、教師が司会をするこ

とが多かった。また、自分の意見をどの ぐらい積極的に発言することができるか確かめた

かったため、黙書の後にす ぐに、挙手 して発言することをこどもたちに要求 してきた。帰

りの会で積極的に発言することが自分たちの生活を向上するためには必要である。 という

ことを印象づけたかった。また、 1年生であるため、バズのやり方を教えることとともに、

その意味づけをきちんとしたいと考えて、全体での話 し合いを中心にこの 4・ 5月 の帰 り

の会を運営 してきた。話 し合いをつ くりだす基本的な姿勢として、「挙手を して自分の意

見を述べること」に繰 り返 し取 り組んできた。

5月 からは、司会を日直と教師で分担 しなが ら、バズテーマにかかわる委員 (学級委員

や学習委員)を中心にして帰 りの会を運営 してきた。 この頃から、最初は 2、 3名 だった

発言者が約 6名 ほど自主的に挙手を して、自分の意見を述べることができるようになって

きた。ただ、意見は発言 しっばなしであることが多かったが、前向きな意見が多 くだされ、

「 仲間のよさを積極的に認めていこう」 とする雰囲気や、「仲間に認めてもらうために自

分 も頑張って活動を していこう」という雰囲気づ くりには役立ってきた。実際に、委員会

の活動などが活発になり、係からの連絡で次々に委員会か らの呼びがけ始まってきたのも

この頃からである。

そして、キャンプから帰ってきた 6月 か らは、学級委員長と副委員長に司会・ 運営を任

せて、教師は援助の形をとるようにした。そして、学級の日常の活動を高めることにねら

いを絞って帰 りの会を運営 してきた。初めの頃は『 時間行動について』を扱 った。キャン

プ前では、◎をもらえた日が一日しかなかったが、帰 ってきてからは、この話 し合いなど

の効果から3日 連続◎ というような成果をあげることができた。この成果をもとに、かね

てから弱いところであった『歌声づ くり』に照準をあてて、帰 りの会を運営することにし

そこで、学級 目標の完成と関わ らせて、また、 lAの財産づ くりと関わ らせて、また、

学年の歌声集会 と関わらせて、弱かった活動を向上させる取組に着手 している。本時はそ

の節目となるように設定 した。
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4 ね らい ビデオで自分たちの歌を歌っている様子を視聴 し、感想を出し合 うことで通

んなふ うに歌いたいという願いを持 って、その願いのもと実際に歌を歌おう

とすることができる。

5 展開

流れ 活        動 教師の指導 0援助

黙考

黙書

ノヾ 」《

全体

テーマ「 lAの歌声を高めよう」

○テーマを意識 して、自分の今 日の歌声を振 り返 って黙

考 して下さい。

(姿勢を正 し、目を閉 じて黙考する。)

03づ くリノー トにテーマについて書いて下さい。

(3づ くリノー トに予定を記入 し「今日の歌声」につい

て振 り返 って書 く。)

○今朝の歌声について録画 したビデオを流 します。 lA
の歌声について考えましょう。

(ビデオを観賞する。 )

04つ の視点から考えてみて下さい。

(声の大きさ・ 整列 0姿勢 あ真剣集中)

○具体的にバズで話 し合って下さい。

(視聴 した感想を交流する。)

○班で話 し合 ったことを全体で交流 します。

・ 整列はだいぶ早 くなった。みんな私語とか しずに並べ

るようになってきた。

・ 姿勢は持たれている人がいない。 もう少 し指揮者に集

中 したほうがいい。

・ 声が男子は大きいけど、女子はもう少 し頑張れる。た

だ、だんだんまとまってきていると思 う。

・ みんな真剣に集中している。 もう少 し表情をつけて歌

えるといいかもしれない。

○それでは今でた意見の ( )を大切にしてこれか ら歌

ってみましょう。係の人は準備 してください。みんな

は後ろに並んで下さい。

(「 カ リプの夢の旅」を合唱する。)

○ もどって下さい。 (リ ーダーが評価する。 )

○係か らの連絡

○先生の話

テーマを委員長と相

談 して決めておく。

学級委員が黙考指導

をするのを手伝 う。

3づ くりが書けてい

るか机間巡視する。

ビデオの操作を援助

する。 (広報委員)

班長の司会のやり方

を手助けする。 (6

G02Gな ど)

交流するときより多

くの挙手ができるよ

う励ます。

できるかぎり具体的

な事実で話せるよう

に働きかける。

司会者に切 り返 して

聞いたりしてもよい

ことをア ドバイスす

る。

係の仕事を見届ける

合唱をビデオで撮影

する。

今までの歌声活動で

の頑張りを具体的に

紹介する。
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」性 教 育 ここ お らす る ノヾ爛 も手 法 を 取 り 入 れ た 授 業

兵庫県尼崎市立大庄東中学校

大龍 雅子

1 はじめに

現在はエイズ問題をはじめ、性の問題の低年齢化が進み、マスコミによる誇大な性情報
も氾濫しており、子どもたちを取り巻く状況はますます難しくなっている。そんな時代に

生きる子どもたちはそれらを必ずしも正しく理解してしヽるとは言えない。

また、体の著しい変化と心のバランスがうまくとれず、戸惑しヽ、悩んでいる生徒に出会

う通とが多い。このような背景から、本校では、人間の生き方や心のあり方に重点をおく

性教育を、三領域で多方面から進めている。

2 本校における性教育の位置づけ

本校の研究テーマ

「基礎学力の向上をはかる学習指導」

―やる気を起こさせる学習指導―

基礎学力を向上させるために、各教科ごとに教育計画を立てて取り組むことはヽヽうまで

もなしヽが、本校ではそれと並行して、「やる気を起こさせる取り組み」の一つとして、性

教育を位置づけている。性教育では人間としての生き方や命の大切さを学習させ、与えら

れた命を精一杯生きる生徒を育てることを目的としている。自分翁人生を前向きにとらえ、
通れからの社会を生き抜くための学習態度を身につけた生徒、「自己教育力」の備わった

生徒の育成を目指している。

3 平成 9年度 性教育年間計画

lJ¥華開 璽学期 3寺等靭

0性に関するアンケート

僻活)

・植物の受粉 (理科)

。生まれた時の様子

饉鶴
。「生いたちの記」

lit鶴

0射精と月経 (麟
・第 2次性徴とホルモン

(鰯

・家庭の機能  像庭)

。男女の協力  饉徳)

・性や異性の関心

饉徳)

0性情報と対応 (道徳)

・ビデオ鑑賞
「子どもたちへ」

鶴活)
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・性に関するアンケート

借濁
e生物の進化と遺伝

ビデオ鑑賞

「生命誕生」促研斗)

・J   と性行動

蜘

・保育「赤ちゃん

このすばらしき生命」

囲

・赤ちゃんだっこ体験

学習の事前指導

稼励

・赤ちゃんだっこ体験

学罐:電剰閣所3ヶ月

6ヶ月健診」に参加

(:ヨRJ属ヨE)
・性病の種類と症状

(イリ『ヨ,41)
・エイズの感染と予防

(イリ干ヨ「4く )

。エイズとの共生

(11雪 I'11)

・男女交際についての

ユチケット 饉徳)

・避妊・中絶について

篠体)

・性にかかわる

男女の責任 (道徳)

0性と人権  牲:会 )

。エイズの現状

患者数の統計処理

徴学)

・性教育講演会

借活)

4 性教育におけるバズ学習

性の問題は、プライベートなことで個性的である。性の事実を科学的に学びtよ り確か

な選択と自己決定ができるようなま旨導が必要となる。

そのためには教師が話して聞かせ、知識を教えるだけではだめであり、生徒自らが気づ

くような授業内容が必要である。

そのような意味で、少人数に分かれて話し合い、その結果を持ち寄って全体で討議する

バズ学習は性教育に適した学習方法だと思われる。今まで学習したことをもとに、自分の

考えを述べる。このとき、自分の考えがまとまる。そして、他の人の意見を聞き、同じ意

見だと安心し、違った意見だとそれをもとに、さらに自分の考えをまとめていくことがで

きる。

また、話し合うだけでなく、場面を設定したロールプレイを行うことにより、登場人物

になったつもりで考え、より自分に身近な問題として提えることができる。

生徒自身が話し合ったり、体験することはとても重要であり、本校でも豊かな体験を通

して、豊かな心を持ち、自分らしい生き方を求める教育を進めている。身体的活動をとも

なった学習は、今まで学習してきた知識や体験をすべて使って問題解決にあたるので、知

識や技能は定着していくようである。

0思春期の心 (道鶴

・異性に対する理解

蜘

・性に関するアンケート

階活)
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5 実践事例

実践事例として、第2学年道徳学習指導案及時    を紹介する。
(1)第 2学年道徳学習指導案

ア 主題  「思春期の心」
イ 主題設定の理由

近年,多 くの間違った性に関する情報が氾濫しているなかで,体の著しい変化と
心のバランスがうまくとれず 戸惑い,悩んでいる生徒に出会うことが多い。この
ような背景から,本校では「思春期教育」として,人間め生き方や心のあり方に重
点をおく性教育を,三領域で多方面から進めている。

1年生では「男女の体と心の違い」,「男女の協力」などにつしヽて学習しており,

男女の発達の差,精神面の違いなどを知り,互いに協力することの必要性や楽しさ
などを実感する場を設けてきた。

中学 2年生という年齢は, 自我に目覚め,身体に現われてくる大人への変化を少
しずつ意識し始める時期であり,生徒は感情面や行動面で不安定になりやすい。こ
のような生徒たちに,思春期の心と体を正しく見つめさせることにより,この時期
をスムースに過ごせる正しい認識をもたせたい。
バズ学習を道徳や学級活動・教科の学習に取り入れることにより,学級内での人

間関係が深まり,互いに認められているという気持ちから,一人ひとりが意欲を持
った学校生活を送れるようになってきている。また,バズ学習を取り入れたことで,

男女の協力や思いやりの心が育っているようである。バズ学習を行なうこと力ヽ 思
春期教育につながっていると考える。

学級の生徒は,全員が課外クラブに所属している。現在:生徒たちは勉強とクラ
ブ活動に打ち込み,明るく健康的な学校生活を送っている。このように忙しい毎日
を過ごしている生徒たちではある力ヽ ふと立ち止まって自分を見つめたときに戸惑
うことのないよう,これから遮ヾつかるかも知れない課題を,自分で解決できる力を
つけさせたい。

ウ ロ標
・自我の目覚めと,変化している心の動きを見つめる。
・中学生の時期は性や異性への関色勁ヾ高まることを知る。
0感情的な動揺をコントロールしながら生活することの大切さを考える。

工 指導計画 (6時FED

第 1次 第 1時 体の変化とともに心の中がどのように変わってきたのか考える。
第 2時 自分の心を見つめ,心の中にある異性への関心について話し合

う。

第 2次 第 1時 ,いの中が変わってきたのはなぜかを考える。
第 2時  「もしも同級生が妊娠したら」という場面のロールプレイを行

い、男女の心の動きについて話し合う。
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第 3次 第 1時 思春期の心について学習してきたことをまとめる6あわせてヽ
心の動揺をコントロールする自分自身の方法について考える。

第 2時 心の動揺をコントロールし,自分らしくより良く生きることに
ついて話し合う。 (本問

オ 本時の学習

(ア)目標

思春期の心について学習してきたことをまとめることにより、男女のかや行動
の違いを認識する。そのうえで、感情面での動揺を自分自身がコントロールじ、

自分らしくよりよく生きることの大切さを気づかせる。また、相手の立場にたっ

て考え、行動し、価値ある人間関係を築くことの大切さをも気づかせたい。
(イ )本茜羹量

生徒たちは前時に思春期の心について、これまでに学習してきたことをまとめ

た。本時は前時にまとめたことを発表することにより、男女の心や行動の違いを

再認識する。また、性衝動や感情面の動揺を自分の意志でコントロールできるこ

とや自分らしくよりよく生きることでよりよい満足を得ることができ、ひいては
心の動揺をコントロールすることにつながることを、話し合いを通して気づかせ

たい。

グループで話し合うことで他人の考えを知り,さ らに自分の思いと合わせて考
えをまとめ,ま とまったところで、もう=度全体で話し合わせる。

他の班の発表を聞くことで,自分でも気づかなかった心の動きを見つけること
ができると考えている。

(ウ)響 醍

1 思春期の心について前時にまと

めたことを発表する。
・思春期の心と体の変化
・資料「ある日のできごと」で気
づいたこと

。「もしも同級生が妊娠したら」

で気づいたこと

どうすれはいの動揺をコントロ

ールすることができるのだろう

か

○各班の発表を聞きながら、学習した内

容を再確認する。
・学習内容を順序だてて発表させ、一

人ひとりが既習の学習内容を確認で

きるように配慮する。

○思春期の心の動揺は心や体の成長とと

もに起こるが自分自身でコントロール

できることを話し合いを通して気づか

せたい。

班

斉

学習活動 (生徒の活動) 指導上の留意点
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2 -次欲求の1つである性的欲求

や二次欲求である孤独感や不満足

感等からくる心の動揺をどのよう
にしてコントロールしているのか
―Aひとりのコントロールの方法

をまとめる。

3 2で考えたことを班で話し合う
0イ ライラして、まわりにあたる

力ヽ よけいに落ち込む。
・ゲームに没頭する力ヽ 楽しいの

はその時だけ。
・クラブ動 で汗を流すとすっき

りする。

4 班で話し合ったことを発表する
。クラブ活動を頑張ることで心も

落ちつくし、よりよい満足感を

得ることができる。
。今は進学にむけて、勉強を頑張
っている。

5 話し合いや発表を通して,気づ

いたことをまとめる。
・友だちと同じ悩みや気持ちを持

っているとわかっただけで落ち
つく。

○自分自身の心を見つめ、自分でも気づ

かなかった心のコントロールの方法を

気づかせる。
・いろいろな方法の中で、より満足感
の得られる方法を見つけさせる。

○話し合いや発表を通して自分の考えを

まとめ,自分でも気づかなかった心の
コントロールの方法を見つけさせる。

○他の班の発表を聞いて,自分たちの班

話し合いでは気づかなかった心の動き

を見つけさせる。

○班での話し合いや発表の場で考えてき

たことを振り返らせることにより、

自分自身の気持ちを整理させる。
・相手の立場にたって考えたり、行動

きる人になってはしいと思う。

個

班

班

個
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(2)第 2学年道徳響 ま壽 識

ア 「思春期の′洵 について学習したことを思い出してみよう。

(ア)今の自分が以前と比べてどう変わりましたか?

心の中の変化 1涯理状態く人との関わり、友情、男女交際などについて)を書

いてください。
・男の子の体の変化・・・声が太くなる。のどばとけが出てくる。ひげがはえて

くる。わき毛や性毛がはえる。ペニスが大きくなる。

・女の子の体の変化 000体が丸みをおびる。乳房が大きくなる。わき毛や性毛

がはえる。おしりが大きくなる。月経が始まる。

・心の変化 0。 みんなと仲良くできるようになって、友だちが増えた。でも、そ

の反面悩みも増えた。イライラすることが増えた。熱中するもの

(ク ラブや趣味など)ができた。

(イ )資料「ある日のできごと」で気づいたこと
。男の子は、もう少し気持ちをおさえたほうがいいと思う。がまんできなくて、

すぐに行動にあらわしても女の子は困ると思う。だから、男の子は女の子の気持

ちを考えた方がいいと思う。

(ウ)「 もしも同級生が妊娠したらJで気づいたこと
0中学生に子供ができてしまったら、たいていの場合は、新しい命を殺してしま

い悲しい結果になってしまう。もし産んだとしても、その子供を育てていくこと

はできない。

イ 心の動揺をどのようにコントロールしていますか。

(ア)あなたはどんなことでイライラしたり、悩んだりしますか。

1班 :友だち関係でイライラしたり、親や先生に怒られたとき。

2班 :友だち関係やクラブのことで悩んでいる人が一番多いと思う。

3班

4班

5班

6班

やりたい事が思うようにいかなかったとき。親や先生に怒られたとき。

気に入らないことがあったとき。

人間関係がうまくいかないときや、おもしろくないとき。

からかわれたとき、怒られたとき、周りの人に自分の気持ちをわかっても

らえないとき。

みんな、怒られたときや勉強の事でイライラしている。文句を言われたと

きもイライラする。寝ているときに人に起こされたとき。

(イ )あなたは(1)の とき、どのような方法で、イライラを解消したり、悩みをのりこ

えますか。

1班 :ゲームをしたり、寝たりする。

2班 :友だちに相談する。自分の好きなこと 体 を読んだり、テレビを見たり)

をして解消する。

3班 :失敗は忘れて、別の事を考えたりする。
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4班 :遊びまくる。友だちに相談する。

5班 :遊んで、食って寝る。やつあたり。

6班 :友だちと遊んだり、しゃべりまくる。時間が立てtま 落ちついてくる。

何もしないで本を読んだり、買物にいったりする。

(ウ )(イ )の方法のうち、最も満足感が得られる方法はどんな方法ですか。

1班

2班

3班

4班

5班

6班

人に迷惑かけないなら、寝るのが一番。それがだめなら、友達に相談する。

友達に相談したり、自分の好きなことをしたりして、悩みを解消する。

自分で頑張って、周囲の人に「自分はちゃんとできる」ということを認め

てもらう。

自分のしたいことができたとき。

クラブ活動をがんばる。

大声で歌ったり、本を読んだり、買物にいったり、自分の好きなことをす

る

ウ 話合いや発表を通して気づいたことや感じたこと。
。みんな同じことを考えているんだと思った。
・みんなそれぞれ、いろいろな意見があったけど、私は自分のしたいことができた

とき、満足できると思った。
・みんな、一人一人、違った方法で、イライラなどを解消しているんだなあと思い

ました。そして、いろいろな悩みを、みんな結構持っているなあと感じました。
・前より、自分たちは成長していると思う。男の子の気持ち、女の子の気持ちの違

いなどがわかった。みんなと話し合って、友達もことかいろいろとわかった。
・性教育のことや発表の仕方などいろいろなことがわかった。
・みんな考えていることが同じだった。
0友達関係などで悩んだりすることが多いんだなあ。
・いろいろな意見がでて、よくわかった。
・いろいろな考えがあると思った。
・話合いで、いろんな意見がでて参考になった。
・いろいろな意見があって、感いしました。
・みんな結構同じことを考えているんだなあと思った。
。これからもイライラすることがあるけど、それを乗り越えて行きたいです。
・皆しっかり発表できていてよかったと思う。難しいことや「ある日のできごと」

等のまとめがうまくできていて、すごく分かりやすかった。
・よく発表できていたと思う。男の子の気持ち、女の子の気持ち、両方の気持ちが

わかったような気がする。ほかの班の意見もよくわかった。
・だいたいに人の悩みが同じだということがわかった。解消方法もよく似ていた。
・人の体の仕組みは不思議だと思った。
Oみんな、すごく、うまく発表できたと思う。女の子の気持ちがよくわかったよう
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な気がする。 (男)

。みんな、友達関係や怒られたりで悩んでいることが多い。
工 授業を終えて

思春期の心について学習してきたことを班ごとにまとめ、発表することで、男女
の心や行動の違いをお互いがより認識できた。そのうえで、班の話し合いや他の班
の発表を聞くなかで感情面での動揺を自分自身がコントロールし、自分らしくより

よく生きることの大切さに気づいていった。

2年生の道徳「思春期の心」の授業を4年前に初めて行ったときは、「ある日

のできごと」を題材にした授業と「もしも同級生が妊娠したら」のロールプレイを

行う授業を試行錯誤しながらやってみた。その後、いろいろな研究会で発表するた

びに、より充実した授業内容に改訂しながら、現在に至っている。

6 おわりに

本校では、 8年前に手探りで始めた性教育である力ヽ 少しづつ教師へまた生徒へと浸
透しつつあると感じている。今年度は昨年度の反省点であぅた道徳分野での充実、そして

各教科への発展に力を入れた。校内研究授業や職員研修を積み重ね、学習内容については

生徒にとって、受身の性教育ではなく、生徒自身に考えさせる内容も多くあり、昨年度よ

り前進したように思う。性は一生涯通じて向き合っていくということから、生徒と共に考
える学習が大切になってくる8そのような意味で、少人数に分かれて話し合い、その結果
を持ち寄って全体で討議を深めるバズ学習は性教育に適した学習方法と言える。

性教育=生き方の教育であるので、あらゆる視点で、あらゆる生活の場面で性について
考えることは必要不可欠なことである。。生きている人間が生きている子どもたちに「悦
を語っていくことは、とても難しく奥深いものであり、やりがいのある教育だと考える。
まだまだ反省点は多いが教師自身のセクシュアリティを磨きながら、そして、子どもた

ちが「性」って素晴らしいものなんだと感じ、人生を前向きに生きていけるような援助を
していきたいと考えている。
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第 3分科会

みんな伸問だ―学習になじめない子をとりこむ集会活動を通して

小河直子 (春 日井市立高座小学校教諭)

バズ的手法を生かした学級づくり

西村久美子 (尼崎市立水堂小学校教論)

助言者

池田 洋 (尼崎市教育総合センター)

丸山正克 (豊川市ほいっぽ園長)

司会者

長縄秀孝 (春 日井市立鳥居勝松小学校校長)

石田勢津子 (名古屋外国語大学教授)

記録者

畠山明美 (春 日井市立上条小学校教諭)



み ん な 仲 間 だ

学級になじめない子をとりこむ集会活動を通して

愛知県春日井市立高塵/fh学校教諭

/1ヾ可 遭
「

子

1.主題設定の理由

1◎万人に迫る不登校の子ども・神戸の申学生の事件}ま、子どもの生活の大きなゆが

みを示している。新聞や週刊誌は、子どもの成長について様々な意見を発表し、学校に

対する期待や批判は増すばかりである。こうした現状から、子どもの社会性を育てる学

校教育の果たす役割じま大きく重要であると考えこの主題を設定した。

(1)今 日的課題から

・ 兄弟の数が少なくなつた
。 異年齢で遊ぶ体験が少なくなつた
。 塾通いで遊ボ時間が少なくなつた

・ 家庭・地域の教育力が低下した

は、人間関係の取り結び方を知らないままに成長してきている。

そのために、人の心に深く関わつて過ごすことに臆病である。

相手を傷つけたくないし、もちろん自分も傷つきたくない。

こうした理由で、表面的な人間関係しか取り結べない子どもが多くなつている。

(2)学級の実態から

離婚率が年々高まり、十分な家庭での保護を得られないで登校する児童が多くなつて

きている。 昨年度担当した4年生のB男も両親の離婚から3年時に転校してきた。B男

は、家庭で十分な養育を受けられないため、忘れ物が多く身繕いも清潔でない。そのせ

いでクラス内では居場所がなかった。しかも愛情不足から注目されたいため、様々な集

団からはみ出した行動をとることが多かった。そのことが一層、B男を学級の仲間から

疎外させるという悪循環を繰り返していた。

担任がB男の理解を深めること、そしてB男と疎外している子どもが共に楽しい学校

生活を送れることが、B男を含めたクラスの子ども一人一人の成長に繋がる。けれども、

担任だけがB男への対応をよくしていくだけで問題行動が解決されるわけではない。学

級集団がより良い集団行動を創り上げようという雰囲気があつてこそ、誰もが手を取り

合って育つことができる

そこで、集会活動を通して、適度の自己主張やルールを守る態度を身につけさせ、学

級の誰とも楽しく活動する子どもの社会性を育てることをねらいとした実践である。

学校でしか学べないことはたくさんあるが、そのうちの一つに温かな人間関係の取り

結びがあげられる。助け合い 。支え合い・一人一人が共に成長する学級を築きあげるこ

とを目ざした。

fiH 2 : ErNttitl
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STEP3 支える段階

STEP2 見守る段階

STEPl 寄り添う段階

固 定 化 し′た    な AFEI関 係

B男の実態
友人がいない
父子家庭 (父・妹 。本人 )

妹の世話を任されている
自己コントロールができなしヽ

少しのことで興奮する
気分の変動が著し<現れる
気分が落ち込み鬱状態にな

学級の実態
少人数のグルーノ

~(゛

遊ぶ
グループが固定している
グループ同士が排他的である
室内で遊ぶことを好む

担任の支援
二人一人の子どもの

聯 をわ る

集会活動
伸間と手を携えて育つことの

楽しさを博 させる

互いに認め合う場になる

長所を生かす場になる

クラスの帰属意識を育てる
場になる

社 会 的 背 景
少子化傾向
地域共同体の消滅
家族制度の崩壊
子どもの横並び傾向

秒
一人遊び傾向の増大

全体構想図
目 指 す 学 級 像

々 い 0こ言廼″ノゝ 合 し すヽ 。ノkⅢ……一人 が
生 き 生 き 活 動 で き る 学 級

目 推 難 河 児 賢 日 象
☆       舌 向 _止■の た め 0こ

才舌動 で き る 子
☆ 々 _い に 相 手 を 尊 重 じ

言わ 合 え る 子

仮 説

真の児童理解が深まれば、その子の成長を促す方法を見いだせるであろう。

そして、その個性を自主的な集会活動を通して子どもの中にとけ込ませ、互いに認

合うことができれば、誰もが豊かな人間関係を育む担い手になることができるであ

ろう。
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3.実践

(1)寄 り添う段階 (stepl)
B男は、第 3学年の2学期に転入し、FH5題の多い子と引き継ぎがあった。色自のふつ

くらした初めの印象は、のちの暴れ回ることには結びつかなかつた。
B男は、ささいなことでふくれ、班から自分の机を事Iき難してしまう場面がたぴたび

見られた。放課も誰と遊ぶではなく、ポらボらして過ごしていた。子どもの話や、放課
の様子からB男が排斥されていると分かるのにそれほビ時間がかからなかったB男もそ

れが気になるようで「どうせぼくなんか嫌われ者だJと強がり、「仲間に入れて」と声
をかけようとはしなかつた。

5月 に理科の教材のソーラーカー作りがあった。B男も他の子どもも熱心に作ってい

たので、レースをやることをもちかけた。B男はさして興味を示さなかつたが、他の子
ども達が乗り気になり、係の子どもと担任で企画して学級会でルールや、日時を決めた。

レース当日は、B男の車の調子は悪かつたが入賞することができた。B男には、誰も

声をかけるもの力れ なヽかつた。そこで担任は、車を軽量化している工夫をほめ、そして、

残りの乾電池の量を一緒に量ったり、どんな改造をしようかと話しあつたりした。この

出来事以来放課は担任と過ごすことが多くなり、家庭の様子など少しずつ話すようにな
つた。

6月 中旬から、父親の帰宅時刻が遅くなる日が続き、生活が夜型になつた。妹の起床

時刻が遅くなり、遅刻が多くなつた。子ども達の間に「さぼっているんだよ」という声
も聞かれたので、B男が家庭で小さな妹の世話をしながら家事も行つていることを知ら
せた。それからは、遅れて教室に入ってくるB男にさりげなく「おはよう」と声をかけ

る子も出てきて、教室に入りづらいような様子は見られなかつた。しかし、父親不在の

影響は大きく、些細なことでものに当たり散らし、怒りを爆発させることが度々おきた。

クラスの他の子ども達の安全を確保し、見守ることもあった。少し収まったところで、

声をかけB男の怒りを受け入れた。やりきれない気持ちを涙を流して語るのを、気持ち
は分かると聞きこ「でもね～」と言う言葉を噛み殺した。

2学期早々、B男は流行性耳下腺炎のために学校を体んだ。保育園に妹を送って行く

人がいないので、頬がはれ、熱があるにも関わらず、妹の世話をして一緒に家にいた。

毎日、家庭訪間をして学校の様子を知らせた。「学校なんか」といって怒ることの多
いのだが、学校の様子を気にすることから、B男にとって学校は重要な場所であること

が分かった。2学期の席替えで誰が隣になつたのか、係活動でどんな係で誰と一緒にな
つたかとしきりに心配していた。

B男は特別な境遇の子であるという認識が大きく変わった。それは子どもなら誰もが

気にする友達の評価であり、多くの友達とともに仲良く過ごしたいという共通の願いを

持っていることである。問題行動に注目するのではなく、B男の持つ願いが十分分かっ

たので、担任だけの理解でなく仲間の中で生かしていく指導の方向性を見いだした。B
男は遊び仲間を求めているが、クラス内のいずれのグループにも属せないことが問題で

ある。
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(2)見守る (step2)
運動会が終わつて、係毎にゲーム大会が行われた。給食レストラン係のお野菜ゲーム

等なかなかおもしろいゲームもあつたのだが、B男はあまり参加できなかつた。順番を

待ってられないことやルールが守れないために失格になつてしまつたことが原因であっ

た。

10月 の体育の時間にハンドベースが始まり、これには積極的に参加した。

B男が得意なこともあつて、中心となり活躍した。チームのキヤプテンにこそなれな

かったが、打撃の腕を斑の中で認められ大変うれしそうだつた。しかし、どんなことを

しても勝ちたいのである。自分の所属しているチームを勝たせるために、審判に抗議を

行つた。 1学期の時のトラブルは、誰もB男に味方をしてくれなかつた。そして、それ

がまた、一層B男を怒らせたのであるが、今回の場合は、fIJ害が共通するチームの仲間

が味方についてくれるのでそのことが嬉しいのかしばしば抗議を行つた。試合が終わつ

て引き上げるときに、仲間と自分たちが正しいと話し合つていく様子〕ま、仲間と共にい

る安心感が見られた。そして、次第にB男の抗議はエスカレートしていつた。自分の所

属チームを勝たせるために大きな声を出し、相手をののしり始めたのである。しかし、

ここに、大きな変化が現れた。以前なら、B男の怒りを恐れて遠巻きにして、関わらな

いように見ていた子どもが、B男 と対等にやりあうのである。ハンドベースの始まつた

頃、ゲームの判定に担任の意見を求めてくることが度々あった。審判も子どもに任せて

あつたので、極力担任は介入しなかつた。だから一層激しい衝突になつたが、繰り返す

ことでB男は折り合いをつけることを学び、他の子どもは自己主張をすることが体験で

きた。見守ることは、担任にとつてとても難しい。けんかが激しくなるとおびえる女子

もいるのでそうした子どもには説明をした。

学級会の時間にハンドベースボール大会を企画した。係はチームを分ける時点から、

アンケートをとつた。上手な子どもをキヤプテンとして 6人選び、あとは公平に係が分

けていこうという案が採用された。その中にB男の名前が見られた。体育の時間に子ど

も同士がボつかりあった成果であろう。B男のチームもポジシヨンや打順を決める話し

合いをしていた。子どもは大勢で遊ぶ楽しさを見つけたので、放課もB男 を交えて男女

共に遊ボ姿が見られるようになつた。

教室の中で、マンガのキヤラクターの絵を描いて過ごすことが好きな男の子もいるこ

とから、係の子どもが『外で遊ぼう強化週間』をもうけた。アンケートをとつて 1週間

の遊びの計画を立てた。この試みの成果として同じグループに属していなくても決めら

れた集合場所に集まれば、遊びに参加することができた。

ゲームに勝ちたいのはB男だけではない。

子どもなら誰もが勝ちたいのである。本気で、

ボつかればいいと思う。ここが大切と見守る

担任の姿勢が効果を上げた。力を尽くして勝

つことの意義がある。そうしたことで子ども

は仲間同士と絆を結べるのである。
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《轟》支える最隋 (Step3)
3学期はインフルエンザが鑑成を振らい、B晃も6日 間学校を体んだ。B男が休んで

しヽ昏間に「ドッジボール大会」が係で企画させれた。けれども、だれも反対意見を言わ

ないので、そのまますんなり決まつてしまつた。縦 慣れてきたこともあると思うが、

B昇爵ヾ居ないことに原因があると思う。クラスをかき混ぜてばかりのB男が、クラスの

重要な役割を果たしていることが分かった。しんと静まり返つて学習に取り組む子ども

を見ていると、活気のもと:まB男であることに気付かされた。

不機嫌そうに登校した2月 のある日の4時間日、まわりの子の関心を引こうと、ノー

トの紙を破つて食べ始めた。子どもは自分の課題に取り組みながら、「腹をこわすぞ」

などと声をかけた。絵食の時間になつて、何をしているかと探すと、教室の片隅で一人

の女子が、まるで小さな子どもをあやすようにB男 と話をしていた。

体育の時間にサッカーが始まると、当然のように子供の間から大会の話が持ち上がっ

た。サッカーの単元が終了する3月 の始めに大会を持つことを約束した。

3学期になつて、B男は勝ちたいという思いは強いものの審判に食ってかかっていく

ことはなくなつた。それよりも、作戦や練習の方法を考えていく方向に向かつていつた。

2学期以来、放課に共に遊ぶことができるようになつたこと、B男の球技の腕がクラ

スみんなの知るところとなつたこと、B男力れ くヽ

ら怒つてもまわりの子どもの主張も強くなり聞き

入れられなくなつたことがあるためだと思う。

t(がえ斥どこぅ)督料5

3人 ,・ 多 じム_,う′こ
ゴゴキこ

催は 庶
サッカー大会のための学級会が開かれ右の様に

|,ダ
gLit3ほ。

( -tva 17 lt")
ルールが決められた。

・この話し合いの申で、球技がとても苦手な2人 ‖ :
Pκ  トキ_/← ィニlメ

の長撃
=ニ

ニ経再J嘔二LE葉ち三二二:ぷ色IIう一ち鳴6ほ―輩舞4う―
がゴールを決めたときには2点にするというのである。それに対してB男は、「弱い子

は引き取り手がなく仲間外れになつてしまうので賛成」という意見を出した。ボールが

どちらが出したかでもめることがあつた。審判も分からないことがあった。またそんな

時、審判が「ジヤンケンで決めよう」というと、審判の半I定に従う場面も見られた。

3学期も残りわずかとなつた頃、最後の席替えをくじびきでしようということになつ

た。B男は人の好き嫌いが激しく隣を誰にするかは、いつも悩みの種であつた。くじを

ひいて顔を会わせたとたん「こいつとはやだ」と言つたので失ネLだと注意した。机を教

室の隅に持つて行き「一人でいい」とふてくされていた。また、残して個別で話そうと

そのままにしておいたら、相手の女の子が「B男くんおいでよ。一人じや本読みをして

も練習にならんし、おもしろくないよ」と声をかけた。B男はまんざらでもないような

様子で元の席に戻ることがあつた。担任の私は、 1年のみのつきあいであるが、クラス

の子どもはこれからもB男の仲間である。B男 を支えることで子どもの一層の成長がみ

られた。B男のためにと始めた集会やゲームであったが、クラスの子どもみんなを取り

込んで遊ボことを通して、ルールの工夫や思いやりのある言葉かけが生まれた。運動の

得意でない子も、得意な子もあるがままの姿で互いを受け入れることができた。

一- 57 -一



4.考察

集 会 名 担 任 の 支 援 B男 零くつ 時 クラスの様子

５

丁
Ｅ
Ｄ
Ｊ

′
ノ

学観鐵嗣き
Flレース
3つならべ

オセロ

・無 理解をする
0怒りや悲しみを共有
する。
・B男の良さを知らせ
る

強がっている
粗暴である
集団に入ろうとしない

。/1■グルーノて気の合う
子どもで過ごす。
・教室の中の遊びが多い
。排他的である
。関わらないようにする

Ｓ

Ｔ

Ｅ

Ｐ

２

ハンドベース
ポール大会

タトて菊醸習う
係のゲーム大会

・子どもの個性を共感
的に見いだす
。子どもの意志・意欲
を尊重じ見守る

・利害が共通できるグル
ープに属する
。特技が子どもの間に
認められる

・放課に共に遊ぶようιこ
なる
・B男に対抗するように
なる

５
丁
Ｅ

Ｐ

Ｒ
ｖ

ドッジボール
大会
サッカー大会

4の 1終わり
鍼

。子どもがB男を受け
入れることを支える

0あ りのままの自分が出
せる
。集団に受け入れられる
ことを喜ぶ

・互いにそれぞれ認め合
える

B男の問題行動は、十分に養育を受けられない家庭環境の劣悪からくるものである。
父親の養育態度が改善されなければ、収まるものではない。しかし、B男を取り巻く子
どもの変化がB男の学校生活に張りを持たせ、仲間と共に遊ボ楽しさを体験させること
ができた。

また、クラスの子どもも、B男の自分勝手ともいえる文句を納得させるためにも、ル
ールや、役割分担に工夫を擬らし、結果的には自分達の考えを反映させた楽しい集会に
することができた。

5.成果

★ 子どもの一人一人の違いを認め、成長に繋がる「真の理解」を探めることができ、
個に応じた人間関係の取り結び方を支援することができた。

★ 集会が学級集団と関わりながら、それぞれの子どもがありのままの自分を出しな
がらも互いに支え合うことができた。

6。 今後の課題

子どもは日常の人と人との関わりの中で、その人を思いやって、共感していくことを
体験した。この一つ一つの思いやりと行為の積み重ねによって、心の通い合う温かな人
間関係が育まれた。

小学校の学級担任は、学校生活のほとんどの時間を子どもと共に過ごすので、学級集
団の人間関係に注目して場を開発することができる。毎日の生活の中で、謝ること・許
すこと・感謝すること・ほこりや恥じらい 。気持ちを切り替えることを体験させ、より
豊かな人間関係に発展させていくことができる。

子どもが幼いうちにこそこうした体験が重要である。地域の教育力・家庭の教育力の
なさを嘆く前に、小学校の担任としての役割の重要性に気づき、子ども一人一人の理解
を深めるための視点を変革させたい。
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バ ズ 的 手 法 を ,生 か し た二学 級 づ く り

兵庫県尼崎市立水堂小学校

西 村 久 美 子

1。 はじめに

本校のある尼崎市は兵庫県南東部に位 i置 し、すぐ隣は大阪である。校区はJR立
花駅から北へと線路ぞいにある。児童の家庭環境は様々であり、指導上、多くの間

題や困難な事柄が生じてきた。初めて本校の児童に出会ったとき、児童相互の、ま

た、児童と教師の人間関係を見直さなければ、なにも1樹導が始められないと強く感

じた。

そのためには、学級に多様な児童がいることをマイナスの要因として提えるので

はなく、むしろ、より学級の絆を深めてくれる要素として捉え、意図的・計画的に

指導することを通 して、認め合い学び合う学級づくりが達成されると考えた。そし

て、そのための方法として、バズ的手法を用いるのが適切であると判断した。

2.研究主題設定の理由

・ぼくは、4年の時によく文4Jを 言われたり、たたかれたりしました。だか

ら、 5年 3組では、もんくを言つたりしないクラスにしたいですふ

。私は、 5年 3組が、先生の言つたとおりに『みんなが楽しいクラス』がい

いです。そして、たくさんの友達をつくりたいです。4年では、けんかが

多かつたです。それをなくしてほしかったです。でも、みんなけんかばか

りしていました。

・私は、4年の時に、いじめられていました。それでも、毎日、学校に行つ

ていました。私は、今、ぜんぜん友達がいません。友達ができるクラスに

したいです。

これは、4月 、児童に出会ったとき、『 どんなクラスにしたいか』というテーマ

で書かせた作文の一部である。全員の作文を読みながら、よくもこんな状況で学校

にきているなあと涙がでたほどである。しかし、児童の実態は、このような学級の

問題点について考えさせようとしても、人の話を聞こうとする姿勢からほど遠い状

態であつた。

学級のひとりひとりの児童が、お互いの違いを認めつつ、尊重しあつて、自らが

自分たちの学級を創つていこうとする姿勢をひとりひとりに育てなければ、教科の

指導も十分できないと強く感じた。

そのためには、クラスの仲間が “どのように感じてるのか" “どんな思いでいる

のか"など、児童がお互いの思いをまず知ることが大切であり、そして、お互いの
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違いを認めた上で、初めて、人の意見を聞こうとする態度、友達の行動を認めよう

とする態度も生まれてくると考え、学級づくりの大まかな計濾iを 次のように設定 し

た。

(1)1年間を見通した継続的な指導

(2)学級活動の充実と他への広がりを考えた指導

(3)教科のつながりを意図的・計画的に考えた指導

学級づくりには 1秒でも無駄にできる時間はない。 “転んでもただでは起きない"

の言葉のごとく、児童の全活動を通 して学級づくりをしていきたいと考え、主題を

設定した。

3.実践経過-1年間の取り組み一

(1)学級づくりの第一歩は、学級目標の設定から

:こ :ん :な学級 t=:じ :たいな::I::■ :みんな:の願いか :ら■

①形だけの学級目標の脱皮を図る

日常の生活の指針として検認したり、評価したりすることなく教室に掲げたま

まの学級目標ではなく、児童にわかりやすく、生活に具体的に密着した、児童一

人ひとりの心にくい込み、生き続ける学級目標を設定 したいと考えた。

②学級目標設定に主体的に参加させる

学級目標とは、

:・ 教師の求める学級像       :

:・ 学級に所属する児童の求める集団像

この両方を含むものであると考える。児童が、一年間、どのような学級をめざし

て進もうとするかの問題であるから、児童ひとりひとりに強い関心を持たせなけ

ればならない。しかし、担任として、こんな学級に育てたい、このような子ども

たちに育つてほしいといった学級経営の基本的方針をしつかり持つていなければ

ならないのは当然である。子どもたちの願いや思いを大切にし、受け入れること

によつて、主体的に参加させることができるのではないだろうか。

③学級目標をわかりやすい具体的な言葉で

観念的なものにしないために、担任として願う学級像・子ども像を押しつけで

なく、児童の願いに転化されるよう配慮 しながら、「 5年 3組らしい合言葉にし

よう !」 と呼かけた。

学級:目 :標がで:きる :まで

①児童の新 しい学級に対する期待感を高める。

教師は児童ひとりひとりを知る努力をする。

②みんなの願いを作文に書かせる。

学級の中で個が確立されていない4月 の段階では、まだ自由にものが言える雰

囲気ができていないので、発表することが苦手な児童の願いも前面に出させたか
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つたので作文に書かせた。また、その作文を文集として印刷、配布し、お互いの

願いを確かめさせた。

③学級活動での話し合い

1議題 学級目標を決めよう                   |
:話 し合いの柱  ノ、みんなの共通の願いはなんだろうか      :
:       認、みんなの願いを合言葉にしよう        :
I       J、 いつでも覚えておくために掲示の仕方を考えよう |

みんなの願いから、学級目標が次のように決まった。

『たつまきをみんなでおこせる 5年 3組』

これは、小さなもめごとから大きな事件へと発展 した4年生を反省して、だれか

一人がやつたよいことに、頑張つていることにみんなが巻き込まれて、すばらし

い力の龍巻にしていこうとの願いを合言葉にしたものである。

全員の目標になるためには、全員が話し合いに参加 していなければならない。

そのために、まず、学級会議案用紙を事前に配布し自分の考えを書かせておいた。

そして、個々の意見をしつかり出させたいと考える場面においては、小集団での

話し合いを取 り入れるようした。そして、グループのだれかがグループで出た意

見やまとまった考えなどを発表するよう、初期の間は、発表の形式を指導した。

(2)学級目標達成に向かつて

違難:壼彗:こ覇業 :

①ウァームアップとクールアウトの指導

秋の遠足の取 り組みについて事前に話し合つたにもかかわらず、昼食時に仲間

はずれの事件がおこつた。しかし、これは、 9月段階での児童の実態として、多

少予測していたものである。

このもめごとから、次の段階へとステップアップさせるために、みんなが協力

して取り組まなければならないような場面を作りたいと考えた.学級活動の 10

月の予定であった『サッカー大会』を、児童と相談の上、実施することにした。

そして、次のように、話し合い活動を進めた。

i議題 だれもが楽 しいと思えるようなサッカー大会をしよう。 |

:話 し合いの柱  /、 チーム数はいくつがよいだろうか    :
:       ′、チームはどうやって決めたらよいだろうかJ

I       J、 楽 しくするための工大を考えよう。    |

『サッカー大会』をただ単に実施するだけでなく、その時までの過程を大切に

取り組ませた。たとえば、チームでの話し合い、練習、勝敗だけでなく一人一人

のがんばり、教えあい助け合いなどに日が向くように指導した。なぜなら、やや

もすると『勝つた。負けた。11のみに夢中になり、下部のじようずな児童のため

の活動になってしまうことがないように考えたのである。

-61-



また、実施後は、必ず自分たちの取 り組みを振り返らせた。

学級の充実・向上には、学級集団が常に新たな共通日標やテーマに向かつて

1燃える一打ち込む―追及する一振 り返る |と いう経験の積み重ねが必要だと思

うからです。

②学級の見直しの必要性

:5年 3組どんなクラスかな ?ア ンケー ト 10月 初4J実施  :
男子 18人 女子 18人

1/、 誰とでもあそべていますか。 ( いる 16人  いない 20人  )
:£ 、何でも話せる友達がいますか。 ( いる 25人   いない 11人 )

13、 いじめられたことがありますか。 ( ある 13人   ない 23人  )
|ダ 、いじめたことがありますか。 ( ある 20人  ない 16人  )
:6、 5年 3組をいいクラスだと思いますか。

;                ( 思う24人  思わない 12人 ) i
学級目標の達成に向けて、日々の活動が望ましい方向に進んでいるのか、どの

程度まで学級づくりができているのか、立ち止まって振 り返ることが大切である。

上記のアンケー ト結果は、教師の日で見た学級と児童の思つている学級の差の

大きさに驚かされたものである。そして、このアンケー トの結果から、もう一度、

自分たちの学級について考える時間を設けた。

その指導として、『みんな、なかま。みんなのクラス』という題材で、学級活

動 (学級や学校生活の充実と向上に関すること一望ましい人間関係の育成―)の

授業に取 り組んだ。

①道徳での取 り組み

学級活動において、学級の見正三しをしてきたころ、通徳の授業においても適切

な主題を取 り上げて実施 した。

1道徳学習指導案                            i
l 主題名 加奈のあいさつ                       |
: ねらい 積極的な行動のすばらしさに気づき、自分を意欲的に変えていこう :

:     とする態度を養う。                      :
1 主題設定の理由 (要約 して記人)                   |
:   “まちがったら…" “人とちがつていたら…"と いう不安、言つたことに |

1  対し誰かに何か言われそうだという恐怖心などが、児童の心のなかに大き
|

|  く存在 している。 2学期になって、学級活動で “なかまづくり" “いじめ写

:  などについてとりあげてきたので、少しずつ本音が言える、誰もが自分の :

:  考えを言うことができる学級づくりを意識するようになってきている。ま :

:  だまだ、不十分であるが、 “だまっていてはいけない" “意見を言わなけ
:

-62-



:  れば…"と いう雰囲気はできつつある。だれもが勇気を持つて自分の意見 |

:  がいえるためには、本人の努力も大切であるが、学級の利1間 たちの受容的 :

:  態度や暖かいはげましが不可欠であることも、この主題を通 して気づかせ :

|  たい。                                |
②朝の会、帰りの会で発表の場を

今日のニュースや一 EIの 出来事、感想などを発表する場を設け、誰もに発薄の

機会を計画的につくつた。そうすることで、聞く側の姿勢も作られていった。

(3)他教科へのつながリ

麟 難鸞 難葺1難難藝葉:嚢理:

①理科『 ヒトや動物のたんじょう』の学習だけでは終わらない

この単元を学習するにあたり、児童の実態からして、単に、知識理解だけで終

わってはマイナスになるように思われた。男女が協力し、お互いを人間として尊

重しようとする心まで培うことができれば、学級づくりのまとめになると判断し、

理科の学習から性教育まで広げての指導露卜画を立案した。

②『 ヒトや動物のたんじょう』を指導するにあたつて

:・ 単なる知識の注人におわらない。                   :
|・ 〈ヒトや動物の誕生>〈男女の身体の違い〉の学習から、人体の不思議さご

: 神秘さを感じさせたい。                      :
|。 自分の誕生のことについて知り、自己をみつめさせる。         |
以上のことを根底において指導することにした。そして、その結果、子どもた

ちひとりひとりが自分の存在に自信を持ち、お互いを認めあい、お互いを大切に

しようとする心を少しは持ってくれるのではないかと考えた。

③指導計画 (指導の流れ )

1/、 5年 1学期の学習 〈めだかの誕ごL〉 〈草花のおしべめしべ〉の学習を想起 |

:  させる。                                :
:£ 、教科書の写真を見て話し合う。                    |
1    卵で生まれてくるもの、親と似た姿で生まれてくるもの       i
:3、 いろんな生き物の誕生について調べ学習をする。            :
:ダ 、グループで話し合つて、調べたことをまとめ、発表する。        |
:6、 教科書から、ニワトリ、うさぎ、うしの誕生について学習する。     |
:ι 、『愛し合う動物たち』絵本を読む。                  :
:7、 ≪人の進化》について知る。                     |
1   進化の絵から気づくこと                      |
:8、 《受胎の神秘》ビデオを見る。                     :
17、 自分の誕生について、家の人に聞く。それを誕生新聞にまとめる。    |
1/θ、教科書で《ヒトのたんじょう》について学習する。          |
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//、 学習後の感想をまとめる。                     :

④全学習終了後の児亜1の感想

|。 私は、父と母から生まれてきて本当によかつたと思う。愛されながら見守ら :

| れながら生まれてきた自分が、改めて幸せだなあと思つた。そして、最初、 :

1 誕生の勉強なんて恥ずかしいと思ったけど、終わつてみたら、すごく料!秘的
i

l で、また、勉強したいと
'思

つた。今の奇跡に近い偶然に生まれた「l分 をもっ |

: と伸ばして、胸をはって生きていきたい。                :
:。 僕は、生命が誕生するのは、とても偶然だと思つた。どの生き物も、たくさ i

i んの子どもを残すために進化していることがわかつた。ぼくは、いままで、 |

: なぜ子どもが生まれるのか不思議だつたが、この勉強をしてよくわかつた。 |

年度の終わりに近づいて、今まで意識もしなかった隣の友に、こんなすばらし

いところがあつたんだと気づくようになった。また、友のすばらしいところに気

づくというそれぞれの心の成長が、個人・集団をまた伸ばしてくれそうな期待感

を抱かせてくれた。

1古川君の良いところ               祢宜元 紀子     |

: 私は、古川君と3年生の時からずつと一緒の組で、こんなことを思い出した|

i5年生になってからのことだけど、古川君は授業が始まっても教室に帰つてこ
:

:なかつた。私たち (みんな)は、きつと遊んでいるんだろうと思つていた。け i

!ど、しばらくして、手をふきながら帰つてきた。「トイレ掃除をしていた。」
|

:と ぶつつと言つた。古川君は確かにわがままなところもあるけど、トイレ掃除
|

:なんてそう好きな人はいないのに、最後までいつしょうけんめいできるのだか
|

|ら 、私たちが優 しく接していつたら、古川君もみんなと頑張つていけると思つ
:

iた。先生のいないときも、優 しく「いつしよにプリントしよう。」と声かける
|

|と 、うれしそうにプリントを始めた。古川君もみんなといつしよに伸びていつ
|

!て くれたらなあと思つた。                        |
.おわりに

学級の仲間と生きているという実感こそ、学級づくりの基本ではないだろうか。

学級はいろんな個性を持つた児童の集まりである。それら児童の相互作用によつて

伸びていくものだと考える。影響力の強い子に学級が流されることなく、一人一人

が自分らしさを発揮 し、所属感や存在感に支えられ、生き生きとした学校生活を送

ることができる学級集団へと高めていくためには、子どもたちを主体的に学級づく

りに参画させていかなければならない。そのためにはこ話し合う一やつてみる一話

し合う :と いう過程を大切にしたいと思う。
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岐阜県中潮 ll市立坂本中学校

加 藤 源 也

1 理科の学習と人間関係

「人間関係は教育の基盤である。」 このことを、理科の学習指導という視点で見て

みると、どういうことになるのか。

理科の目標は、「主体的な問題解決活動を通して、科学的な見方 0考え方ができるよ

うになる (科学的認識を獲得する)。 」ことである。ここでいう「科学的認識」という

ものは、より多くの人を納得させることで社会的に一般化されていくものである。

同じ自然事象を見ても、その事象に対する見方や考え方、とらえ方は、人によって違

うことが多い。自然科学の歴史上、いくつかの考え方が対立し論争にまで至ったことは

たくさんある。しかし、より新しい (実験)事実に裏付けされた考え方を交流すること

を通して、より多くの人が納得する考え方が生き残るという形で、科学的な認識を人間

は獲得してきた。本来、科学的認識そういうものであると考えている。

理科の学習においても、当然社会的な側面を考えていかなければならない。話し合い

の場面で、自分の考え方とは違う考え方があることを知ること (自分のものより、より

合理的な考え方にふれるかもしれない)。 自分が知らなかった新しい (実験)事実を仲

間から知ること。他人に自分の考え方をよりわかってもらうために、伝える表現方法を

探ること。相手を説得するために、自分の考え方がより合理的であることをわかっても

らうための方法を工夫すること。相手が持ち出した (実験)事実を認め、それにそうよ

うに、自分の考え方を再構築すること。…………… このように、いっしょに学習する

仲間をいつも意識した一連の学習活動 (人間関係に支えられた仲間とのやり取り)の上

に、理科の授業は成り立つ。逆に、そのような理科の学習を実現するように指導してい

くことが、結果的に人間関係を良くしていくとも考えている。

2 科学的認識と協同学習

協同学習とは、「全員が同時にゴール (目標)に到達する」ことを目指す。

理科の学習におけるそのゴールとは、ある操作が全員できるようになることや、ある

種の問題が全員ある程度とけるようになるということもあるが、一番目指すべきところ

は、より多くの自然の事象を説明できる新しい (よ り広がった・ より深まった)見方や

考え方ができるようになることであると考えている。それぞれとらえ方が違う生徒が、

自分達なりの追究をし、交流してお互いに影響を与えながら、みんなでより合理的な自
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然事象への見方・ 考え方に到達しようということである。

生徒の自然事象へのとらえ方の多様性に対応しながら、かつ、みんなでより合理的な

認識を獲得する援助をしていくということは、簡単なことではないかもしれないが、さ

いわい理科では、いろいろな考え方が生徒から出されても、適切な実験 0観察の結果

(事実)が、決着を付けてくれるという側面がある。

協同学習のためには、小集団や、学級全体での話し合い (交流)の部分が重要である。

3 「話し合い」に関わる生徒の実態

授業の中で、生徒たちの反応はよく、既習事項を問うような単純な質問に答えること

については比較的活発である。しかし、自分の考え方を問われる話し合いの場面では、

たくさんの生徒が発言するわけではなく、固定されたメンバーと時々発言するメンバー

で占められる。また、自分の発言以前の発言に関わって話すことも少なく、話し合いが

進むにつれて問題点が焦点化したり、結論がまとまったりすることもあまりなかった。

したがって、グループの話し合いの場面を設定して、自分の考えを表現する (仲間に

働きかける)機会を設けたり、個々の発言が絡み合う話し合いの仕方を指導したりする

ことが、必要である6

4 みんなで科学的な見方・ 考え方を獲得するために

(1庄徒の多様性が絡み合う話し合いを成立させるための「話し方」「聞き方」指導

グループや学級全体の話し合いの場で、生徒の発言しても、それらが打ち上げ花火的

で相互に絡み合っていかなければ、ねらいは達成できない。自分の言いたいことが相手

に伝わらなければ、相手も自分に関わってくることができない。また、相手がどんなに

わかりやすく話しても、聞く側が受け入れる姿勢を持っていなければ同じことである。

そこで、学業指導的な立場から、「話 し合いの仕方」として、どんな「話し方」「聞

き方」がいいのかを、パネルに明示して、年度当初から継続的に指導した。

*聞く人のほうを向いて話す。

*結論を先に話し、理由や説明を後に。

*他の人の発言に関わって話す。

(賛成・ 反対・ 付けたし・ 質問・ …)

*聞く人にわかりやすい工夫をして話す

(具体例・実物や資料の肺 顆の期●図を翻 0やってみせる)

*話す人のほうを見て聞く。

*仲間の発言を途中でさえぎらない。

*分からなかったら聞き返す。質問する。

*う なづきながら聞く。

(こ の表では、パネルに掲示した内容の一部を示した。)
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初めに、そんな話 し方や聞き方がなぜ大切なのかを生徒に説明し、その後の授業では、

そのつど指導したり、良い話し方や聞き方ができたときには、その場や授業の終りにほ

めて価値づけたりする指導を続けた。初めは、「黒板に書いて説明してもいい ?」 と聞

いていた生徒も、自然に黒板まで出てきて話すようになった。また「でも、ちょっとそ

の説明おかしいんじゃない ?」 と、自然に仲間の発言に関わってくるようになった。

このように、自分の発言が仲間の心にひびき、反応がかえって来ることをとおしても、

人間関係が形成されていく。

(2)同 じ目的を持ったグループでの活動 (考え方別グルーカ

同じ目的を持った集団のほうが、活動が活発になるという考えから、問題に対する考

え方別に小集団をつくり、「 自分達の考え方が正しいかどうか確かめる」という活動を

学習過程に位置付けた。自分達の考え方を確かめるための実験 (観察)方法を工夫し、

協力して実験 (観察)して追究していくのである。

グループ全員が豊富な実験・観察方法を思い付くことは望めない。 1人か2人 しか思

い付かないだろう。しかし、そのグループの全員が、方法の吟味を通して、自分達が決

めた方法は何を確かめるためのものか、どんな結果になれば自分達の考えが検証された

ことになるのかなどをつかんでいれば、そのグループの話し合いは、うまく行われたと

判断したい。

(3N薔発に協同学習をする生徒の姿を引き出す「間劉

ある問題について、生徒たちが活発に問題解決活動に取り組んでも、次の問題もそう

なるとは限らない。「問題」が適切であるかどうかも、生徒たちが人間関係に支えられ

ながら、協同学習していけるかどうかに関わってくる。

そこで、生徒たちが意欲的に取り組む問題の条件を、次のように考えた。

*生徒にとって、その問題に関わる既習事項や生活経験があること。

*生徒の多様な見方や考え方を引き出すことができること。

*生徒の手で実施可能な実験・観察を、生徒自らが思い付けそうであること。

5 実践

単元 2年生「 天気とその変イロ  第 1章「天気の変イロ  2霧はどうしてできるのか

ここでは、雨・ 雪・ 雲・ 霧などの気象現象を、空気中での水の三態変化としてとらえ

ることができるようになることをねらっている。そのためには、空気中の水 (水れ

の存在を、単なる知識としてでなく、なるほど空気中には水の気体があるんだという認

識にまで高めることが大切である。そこで、次のような問題を、生徒になげかけ、問題

解決活動にあたる3時間連続の学習過程を仕組んだ。

―- 69 -一



組潤睡

問題

(冷水を入れたビーカーに水滴がつくことを観察させた後)

ビーカーについた水滴は、

どこからきたのだろう。

(2准徒達の多様な見方・ 考え方

この後、自分の考え作りの時間を設けく

ノートに自分の考えやその根拠などを書か

せた。この後の自分 (達)の追究の足場と

なる。

a 空気中の水蒸気 (水分)が冷やされて水滴になり、コップについた。(17A)

b コップの中の水が蒸発 していき、冷たいコップにふれて水滴になった。 (4人)

c 空気が冷やされて水滴になり、コップについた。 (3人 )

d コップの中の水が、ガラスを通り抜けて出てきた。 (5人)

e 冷たいコップのガラスから、水がしみ出てきた。 (汗のように) (7人)

生徒たちに考えを発表させると共に、発表していない生徒にも、自分はどの考えなの

か挙手によって立場をはっきりさせた。

(3考え方別グループによる追究

このあと、 a～ eの考え方別の 3～ 7人のグループをつくって、「自分達の考えが正

しいかどうか確かめる方法を考え、調べていく」活動に入った。生徒達は、考えた方法

を話しみんなでその方法について検討していった。グループ全員が、その実験の意味や

どういう結果になれば自分達の考えが正しいといえるのかということを分かってから、

実験にかかるように指導した。

<aの考えのグループの追究>

行なった実験

コップの中の水が出てきたリガラスから水が出てくるのだったら、水滴がついた後

のビンは前より軽くなってしまう。ガラスから水がしみ出てくるはずないし、空気

中の水蒸気が水滴になったのだから重さは変わらないはずだと思う。

水滴がつく前とついた後のビンの質量を比べた

ビンの重さは

同じになった

水が入ったビンの重さをはかる    冷やす     水滴がつく   ふきとる      水が入ったビンの重さをはかる

考察 (抽出)

やっぱり予想どおり、水滴をふきとった後のビンの重さは初めの重さと同じだった。

重さが変わっていないということは、ビンの中の水が出てきたリガラスの中の水が

出てきたりすることはないということが分かった。

水が入ったビンの重さをはかる
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<bの考えのグループの追究

行なった実験

(なかなか調べる方法が考え付かない様子だったのでア ドバイスした)

自分の考えだとしたら、ビーカーにふたをして水蒸気が出ないようにすれば、水滴

がビーカーにつかないはず。

ビーカーに冷たい水を入れてすぐサランラップでふたをして、

水滴がつくかどうか見る。

同じように水滴がビーカーの外についた。

考察 (抽出)

ふたをしても水滴がついた

気の中にすでにあると思う

<cの考えのグループの追究 >

行なった実験

真空鐘の中にビーカーを入れて、ビーカーに直接空気が触れないようにしたら水滴

ができないこと を確かめたい。

壁

国宣
る

真空ポンプ

ビーカーを真空鐘に入れるまでに少

しくもってしまった。真空の中では

くもりが消えた。水の中から少しあ

わが出てきた。

考察 (抽出)

のは、川や水たまりから蒸発した水蒸気が、まわりの空

o              ※空気中の水蒸気の存在を意識できた0

るまでに少しくもってしまったのでよくわからなかった

くもりが消えてきたので、空気がなぃと水滴ができない

してあわが出てきたのか。※空気輔 線の前は議できていないと肺れる。

<dの考えのグループの追究>

行なった実験

中の水が少しへっていると思うので、それを

印  →
へっているかどうか見る へっているかどうか見る

考察 (抽出)

ほとんど水は減っていないようだった。でも、ほんの少しだけ減っているのかもし

れない。よく分からない。                   ※跡 ゅきづまっている

０　　　　　　　　　　　↓

□員∩‐‐国
臨 冷やす

真空の中にビーカーを入れ

けど、だんだんビーカーの

ということだと思う。どう
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<eの考えのグループの追究>

行ならた実験

べつにビーカーに冷たい水が入っていなくても、ビーカーの温度が低ければ水滴は

つくと思う。冷やしたビーカーをおいて水滴がつくかどうか調べる。

冷やす

考察 (抽出)

ビーカーの中に水が入っていなくても、水滴がつく

―のガラスの汗のようなものだと思う。やっぱり、

ると思う。

14)共同追究 (全体での話 し合い)の概要

それぞれのグループが行った実験事実に基づく意見交流をする中で、 aの考えのグル

ープの重さを比べた実験事実によって、 b・ d・ eの考え方は、 aと cの考え方に吸収

されていく形となり、「空気中の水蒸気が水滴になった (a)」 のか、「空気が水滴に

なった (c)」 のか、ということに話題が焦点化していった。

「乾燥剤で、水蒸気がない空気をつくって、その中で水滴がで

きるかどうか確かめればいいふ」という生徒の意見から、図の

ような実験をして、 aの考え方が支持されるようになった。つ

まり、空気中の水蒸気の存在を、生徒達が認めるに至った。

6  農〕lbり に

グループや学級全体での話し合いの場面で、「あっ、そうか !」 とか、「お―、だか

らなんだな ?」 などと、仲間の考えを認めると同時に、仲間に影響されて見方や考え方

を変容させていく生徒の姿が見られるようになった。人間関係の中で、生徒達は力を付

けていくことを再確認した。また、空気中の水蒸気を意識していなかった生徒はもちろ

ん、知ってはいてもこの事象にも当てはめて考えることができなかった生徒、初めから

そう考えることができた生徒にも、この学習を通して、今までの見方や考え方が、再確

認されたり、広がったり、深まったりしたということがいえる。

今後の課題として、評価の部分が弱いと感じている。学習効果をあげるための下地と

なるグループでの活動の仕方などについて、どんな活動の仕方がよいのかをさらに究明

し、生徒による自己評価、相互評価を導入して、よいところは伸ばし、問題点は克服し

ていくことを、今後考えていく必要があると思っている。

水滴ができるか見る。

同じように水滴が

ビーカーについた。

内側にもついた。

ことがわかった。水滴はビーカ

温度が低いということが関係あ

※空気中の水蒸気は意識できていない。

乾いた空気 ふつうの数
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1 主題設定の理由

申教審答申が提言 してしヽる「生 きる力」は,学校・ 家庭・地域社会の連携のもと,パ ラ
ンスよ く商んでい くことを指摘 している。私 も「生 きる力」が学校教育だけで,あ るいは ,

電教科だけで育成 され るものではないと考える。 しか し,中学校社会科の責務も重大であ
ることも確かであると思 う。私は,今 ,中 学校社会科 として育てていかなければな らなしヽ
力 (「 生きる力」)と は何かを明確するために,こ れまでの研究・ 申教審答申・学習指導
要領の検討をすすめた。また,中 学校 1年 1ク ラスを対象に,生 徒実態調査 を行 つた。

以上の検討を踏まえて,申 学校社会科 と して育てていかなければな らない力 (「生 きる
力」)を次のように考えた。生徒たちは,21世紀の社会を担 う主権者たちである.将来の
主権者 として,必 ず来る現実の決断場面に生かされ る能力,「 自らが社会の変化の主体に
なってしヽるェとに気づき,適切な価値判断に基づいた意思決定を下す ことのできる力 (主
権者 としての意思決定籠力)」 を今 こそ,育 成 していかなければな らないだろう。
盆 研究の 圏糠

申学校社会科 として育てていかなければな らない力 (「 生 きる力」),「 主権者 と して
の意思決定能力」は,社 会科学習における「基礎・基本」の力の上に構築 されるものであ
り, 1実践や 1年間の社会科学習だけで育成できるものでなしヽ。子 どもたちの発達 を見通
し,社会科学習∽各分野で系統的に育成 され るものである。本研究では,「 主権者 と して
の意思決定能力Jを 育成 してい く初年度 と してし 中 1歴史学習において育てたい「主権者
としての意思決定能力」を設定 し,パズ学習の有効性 を生か しなが ら,こ れまでの研究の
成果,地 理学習におしヽて実践 した「未来志向型の学習」を,中 1歴史学習において,適切
な学習方法 として構築 し,そ の学習方法が「主権者 としての意思決定能力」を育成するた
めに有効であるのかを検証 し,そ の成果 と課題を明 らかに したい。
3 研究の内容

(1)中学校社会科学習において育てたい力の設定

ア 申学校社会科学習において育てたい「生 きる力」の設定

中教審で提言 している「生 きる力」の内容は, 3つの観点か ら示 されている。 1つ 目は
「問題解決の資質や能力」, 2つ 目は「豊かな人間性」,3つ 目は「た くま しい健康や体
力」である。この中で,社 会科が

担う中心ポイン トは, 1つ 目の

「問題解決の資質や能力」である

と考える.私はこの検討の中で ,

21世 紀を目前にした現在,今後予

想もできないモデルのない社会の

変化・課題に対応する力の育成を

十分考慮 して,「 問題解決の資質
や能力」の上にさらに必要な力を

育成すべきと考え,右 の図 1の よ

うに中学校社会科学習において育

てたい「生きる力Jを 設定 した。

【図1 中学校社会科学習において育てたい「生きる力J】

《基礎・基本となる力》
① 問題発見力 自分の切実な欲求や関心に基づいて,ま た,様々な人々の立場も踏

↓   まえて,社会を多面的 0批判的に見る目を持ち,社会が抱える問題を
鋭く見抜く力

② 問題解決力 社会が抱える問題に対して,調べる見通しを持ちながら,情報・資
↓   料を有効に活用して,そ の内容を調べ,その問題が持つ様々な意味 (

事実認識)を提える力‐・
(発 菖島万万″

‐~~~~~~~~――――――一一――――――……………………………………………

③ 価値判断力 社会が抱える問題に対して,自 分なりの解決策等,自 分の考えを持
↓   つ力

④ [亘権者としての意思決定能コ
多様な価値判断に触れ,今後の望ましい社会を創造するためという

観点から自分の価値判断を見直し,意思決定する力
※ ①→②→③→④という順番に育てたい力を構築していく中で,そ の都度の自

己を振り返り,よ りよい方向に自己を改善する力 (自 己認識力)も含む。
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イ 中学校社会科学習において育てたい「基礎 0基 本」の力の設定

図 1に示 したように,私 は,中 学校社会科学習において育てたい「生きる力」を4つ の

力から構成 した。最終的に育成 したい「主権者としての意思決定能力」 !よ ,図 1の①→②
→③→④ という順番に構築されていくものと設定 したが,さ らに中学校社会科学習におけ

る「基礎・基本」の力を明確に した上で,「 主権者として∽意思決定能力」を育成 してい

かなければならないと考えた。これまで社会科で育てたい「基礎・基本」といえば,自 分

の周 りにある社会事象を理解させた知識として捉えられていることが多かつた。 しか し,

現在 |ま ,「生きる力」としての資質・能力として「基礎・基本」の力を捉え直さなければ

ならないと考える。そこで,私 は,社会科として育てたい「基礎・基本」となる力を図 1

の中の①問題発見力と②問題解決力と設定すべきと考えた。

ウ 中 1歴史学習において育てたい力 (生徒像)の設定

先にも述べたが,中 学校社会科で育てたい力が 1実践や 1年間の社会科学習だけで育成

されるものとは考えていない。本研究では,研究の初年度として中 1歴史学習の場におい

てすすめていくため,中 学校社会科で育てたしヽ力を生徒の発達段階と学習領域を考慮 して ,

中 1歴史学習において育てたい力 (生徒像)と して設定 しなければならないと考えた。以

下の※ 1に 私が設定 した中 1歴史学習において育てたい力 (生徒像)を 示す.

【※1 中1歴史学習において育てたい力 (生徒像)】

①その時代の人々の立場となり,そ の当時の社会が抱える問題に気づき,②時代背
景とともにその問題が抱える意味を理解 (歴 史認識)する。そして,③その問題を解
決するための自分なりの考えを,④当時の社会をよりよくするためにどうしたらよい

かという考えに高めることができる。
※①・② o③ O④は,図 1の韓校翻 報にれて育てか「生きる力」の① o②・③・④に対応する。

(2)研究仮説の設定

中 1歴史学習において

育てたい力 (生徒像 )に
追るための手だてと して ,

「未来志向型の歴史学習

指導構造 (図 2)Jを 構

築 した。 これは,春 目井

市教育課程・大阪書籍版

教科書検討を踏まえて ,

先の研究で実践 してきた

地理学習での「未来志向

型の学習Jを 歴史学習に

おいて構築 し直 したもの

である。

中 1歴 史学習において 「未来志向型の歴史学習 (図 2)」 を構築 していけば,中
1歴史学習における主権者 としての意思決定能力 (※ 1)力菫育つであろう。

【図2 未来志向型の歴史学習指導構造】

中 1「 主権者としての意思決定能力」を育てるための授業実践時代区分の設定

↓

単元目標 (実践単元において育てたい力)を設定

↓

評価方法の設定

↓

指導計画案立案

第 1次 ①未来志向型学習課題提示 (追究意欲喚起)

↓
第2次 ②逆思考型調べ活動 (歴史認識育成)

↓
第 3次 ③パネルディスカッション活動 (価値判断力育成)

↓
第4次 ④アフターパネルディスカッション活動 (雄者としてOE思難色力競)

※①→②→③→①の学習の流れ全体を指して,『未来志向型の歴史学習Jと 呼ぶ。
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(3)授業実践

ア 中 1歴史学習における「主権者 としての意思決定能力」を育てるための授業実践

時代区分の設定

中 1歴史学習における「主権者 としての意思決定能力」を育てるための授業実践時代区

分を設定するためのポイン トは次の 3つ であると考えた。 1つ 目は,「 主権者 としての意

思決定能力」を育成することが 目的であるので,あ えて通史的な時間の順番にこだわ らな

くてもよいこと, 2つ 目は,大 き く人々の生活が変化する,あ るいは主権者が変わる等 ,

大きな時代の節目か ら節 目とす ること, 3つ 目は,未 来志向型の歴史学習であるため,今
後を考えることができる場面があることである。 この 3つ のポイン トか ら授業実践時代区

分を検討 し,本授業実践時代を「武士のおこりか ら鎌倉幕府滅亡まで」 とした .

イ 本授業実践の単元 目標の設定

中学校社会科学習において育てたい力 (3研究の内容 (1)を 参照)を 踏まえ,本授業

実践の単元 目標を※ 2の ように設定 した。

【※2 単元目標】

武士のおこりの背景から鎌倉幕府滅亡までの過程を鎌倉将軍家・執権家・御家人
・天皇・公家・貴族・寺社・農民の各立場の視点から見つめ,そ の時代が抱えてい
た問題に気付くことができる。そして,時代背景とともにその問題が抱える意味を
理解することができる。さらに,そ の問題に対 して自分なりの解決策を持ち,それ
を今後の社会をよりよくするためにはどうしたらよいかという考えまでに高めるこ
とができる。

ウ 本授業実践の指導計画案の立案

3 研究の内容 (2)研究の仮説 図 2の 考え方に基づいて,以下の図 3の ように指導

計画案を立案 した。 【図3指導計画案】

単元名 中 l歴史的分野  「鎌倉武家社会後の新政をつくろう !」 (8時間完了)

授業時数 I~~な  学  習  活 ~覇

第 1次

①

アメージしよう !》

0鎌倉時代の文化内容を調べる。
・調べた内容から鎌倉時代がどんな時代であつたか考える。

・考えた内容を発表し合う.__

②

《学習計画を立てよう !》

D未来志向型学習課題を開く。
「鎌倉武家社会後の新政をつくろう !J

Dパ ネルディスカッションを行 うことを開く。

・班ごとに立場分けを行 う。
<鎌倉将軍家・執権家・御家人 0天 皇・公家・貴族・寺社・農民>

・パネルディスカッションの役割を分担する。

<提案 0質問・応答・討論 >
0調べる見通 しを考える。
・今後の学習予定を開K.

第 2次
③

④
《パネルディスカッションの準備をしよう!そ の 1》

・逆思考型調べ活動を行_ラ ._
⑤ 《パネルディスカッジ百し砕)準備をしよう!そ の2》

・提案内容,質問内容,応答内容,討論内容生作成する

第 3次
⑥

《パネルディスカッションをしよう :》    ~~
・テーマ「鎌倉武家社会後の新政をつくろう!J

・プログラム (司 会……教師)

1 パネラー提案 (提案担当者がパネラー)

2 作戦タイム (応答担当者は,パネラー席へ移動)

3 質疑応答 (質 問担当者は,フ ロアーから質問)

4 作戦タイム (討論担当者は,パネラー席へ移動)

5 パネラー討論             __

第 4次

① 《アフターパネルディスカッションの準備をしよう!》

・個人でどの立場からでもよいから,2A

③

《アフターパネルディスカッションをしよう !》

・ 2次案を発表 し合 う。
・感想作文を書く。
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工 授業実践の様子

<第 1時 >《鐘倉時代をイメー ジ しよう :》

鎌倉時代をイメージ し,鐘倉時代の学習 :こ 対 して興味・ 関心を高めるために,鎌 倉時代

の文化内容を各個人で轟べた。そ して,ク ラス全体でその内容 を確認 し合 つた。その後 ,

その文化内容か ら一人一人「 鐘倉時代が どんな時

代であつたか考えた。その考 えを班の中で発表 し

合い (バ ズ),各 班が鐘倉時代のイメージを発表

した。「武士の力が大きか つた」『民衆の力も高

まつている」「貴族 もひるJ等の意見が発表 され ,

ある程度鎌倉時代のイメージを持つことができた。

そ して,次の時間か ら詳 しく鎌倉時代を学習する

ことを予告 して,今後の鐘倉時代の学習に対する

意欲 を高めることができた。

<第 2時 >《学習計画を立てよう :》

まず,本単元の学習活動のメインとして「パネルディスカッ

せ,そ の討論方法について紹介 した。そして,討論のテーマと

【第 1時の板書】

ションJを行 うことを知ら

して未来志向型学習課題の

『 鎌倉武家社会後の

新政をつ くろう !』

を提示 した。生徒た

ちは,新 しい学習方

法に,ま た,未 来志

向型の学習課題に興

味 を示 し,そ の後の

班の立場分け,自 分

の役割分担を班の話

学習予定を聞き,調 べ
【班で役割分担を話 し合う生徒たち】

し合い (バズ)で意欲的に決定 した。そ して,生徒たちは,今後の

学習の見通 しを持つた。

<第 3・ 4時 >《パネルディスカッションの準備をしよう :そ の 1》

「パネルディスカッションJに参加するための基盤となる鎌倉時代の時代背景・問題点

を把握するために「逆思考型調べ活動」という方法で 2時間一人調べを行つた。

鎌倉幕府が滅亡 した電333年 の出来事か ら

『なぜ,御家人が幕府を彊 したのか ?」 と

いう学習課題 Aと 10世 紀初めの ころの出来

事か ら「武士団はどうして生まれたのか ?

という学習課題 Bを教師側か ら提示 した。

一人調べのスター トとれて,学習課題 Aを

一人調べで解決 させ,そ の調べた内容か ら

次の学習課題を自分で設定 して,そ れ を解

決 した ら次の学習課題を設定 して順に一人

調べ活動をすすめることを指示 した。そ して,学習課題 Bま でたどり着 くように指示 した

生徒たちは,最初の 1時間,こ の学習方法に戸惑いながらすすめていった。途中一人調べ

が行き詰まる生徒たちに対 して :ま個々に支援をし,2時 間目は,意欲的に一人調べを行う

生徒が多くなつた。

<第 5時 >《パネルディスカッションの準備をしよう :その 2》

第 3・ 4時の一人調べをもとに,ま ず,班で,それぞれ与えられた立場にとつて,「 こ
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の時代はどんな時代であったのか」「この時代が抱え

ていた問題 とは何か」を確認 し合 つた。 これは,提案

内容が机上の空論にな らないよ うに思考の枠付けをす

るために行 つた。そ して,時代背景 と問題点を明確に

した上で提案内容のポイン トを話 し合 つた (バ ズ )。

どの班 も他の班に負けない新政 を提案 しようと意欲的
に話 し合 う姿が見 られた。その後,一 人一人が与え ら

れた織割に従つて,発表原稿を作成 した。提案者は ,

理論的に提案内容をまとめ,質 問者は,他の各立場に

対する質問内容を考え,答弁者は,予 想される質問を
まず考えそれに対する答えを練った。また,討論者は ,

自分たちの提案をより深めるために補足意見を作成 し
た。

く第 6時 >《パネルディスカッションをしよう !》

一人一人に役割を分担 じ準備 してきたので,生徒たちは,自 信を持つて「パネルディス
カツション」をすすめた。討論内容は,図 4に 示す。

図4_パネルディスカッション討論内容概略
11難 2班 1:ユ _1_1■ _1_5班 16班 17班 18班 19班

爵董
‐
1専在

パ
ネ

ラ

ー
提

案

1班 0天皇を最高位とし,将軍を2番 目の地覆にする。次
tl塗家 _l童 雄 L_ittK=_塾 構 _:御 家 人 ,一 番 下 が 農 民 。
2班・天皇中心の政治。武士の力を利用 しで,‐ 戻百だ覇を
強く納めさせる。

亀手毅争話議弩編箸t―れを如百=石‐れ
1:ち虚]}::誘::1:11:[岳 b畷

Ⅲ
ぅ
‐
た耳

‐
みπ蒼雨 斑 葛そ

診字舞鑓長蟻豊el覇藤ぼが五‐藤齢凝
鶴芋麟歌織電亀鷲諸糧紛貿罐醤嫌b
■__塾権史主の政治を窯て直す。
‐魔電醤魏博響詈雛号ぉ硬天を確蕪l瓦‐仏ぁ

_た 政治をすすめる。   _

質

疑

応

答

パ

ネ

ラ

ー
討

論

7班・外交 ,

1羹ili]ii豪[鑢i憂ili≧』
=』

[

艇11言言:F蓄三ず1議
巣称石可箱磁

見菅栞1番黎な貰g専
l｀専麓票自λ籍曇薯た撃誓覇lIFう

【発表原稿を作成する生徒】

【パネラー提案をする生徒】

【作戦タイムの様子】

【パネラー討論をする生徒】
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<第 7時 >《アフターパネルデイスカツシ ョンの準備を しよう !》

まず,第 6時の Fパ ネルデ ィスカツシ ョンフロー シー ト」を見直 し,各 班の提案内容・

質疑応答内容・討論内容を確認 した。そ して,個 人で各立場にこだわ らず,「鎌倉武家社

会後の新政はどうあるべ きか」 という2次案を作成 した。

<第 8時 >《アフターパネルディスカツシ ョンを しよう :》

「アフターパネルディスカッシ ョン」 として,第 7時 に作成 した 2次案を発表 し合 つた。

多 くの生徒が,「パネルディスカツシ ョン」で多様な価値判断に触れ,そ の中で適切な意

思決定をすることができた。最後に,『 「鎌倉武家社会後の新政 をつ くろう !」 の学習を

終えて』 という題で感想作文 を書いてこの単元のまとめ とした。

オ 授業実践の考察

(ア )基礎・基本 となる力 (問 題発見力・問題解決力)の育成度

第 6時の「パネルデ ィスカッシ ョン」での様子 (図 4)か ら分かるように,第 1時 で鎌

倉時代の文化内容か ら鎌倉時代をイメージ し,また,第 2時 で「パネルデ ィスカツシ ョ

ンJと いう学習方法 と「鎌倉武家社会後の新政をつ くろう :」 とし`う未来志向型の学習課

題を提示 し,学習意欲 を喚起 させた後に,第 3・ 4時の「逆志向型調べ活動」 という一人

調べに取 り組ませた ことによつて,多 くの生徒が,そ の時代の人々の立場 とな り,そ の当

時の社会が抱える問題に気づき,時 代背景 とともにその問題の意味を理解することができ

た .

(イ )発展 となる力 (価値判断力・ 主権者 としての意思決定能力)の 育成度

第 6時の「パネルディスカッシ ョン」では,各立場に立って,こ の時代が抱えて毎ヽた同

題に対 して,自 分な りの考え (バ ズ学習の効果によ り,理論的に構築され ,自 分の考えを

さらに深めた考え)を 発表することができた。そ して,各班の多様な価値判断を聞 くこと

によつて,自 分な りの考えが揺 さぶ られ,第 7・ 8時の「アフターパネルディスカツシ ョ

ン」での 2次案の作成・発表によつて,自 分な りの考 えを,当 時の社会 をよ りよ くするた

めにはどうした らよいか とい う視点か ら多面的に高めることができた。

4 研究のまとめ

(1)成果

研究の初年度 として,中 学校社会科において育てたい力を十分検討 しなが ら,まず,中
1歴史学習において育てたい力を設定 し,そ の力を育成する手だてとして,「未来志向型

の歴史学習指導構造」を設定 したが,こ の手だてがある程度有効であることが検証できた。

そ して,今 後の継続研究に自信 を持つことができた。また,パズ学習による相互作用によ

つて,育 てたい力がよ り確かな力に高め られ ると実感することができた。

(2)課題

「未来志向型の歴史学習指導構造Jが「主権者 としての意思決定能力」を育成する上で

よ り確かに有効であることを実証 してい くために,今 後も授業実践 を積み重ねていかなけ

ればな らないが,そ のために,歴史学習 2年間の指導計画を作成 しなければな らない。ま

た,「 主権者 としての意思決定能力」は,歴史的分野だけで育成 され るものでない。他分

野 (地理・公民)に おいても適切な学習方法 を構築 していかなければな らない。

また,生徒個々の能力に応 じた教師支援が大切であ り,そ の支援方法について研究 を深

めなければな らない。
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「 召ヒ多経 σD養難勇篭雀見 をr:裂≡女■大三バ ジで鋼諄肇野 」

～国語のパワー学習プラン (説明的文章の学習)～
東京都文京区立第六中学校

加藤 英樹

1 「学校は変われるか。」(研究の背景 )

28回全国バズ学習大会は本校で行われた。近年、少子化・公立離れが進み、その対

策が問題であつた本校は、数年前から授業の改善に取 り組んでいた。バズ学習の全国の会

場校 となってからは、学校をあげてバズ学習の理念と実践を研究し、「学校は変われるか。」

という研究主題のもとで全国大会に臨んだ。これらの取 り組みは、多くの評判を得るきつ

かけにもなったのかもしれない。今年度の新入生は前年よりも30名 も増加 した。このと

きの授業は、本校の 1週間に渡る公開授業週間で行われたこともあり、新入生の増加はこ

れらの成果の現れと評価することができる。

■p酵観 無 はさ疇資Ω 塁責割 は に 国語のユ 業をも日と口嗅Lた郷 紫 範 登9_=

2 「読む 0聞 く」から「話す 0書 く」への移行

偏差値が高校入試の判断基準となってから、国語教育は試験に対応 した教育へと傾向し、

「読む・聞く」という活動が中心になつて行われてきた。一斉による教材の解釈中心の授

業が行われ、児童、生徒はその解釈を暗記し、校内試験ではその結果を正確に記入するこ

とができれば良かった。ここには 「記憶」という行為はあつても、「考える」という学習

はなかった。
「新学力観」を合言葉に、平成 5年 より「個性を尊重し、自分で考え判断する力や、自

ら学ぶ意欲を育てる」ことに重点を置いた指導が始まつた。 しかし、今年の 9月 30日 に

発表された文部省の学力調査には、まだ「新 しい学力」の結果が現れてはいない。それは、

まだ多くの国語教室で、従来型の授業が行われているからであり、さらにその実現には、

ほとんど経験 していない学習方法の展開が、教師に必要だからである。

情報化 。国際化への対応などのことも考慮に入れたとき、「新学力観」のカギは 「話す
e書 く」とい う学習形態への移行だと思 う。特に「話す」ことに関しての指導を展開する

ときに、最も参考になつたのがバズ学習の理論である。バズ学習の歴史は古く、1962年

の故塩田芳久先生の 「バズ学習方式一一落伍者をつくらぬ教育」をあらわして以来、研究

や実践が行われてきたそ うだ。しかしその歴史とは裏腹に、個性を尊重し、競争をなくし、

協同と生涯学習、さらに情報処理能力の向上を目指 している現代の教育に、最も良い示唆

を与えてくれるのである。

3 説明的文章の学習 (個別分析から全体発表に至る「パワー学習プラン」)

3… 1使用教材「縄文土器に学ぶ」(光村図書 2年 )
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平成 9年度より掲載された新教材。縄文土器の秘密を長年の経験と、筆者 自身の土器

制作によつて解き明かしていく、実証的な根拠を元にした説明文。

3-2指導のねらい

・筆者の考えや意見について、肯定的に見たり、否定的に見たり、また疑問を持つたりし

ながら、自分の知識 として受け入れたり、考えを深めたり、新 しい発想につなげたりす

る読みの実習と習得。
0筆者が説明のために取 り上げた具体的な事例から、新 しい知識を収集 し、整理すること

ができる読みの習得。

3-2学習プラン (複数の学習形態を組み合わせて行う学習を「パワー学習プラン」と呼ぶ)

3-2-1パ ワー学習プランの内容

・正確に説明や論の展開をつかむ、読みの技術を習得するための学習。

・情報社会に対応できる力にもなる速読の学習。
0個別・ペア・グループ学習と発表、討論と、様々な形態を生かした学習 (バズ学習の理

論を取 り入れて)。

3-2-2プ ランの展開

学 習 課 題 学 習 内 容 学習形態

1 表現の分析

2 各段落の分析 (意見 と根拠 )

3 意見 と根拠の段落確認 と発表準備

4 段落確認

5 意見または根拠の整理

6 意見 と根拠のまとめ

7 ①公の場で自由に意見を述べ合う。

7 ②自分考えや意見を文章にまとめる

レポー トによるまとめ

話 し合い

話し合い

報告と質疑

話 し合い

報告と質疑

討論会

読書感想文

個別

ペァ

グループ

ー斉

グループ

ー斉

一斉

個別

※話し合いの部分は、バズ学習の理論を取り入れた学習にする。

※①、②はどちらを選択する。②はどうしても話が苦手な人。今回は文章にまとめてみ

たい人が選択することにした。

4 指導の展開 (8時間扱い*こ の資料は4時間までを掲載)

第一次 (第 1時 )

目標 1 説明的文章を読む 目的を明らかにさせる。

2 文章を分析するために表現で注 目すべき部分を確認 させ る。

3 全文を通読 し、漢字や語句の読みを確認 させ る。

4 文章を分析す るための各 自の課題 を決めさせ る。 (レポー ト提出)
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ここでのバズ学習

①学習形態と学習計画を生徒に明らかにする。
。学習計画を生徒に示すことにより、教師と共に計画を成功させるように努力 しよう

とい う連帯感を持つことができる。

②個別学習から学習を展開する。
0い きなり話 し合わせるよりも、個別学習の結果を基に話 し合わせる方が、効果的な

話 し合いが展開できる。そのためには個別の分析の課題が必要となる。
0分析の課題は 「強調表現」 (断定の助動詞、呼応の副詞、二重否定、疑間文、会話

のラ1用 「…と思 う」、表現技法 「比喩、擬人法、倒置法など」、逆接の接続語の後

の部分)や、指示語 と指示内容・接続詞とその前後の内容・筆者の研究と立場な

ど があげられる。

※教科書の文章が収録されている「教材フロッピィ」とヮープロまたはワープロソフ

トの修飾機能と削除機能などを使 うことにより、個別学習の資料を簡単につくるこ

とができる。

第二次 (第 2、 3時 )

目標 1 個人またはペアで、文章を分析する課題に取 り組む。

2「強調表現」をとらえる。

3 指示語と指示内容をとらる。

4 接続詞とその前後の内容をとらえる。

5 筆者の研究と立場などに注目する。

6 レポー トにまとめて提出する。

※ 2、 3、 4、 5は生徒が課題として選択する。複数でも可

ここでのバズ学習

①個人またはペアで、協同しながら課題を解決する。
・ コンピュータの台数が 20台であるため、 1人のものとペアのものに分かれる。ペ

アのものは必然的に協同学習となる。

※ワープロ、コンピュータを使つてまとめると簡単にできる。

※ほぼ全員がコンピュータでまとめをしている。資料はコンピュータで作 り、

自分で書く部分は手書きにしているものもいる。

※生徒が使用するのは「ウインドウス` 95」 上の「一太郎 Ver.7」

※ レポー ハだついて
。「強調表現」だけを残 して後の部分を削除 したもの。

・指示語 とその指示語が指す部分を明 らかにす るもの。

・接続語 とその接続語が結ぶ部分 と部分を明 らかにするもの。

・筆者の表現の特徴、例の使い方、重要語句、中心文、形式段落の要点など。
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第二次 (第四時)

目標 １

２

３

3、 4人のグループをつ くり、グループでの話 し合いをする。

各形式段落を意見 と根拠の段落に分ける。

各形式段落の内容 をしつか りととらえる。

ここでのバズ学

①主主主重上全量二止五ェ グループワーキングをする

・グループは国語用のグループを、一学期の成績をもとにして決めてある。これは、

仲良しグループによる話 し合いでは、会話は進んでも、互いに協同じあう活動には

なりにくいからである。

・司会や班長を決めずに、協同を基本として話 し合 う。

※全部で 19の形式段落があるため、意見か根拠に分類するために、 1つの段落

にかけられる話し合いの時間は約 2分である。

5 バズ学習の理論と国語教室

5-1バ ズ学習が国語教室を変える

バズ学習は、話 し合いを積極的 0計画的に授業の中に取 り入れる学習である。 しかし、

ただわいわいがやがやと話 し合 う学習ではない。

・「人の考え」をみんなで補足・修正してまとめる。

・みんなで話 し合い、それを参考にして自分の結論を導きだす。

・みんなで協力し助け合つて作業する。

・お互いにわからないことを尋ね合い教え合 う。

e自 己評価・相互評価をする。

などが含まれている。この考え方は国語教室にとつて、最も必要な活動だと思 う。しかし、

このような活動が、多くの国語教室になくなつていたのも事実である。

国語の学習が生徒にとつて人気のないものの上位にランクされることが多い。 しかし、

その悪評を変えるきつかけをバズ学習は示唆してくれているのである。

5… 2バズ学習が生徒を変えた。

バズ学習は競争させることを否定し、協同の大切さを生かした学習である。「切磋琢磨」

は協同が最も機能 している状態をいう。教室には競争を望んでいる生徒もいる。 しかし、

多くの生徒は互いを励まし合い、協同して学習することに楽しみを見いだしていることが、

今回の学習を通しても実感することができた。そして、競争を好んでいた生徒も、グルー

プでの活動に生き生きと取 り組んでいる。「バズ学習は生徒を変えた。」
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第 5分科会

横断的授業の可能性―英語教育の場合

野瀬 博 (杉並区立泉南中学校教諭)

バズ学習の発展としての多様な学習活動

―これまでの社会科の授業実践を振 り返って

堤 泰喜 (春 日井市立南城中学校教論)

高校からの発言

広島県協同学習研究会

助言者

越智昭孝 (広島県協同学習研究会)

望月和三郎 (東京都バズ学習研究会事務局長)

杉江修治 (中京大学教養部教授)

司会者

富田 彪 (春 日井市立西部中学校校長)

平位隆昭 (姫路市立旭陽小学校校長)

記録者

佐方利明 (春 日井市立高蔵寺中学校教諭)



構 断 的 費難業 の 画

『

奮臨

――― 英語教育の場合 ―――        NO.1

東京都杉並区泉南中学校   野瀬  博

1.横断的授業の視点

(1)新しい学力観

今日、国際化・情報化・科学技術の進展など、社会の変化はめざましく、今後
その変化は加速化する傾向にある。

このような社会にあって、子供たち一人一人が生涯にわたって、心豊かに主体
的・創造的にいきていくことのできる資質や能力を学校教育の場で育成していか
なければならない。

そこで、平成元年に学習指導要領が次の4つの方針のもとに改訂された。

《4つの方針》

① 心豊かな人間の育成

② 基礎・基本の重視と個性教育の推進

③ 自己教育力の育成

① 文化と伝続の尊重と国際難 の推進

倶 体例 :中識 英語教育にかかわるもの》

① 中 `高等学校の選択履修の幅の拡大

② 外国語教育におけるコミュニケーション能力の育成の重視

この現行学習指導要領の以上の点を具現化するために、自ら学ぶ意欲や思考力
・判断力・表現力などの資質や能力を重視する。即ち、子共たち一人一人が自ら
のよさや可能性を発揮して様 な々対象に進んでかかわり、員盆Q謎輝露塁■は、
薫鎮竣襲童∴≧ユ、鼻難ユなユ、           ような学奮活動を積極
的に展開し、それを学校教育の場で適切に支援していくことが重要である。
このことが新しい学力機なのである。

(「平成8年度 我が国の文教施策Jよ り)
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(2)国際理解教育 No.2

第15期中央教育審議会第 1次答幸で提唱された国際化の状況に対応下教育を

進める上で、次の3点を必要事項として取り上げている。

① 広い視野を持ち、異文化を理解するとともに、これを尊重する態度や異なる

文化を持った人々と共に生きていく資質や能力の育成を図ること。

② 爾際理解のためにも、日本人として、また、個人としての自己の確立を図る

こと。

③ 国際社会において、相手の立場を尊重しつつ、自分の考えや意思を表現でき

る基礎的な力を育成する視点から、外国語能加 基礎や表現力等のコミュニケ

ーション能力の育成を図ること。

さらに、国際理解教育を進めるに当たり、特に重要と考えられること:ま 、多様

な異文化の生活・習慣 `価値観などについて、「どちらが
=し

く、どちらが誤つ

ているJということで:まなく、「違い」を「違いJと して認識していく態度や相

互に共通している点を見つけていく態度、相互の歴史的伝統 。多元的な価値観を

尊重し合う態度などを育成していくことであるとしている。

そして、各教科、道徳、特別活動などのいずれを問わず推進されるべきもので

あり、各学校ごとに、理念、各教育活動の役割やねらいについて、全教員が共通

理解を持って取り組むことが重要であると指摘されている。

そのためにiま 、単に知識理解にとどめることなく、体験的な学習や課題学習な

どをふんだんに取り入れ、実践的な態度や資質、能力を育成していく必要がある。

そこで、異文化理解を深める手だてとして、「総合的・横断的な学習の時間二

を活用し、英語科が他の教科とティーム・ティーチングを行うことも可能ではな

いかと考えた。

また、今後、中学校においては、外国語教育の授業時数の選択幅の拡大や授業

時間の設定の仕方に様々な工夫ができるよう、教育課程の弾力化を図ることが考

えられている。
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2.横断的授業の実践 No.3

2年生英語科と社会科とのティーム・ティーチング

スキット作りで海外旅行の疑似体験をさせながら異文化理解を深める

配当時数を3時間とするワンショット

別紙学習指導案参照

キット例

(1)形 式

(2)目 的

(3)手 法 |

(4)内 容

(5)生徒作ス

1

2

1

2

2

1

2

1

〈スキット 1)

officer

passengeF

officer

passenger

officer

passerlger

officer

passengeF

SIIow me youF paSSport, please.

Supe,  菫ere you are.

What's the purpose of your visit?

Sitttseeing.

目ow lo強g are you gOing to stay?

Twlo weeks.

0:K.皿Joy yOur s崎 .

Thank you.  I hOpe so。

くスキット 2〉

1 : Excuse meo  Would you tell me the way to the bus stOp?

2 : 0.K`  It's over there.  Just in frant Of that supermarket.

1 : Thank yOu very muchQ

Excuse me.  How can l get to Singapore Station?

Singttore Station?

Yes.

Oh, I know.  Take the next bus.  It goes to Singapore Station.

Look!  lleFe it comes.

1 : How long does it take?

It usually takes about thirty minutes.

Ttt you very mu由 .

You're welcome.  菫ave a nice day.

I hope soc

一- 87 -一



(6)授業に関する生徒アンケートの結果

ア)海 外旅行に興味がありますか。

Yes  80%    No  20%

イ) シンガポールについて難 が深まりましたか。

Yes  96%    No   4%

ウ) スキットは作れましたか。

Yes  74%    No  26%

工)べ ~/ま
たはトリオでうまく演じられましたか。

Yes  30°/O    No  70%

オ)英 語を話せるようになりたいですか。

Yes  96%    No   4%

力) 2つの教科の先生で授業することをどう思いますか。

(全員が書いたのではないため、生徒数とは合わない。)

0なかなかわかりやすかった。        3
・いいと思う。            15
0時間がもっといると思う。         2
0少 しややこしかったが、部分部分で

説明していたのでよかった。        3
・集中しにくい              2
0楽 しかった。              1

No.4
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NO゛ 」

研観   
「国際化と新い1臨輝溝 : 他教科(社会科)とのティーム・ティーチングによる1鮮洋響」

轟業者
種雪輯圏 署萱和

2.場 所  国際理解教室 (3階)   こ亀避 描 7-翡 Jl略閣 ずloた湧 季鐵 壌 ♂ヒイクアぃ3ク

3。 生 徒   2年 C組 (男子 15名 女子 14名 計29名 )

生徒観   男子、女子ともに落ち着いているが、英語に対する興味、関心は強く、声も良くでる。中には、かなり英語のにがてな生徒も

あり、授業への参加意欲を高める工夫が必要である。

4。 教 材   NEW HORIZON English Course 2 (東 京書籍)で既習の題材を

使用した、独自教材

5.課      My Sightseeing ■n Singapore

6.総合学習としてのねらい

(1)「生きる力」の育成

課のねらいにあげる諸活動により、これからの社会生活に必要とされる実践的な力、即ち「生きる力」の育成を図る。

ア)思考力

工)行動力

イ)表現力・発表力

オ)他の人たちと協調する方法、態度

ウ)課題発見、課題解決力

力)関心・知識等

(2)課のねらい 自分一人でシンガポールの観光する疑似体験をさせる。 (思考力、問題発見・解決力、行動力)

シンガポールを旅する過程でのスキット作りを行い、発表する。 (協調する態度、表現・発表力)

道の尋ね方、買い物の仕方、交通機関の利用の仕方の表現を身につけさせる。 (課題解決・行動)

シンガポールの文化・歴史を知る。 (知識)

72課の堀導言:国

①

②

③

④

第 1時

(H)

(本時)第 2時

(ST and

第3時

(ET)

・ペア作り

・場面設定の検討

・シンガポールの文化・歴史の説明 (ST)
ET)・ 場面設定の決定 (ST&ET)

0スキット作り (ST&ET)
・スキットの発表 (1部)(ET)
0スキットの発表 (全部)

0シンガポールの文化 0歴史の理解

8。 本時のねらい  。シンガポールを旅する過程でのスキット作りを行い、道の尋ね方、買い物の仕方、交通機関の利用の仕方の表現を身につ

けさせる。

・スキットができたグループは発表する。

・言語活動において、ペアワーク、グループワークを中心にシンガポールでの独自の観光疑似体験をさせる。

・社会科教師によるシンガポールの説明から、シンガポール及び東南アジア地域に関する知識・理解を深める。
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9。 指導過程

8。 評価の観点

ア)ス キットを作り積極的にペア、トリオの相手と活動したか。

イ) シンガポール観光の疑似体験に興味深くとりくめたか。

ウ)ス キットを積極的に発表できたか。

工)シ ンガポールの文化・歴史に対する理解を深められたか。

NOrι
過

　

程

時

　

間 学習事項 生徒の活動 覧盪 鋼鱒(ET) 社会科教師の指導{ST) 指導上の留

導

入

５

分

あいさつと

簡単な会話

ピンゴゲーム

3.速読練習

・大きな声であいさつする。

・教師の質問に答える。

ビンゴを楽しむ。

1年時の教科書を読む

(ぼ くの国シンガポール)

Ochoral,buzz(l minute)

・id市 id出 1(2students)

あいさ

・生徒に質問する。

・答えを板書する。

一番早く出来た生徒を記録し

ビンゴ完成者にスタンプを押

して、記録する。

・教科書の音読

。1分間計る

・生徒の音読の評価をする

つする。

・机間巡視
・英語の間き取りの弱い子を

支援する

授業開始の自覚

をもたせ、同時

に、明るい雰意

気を作る。

ONE LEFT(あ と

1つ )、 BIN00

(完成)を言わせ

る。

展

開

15

分

15

分

５

分

4。 シンガポール

観光疑似体験

5.スキット作り

6。 スキットの発

表

LDを見る

入国カードの記入

シンガポールの文化・歴史を

知る。

ペア、トリオでスキットを

作らせる

できたグループで2～ 3組

発表

スキット作りを支援する

文化・歴史的観点での支援 (ST)
言語上の支援 (ET)

両軍『T:雲藝
]皐価用紙|・

スキツトを聞く

に記入する        |

LDを操作する

入|   |コカードめ記入を助ける

|。
シンガポールの歴史・文化

| 
を説明する。

疑似体験に興味

をもたせる

場面設定の興味

からリアルな対

話を作らせる

のびのび自由に

やらせる

積極的に評価す

る

ま

と

め

５

分

7.本時の確認

8.ア ンケート

スキットの完成具合の確認

シンガポールの文化・歴史

の理解度の確認

アンケートにこたえる

個々のグループのスキット

を確認する

次国の予告をする

アンケートの配布・回収

。シンガポールの文化・歴史

のまとめを言う

・異文化理解を心

がけさせる

-90-



「

バ ズ 学 習 の 発 な と し て の 多 様 :な学 習 活 動 」

～ これ まで の社 会 科 の 授 業 実 践 を 振 り
｀
返 って ～

愛知県春日井市立南城中学校教諭

堤  泰 喜

1 はじめに

昨年度,東京文京区の第六中学校で開催された「全国バズ学習研究大会」で最も印象に

残り,「なるほど !」 と共鳴したのは,杉江修治先生 (中京大学教授)の次の言葉である。

バズ学習に特定の方式はない。人間関係を教育の基盤に据えた教育実践ならば,

それが講義中′心の一斉指導であってもバズ学習と呼んでさしつかえない。 (中略)

バズ学習もこれまでの成果を取り入れたモデルを持っている。ただ,それはその

まま真似をすべきルールなのではない。教師が,子どもの状態,学級集団の特L
教科・教材の種乳 教師自身の教育観に照らして応用を図るべきものである……。

この言葉の主旨からすれば,本稿のテーマは,「多様な学習活動を取り入れたバズ学習」

とすべきであろう。私の14年間の社会科における授業実践を振り返った時,常にその基盤

にあったのはパズ・ セッション (小集団による話し合い)であった。その話し合いを充実

させるためにこれまで色々な工夫を試みたし,バズ 0セ ッションの積み上げの発展段階と

して,種々の学習活動にも取り組んできた。それらの実践を通して,自分なりに気付いた

ことや考えたことを,この機会にまとめてみたいと考えた。

2 社会科とバズ学習

バズ・セッションがあるから「バズ学習」なのではない。人間関係という教育環境を効

果的にする一つの手立てとしてバズ・ セッションが導入される場合が多いと認識している。

私が,社会科の授業の中でバズ・ セッションを導入する目的は,次の通りである。

① 少人数による短時間の話 し合い活動を導入することによって,学習集団全員が,

いわゆる「 自我関与」を体験 し,積極的な態度で学習に参加することができる。

つまり,子どもの授業への参加度を高める手立てとなる。

② 話し合う活動を通して,仲間と協力して目標を達成するという「協同学習」の

機会が得られ,助け合ったり,磨きあったりする相互作用が期待できる。また,

子どもは,友達の良い面の発見であるとか,勉強め仕方であるとか,教師が意図

的・計画的に教育しようとしているところ以外のところで,多 くのことを付随的

に経験し学ぶことができる。 (=「同時学習」)
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社会科の日標の大きな柱は,「公民的資質の育成」である。ここ数年,人権教育に取り

組んでいるが,最近とみに重要だと思うことは, “異質のもσを受容的に受け止める姿勢"

“多様性を認め合おうとする気持ち"を しヽかに育てていくかである。これらは,国際化社

会・ 情報化社会に生きていく子どもたちガ持つべき大切な資質であると思う。

もちろん一筋縄で育成できるものではないが,私は授業における轟じ舎もヽの充実こそが,

これらを育てる基礎であると考えている。友達が自分と全く違った意見を持っていても,

それを 1度は “是"と して100%受け止め,その上で自分の考えを練り直す。そうした姿

勢が底流に流れている学習集団をつくるためには,やはり話 し合い活動の地道な積み上げ

が大切である。ここに,バズ学習の教育的意義を再確認することができる。

3 バズ・ セッションをもヽかに活性化させるか バズ・セッション0基本的スタイル

さて,私が中学校の社会科で行って

いる基本的なスタイルを図式化すると

右のようになる。これは,あ くまでも

一例である。単元全体を問題解決的に

組んだ場合,必ずしも1時間の授業が

このようになるとは限らないからであ

る。バズ学習では, 朧 のな亀ヽとこ

ろに学習は存在 しなもヽ」という考え方

がず般的である。子どもたち力t何を

学習すべきかをはっきりと認識しているかが “授業成立の鍵Fであり,話し合いの活性化

の大前提である。その意味で,①の「学習課題の把握」 (=導入)は,教師の腕の見せど

ころである。私が,この学習課題について常に念頭に置いていることは次の 3つである。

A 追究活動が続けられるようなもの (=す ぐ考えてすぐわかるものはダメ)

B 未決定な部分 (こ だわり)を残すようなもの (=次時へのつながり)

C “共通の考え方・見方"力渇 |き 出せる問題 (=社会認識の共有化)

そのためには,課題は子どもにとって切実性のあるもの (子どもの生活と何らかの形で

かかわりのあるもの)が望ましい。子どもの実態に則して素材を発掘じ教材化するのは,

そのためと言っても過言でない。そして,その課題が大人でも容易に正解が出せないもの

であるならば,子ども (特に中学生)の追究意欲は高まり,話し合い活動が活性化する。

私は,②のように “個人思考"を重視している。個々の子どもが課題を理解し,「自分

はこう考えるJ「こう思う」という意見を持ってグループに臨むという形である。実は,

この個人思考の段階で, “いかにして子どもたちに土俵に上がらせるか"に最も苦心する。

どの子も “すもう"がとれる,どの子も考えるためのバックボーンがある状態にしたいの

である。そのための手立てとしてこれまで取り組んできたことを次ベージに列挙したい。

※ なお,授業実践の詳細は,「分科会資料」をご覧いただきたい。

学
習
課
題
の
把
握

（
課
題
の
認
知
）

課
題
に
各
自
が
取
り
組
む

（
ま
ず

一
人
で
考
え
る
）

③

バ
ズ

・
セ

ノ
ン
ョ
ン

（
グ
ル
ー
プ
内
で
意
見
交
換
）

学
級
全
体
で
の
話
し
合
い

（
全
体
討
議
＝

一
斉
学
習
）

⑤
　
ま
せ
め
と
確
認

（教
師
に
よ
る
補
足

ｏ
修
正
）
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いわゆる「調べ学習」である。個が自分の “こだわり'を自分の

力で追究していく活動である。教師が用意した資料などを活用して授業の中 (先の②

の場面)で行う場合と,「予習課題Jと して課外で行う場合がある。後者の場合は,

学習課題の把握は前時の最後で行うことになる。自己教育力に直結する学習である。

園囲饉懸観轟動目 3H(ヘ ッド・ ハンド・ ハー ト)の統合。抽象的な言葉理解では

なく, “五感でわかる"ので,子どもの思考の深まりを助ける。また,学ぶ意欲や望

ましい人間関係の促進にも役立つ。  【実践例】紙すきの模擬体験,食味体験etce

圏目目國目目園圏 現実世界を何らかの方法でモデル化し,それに基づく教材・ 教具

を操作または演技することによって現実世界を模擬的に生起させる学習。学習内容の

実感的理解を促し,意思決定能力の育成に役立つ。 【実践例】激民のシミュレーションゲームetc.

実感的にせまる。

役割演技で,その人物になりきることにより,人の思いや願いに

【実践例】共働きを前提とした結婚直前の男女の会話etc.

目国□■ヨヨ躍電I Newspaper in Education(精に欄を)の名の通り,新聞記事を授業

の中で活用する学習。一人ひとりが,課題に関連した記事を持ち寄って話し合いに参

加する。情報処理能力
｀
・思考力の育成に役立つ。 【実践例】夫婦別姓についてetc.

餞        VTR・ ピュアー・ CG画像などの有効利用により,地域の現場

学習に肉薄する効果が得られる。特に,教師の自作や生徒の自演の教材は,効果が倍

増する。  【実践例】自作VTR「美濃和紙J,校区の農家へのインタビューetc。

ただ「話 し合いなさい。」と言うだけでは子どもは動かない。話し合いの前段階での教

師の支援や子どもの主体的な活動が,話し合いを活性化させる決め手となるのである。

さて,肝心の③のバズ・ セッションであるが,方法として討議法やブレーン・ ストーミ

ング法などがあるが,いずれにせよ,グループで一つの意見に絞り込むことはしない。

④の全体討議では,バズ・ セッションの発表で列挙 した事柄を有機的に板書し,それを

“踏み台"に して,意見交換をすると,全体討議が実に盛り上がる。

4 協同学習 (Cooperative Learning)に ついて

コーポラティプな人間関係を重視 した教育改善の試みが諸外国で注目をあびていると聞

くが,バズ学習はまさにそのものだと思う。私は,協同学習 (=バズ学習)の一つの形態

として,小学校では,「紙芝居づくり」や「歴史新聞づくり」など,構成活動を単元の中
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に組み込む実践をしてきた。一つの目標に向かってグループで色々と話し合い,知恵を出

し合う。そして皆が協力することにより, “全員"が “同時"にゴールに着くことができ

る。その活動の中で子どもたちは,各々が学習内容以外の多くのものを学びとっていく。

中学校では,地域に入り地域に学ぶフィール ドワークQ分の足で歩き,自分の目で見て,自分の力で諮する面)

をグループでさせた後,「リポー トづくり」等の構成活動をすると効果がある。

さて,近年教育現場でさかんに導入されているディベー トも見方を変えれば,協同学習

と言えるのではないかと思う。私も,これまで「原子力発電」や「愛知万博」の是非を問

うディベー トなどに取り組んできた。その中でいつも思うことは,ディベー ト本番の討論

も大切だが,それに至るまでのデータ収集・ 立諭作成・ 尋問対策などの準備過程で,仲間

が協力して行う学習活動にも大きな意義があるということである。

ディベー トは,最終的に勝ち負けの判定を下すものであり,それが協同学習と言えるか

という議論はある。 しかし,「よきライバルと競い合い,共に伸ばし合う切磋琢磨の場面

は,実は協同事態なのだという理解が必要である。授業に取り入れてもよい望ましい競争

とは,実は競争的な見せかけをもつ協同なのである。J(『報賊われるかJ日精講餌獅より)と いう

杉江先生の言葉が端的に説明しているように,真理探究・ 意思決定を目的とした “ディベ

ー トピ は,やはり協同学習と言ってさしつかえないのではないかと思う。

さて,とかくディベー トは,ディベーター以外の聞き手の生徒の参加度が低いという問

題点がよく指摘される。そこで,昨年から私は,ク ラス全員による全体ディスカッション

を試みている。これは,例えば「従軍慰安婦への補償問題」や「夫婦別姓の問題Jな ど,

価値観が対立する問題にういて,同 じ意見に立つ者同士に分かれて話 し合う方法である。

ディベー トは,形式的に肯定・ 否定の 2つの立場を決めて討論を行うが,この全体ディス

カッションは,問題に対して自分の「思い」を本音で主張することが可能となる。しかし,

議論が必ずしもかみ合うとは限らないので,生徒の考えを記載した座席表を活用し,議論

が停滞した時に意図的に指名 して討論をつなげるという工夫をしている。

人権問題や環境問題など,価値観が対立するデリケー トな社会問題を扱う場合には,教

師の主観が入らぬよう,十分留意しなければならないし,偏った考え方の押しつけは許さ

れない。また,学級で一つの結論を出すという方向性は極めて危険であり,あ くまでも生

徒個々のオープンエンド (=ゴール・ フリー)な意思決定に委ねるべきであると考える。

そしてそれは,活発なディスカッションによってはじめて具現化されると考えている。

5  おわりに

「個を育てる」とか「個に応じた」などという概念が教育界の大きな潮流となっている。

そのために,「学習の複線化」「個別指導」などという理念がよく話題になる。もちろん,

大切な考え方であり,確かにその具体的な方法を勉強しなければと思う。 しかし,ディス

カッションの活性化をめざして実践を繰り返す中で,「学習集団が個を育てるのだJとい

う思い力ヽ 私の中で次第に強くなってきた。今後も,この思いを大切にしていきたい。
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高 校 か ら σD発 信

「今高校で何が起きているか」

～バズ学習の理念を全ての学校教育活動へ～

広島県協同学習研究会

後期中等教育として位置付けられている高校教育を、就学を希望する全ての生徒に保障

する運動 (高校進学希望者全員入学、略称 高校全入)が全国的に展開されてから久 しく

年月が経過 した。そして、全国平均で96.5%(`97年度)の進学率となり、数的には理想

が実現されつつある。 (資料 1)

広島県においては、 4年前にほぼ高校全入が達成された。 (資料 2)し か し、入学させ

たものの中途で退学 していく生徒が多 く、 (資料 3)高校全入が空洞化 している現実があ

る。

その背景には、教育の本質に迫る問題、制度等の行政施策の問題をはじめとするさまざ

まな教育課題が横たわっているが、高校全入が果たされた今日、それに対応する教育内容

が、学校現場にあるのか。現実は現実として直視 しなが ら、今教職員は何を しなければな

らないのか。同和教育の観点に立った時、過去の高校教育の延長線上でとらえる限り、生

徒たちの就学保障は困難であるとする認識で、県内の教育運動において中心的役割を果た

してきた教育 4団体が一致 し、 `95年度四者によって、就学保障プロジェク トが結成され、

主要には高校に向けて課題提起を行っている。ちなみに、この問題は全国的な課題でもあ

るととらえている。 (資料 4)

しか し、現状は残念なが ら、中途退学者は漸増の傾向にある。つまり、観念的な呼び掛

けでは何の進展 もないのである。 しかも高校を取り巻 く状況は、学校間格差の助長をはじ

め諸矛盾が拡大 しつつある。その中で下支えの役割を果たされている高校の教職員は徒労

感にさいなまれていて、とかくマイナス思考に陥って しまう現実 もある。

抜本的な改善には、制度等の改革が不可欠であるが、一過性の生徒に対 して、それを理

由にすることは許されない。要求運動を粘り強く継続 しつつも、今何ができるかを模索 し

ようという呼び掛けである。いわばプラス思考にこだわろうという運動である。端的にい

えば、明治以降続いてきた適格者主義の克服ということになろうが、そのための具体的な

取り組みは容易な道のりではない。

そうした状況の中で、克服への具体的な方向は、同和教育の観点に立ち、これまでのバ

ズ学習の研究成果に依拠する以外にないという結論に達 しつつある。とはいえ、故塩田芳

久先生が常々説かれていた、他の教育研究に対 して、いたず らに差異を強調するのではな

くて、その類同性にこそ着目せよを十分に体 してのことであるが。

Fこ れ ま で に 提 起 し て い る 内 容

(中途退学者を生む背景)

・ 競争の論理にもとづ く学校間格差の助長。

・ 高校教育に厳存する適格者主義。
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(克服をめざす基本的な課題 )

0 基本姿勢 としてくプラス思考にこだわる。

・  教育活動を協同の論理で一貫 させ る。

・ 生活指導 と教科指導の統合をめざす。

・ 評価活動 と評定の間にある矛盾の克服をめざす。当面、内規の見直 し。

・ 地域の もつ教育力に対す る再認識作業を進める。

・  中・ 高の連携の強化。

(具体的な現場の課題 )

・  「授業改善」 (創造)を めざす。

教育が、文化遺産の継承を主要な任務 としているところか らくる保守的な性格を

ふまえつつ、変革のための創造的な活動の集約的表現 として。

<おわ りに>

今、全国に先がけて始まった運動の情報発信母体 として、高い必然性を もって、バズ学

習の理念に依拠 した研究組織を新たにつ くるための動 きが始まろうとしている。
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盆繹会

講演

梶田正巳 (名古屋大学教育学部教授)



蝙吻写晰

スクール・ カウンセラー体験から学ぴつつあるとと

江口昇勇 (愛知淑徳大学文学部教授)

協同学習の展開

杉江修治 (中京大学教養部教授)



スクール・カウンセラー体験から学びつつあること

愛知淑徳大学 江口昇勇

スクール 0カ ウンセラー (以下、 SCと 記す)と して学校に出向き 1年半が経過 した。

SCと していかなる活動が有益であるか模索 しているが、まだまだ五里霧中の状態である。

ここでは、これまで体験 してきたことから、私なりに学びつつあること、そして、現場に

おいて考えたり、感 じたりしたことなどをまとめてみたい。

1.ス クール・カウンセラー、「黒船論」の功罪

文部省が SCを派遣する事業を行う背景には、例の「いじめによる自殺」が起こつた際、

学校の対応の閉鎖性が問題となり、教師以外の人間が介入する必要性が叫ばれたことも一

因と思われる。また、教育現場の体質である保守性を打破するべきであるという声は学校

内部からも出てきて、 SC待望論は、江戸幕府の「鎖国政策」を打ち破つた「黒船」とし

てのI機能を持つて派遣されるかのような印象を与えた。しかし、このことが実際のSCの

受け入れを逆に困難にした側面は否めない。

そもそもSC派遣事業は文部省が音頭を取つて推進 してきたものであ り、学校現場から

の要請ではない。そして、教育委員会や学校の受け入れ準備が整わない中、見切 り発車で

スター トしたという印象を持つのは私だけでしようか。学校現場からすれば、上記の状況

はSCが「 自分たちの存在を脅かすもの」として映つたであろうし、余計な警戒心が生 じ

たあろうことは予測に難 くない。あたかも、学校現場に問題が山積 してお り、それをSC
が解決するのだくという一般的風潮は学校現場からすれば極めて不愉快な議論であ り、万

が一、 SCが本気でそのような気持ちで学校に出向いたとしたら、それは最初の出会いか

ら、不幸な出だしであつたろうと思われる。「黒船論」は本来、教育改革のための相互の

エネルギー交換が目論まれていたのであるが、ジヤーナリステックな取 り扱いから浅薄な

誤解を受けたように思われる。

2.学校現場における「カウンセ リング」

一般に、臨床心理士であるSCの訓練は「受容と傾聴」を基盤とし、心理療法的接近、

共感的理解を目指している。一方、多くの学校現場が実際に困惑している最大のものは非

行タイプの子どもたちへの対応であ り、そこでは厳 しい管理と強力な指導が中心となつて

きている。当然、 SCに対 しても、こうした非行系の子どもたちへの対応を期待すること

は予想されることである。ところが臨床心理士の訓練プロセスにおいては、精神病院で思

春期・青年期の事例を多 く扱つたことがある臨床心理士であれば、境界例人格障害を始め

として、非行も絡んだ事例への対応もある程度は対処可能と思われるが、それはそれほど
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一般的ではない。それ故にSCは この非行タイプの子どもたちの対応には経験的にも未知

数であることが多い。

SCが教育現場に配置され、現職教育、カウンセリング研修等を通 して学校現場にカウ

セリング・マインドが浸透することが目標とされ、教師への具体的訓練を行う場合も多い

と思われる。しかし私は、カウンセリング・マインドをそのまま教師が教育現場に導入す

ることははなはだ疑間と思つている。それは従来の教師アイデンティティを根本から揺る

がすことになり、逆に混乱を招 く可能性もある。今日の非行に走る子どもたちの荒廃 した

精神状態がもたらす様々な問題行動は、安易な受容で収まる性質のモノとは根本的に異な

るだけに、慎重な適用が必要であると思つている。もつとも見せかけだけの真似事なら心

配はないし、多 くはそうなつているかもしれないが、それは時間の無駄であ り、虚 しいこ

とである。カウンセリング・マインドがもたらすかもしれないもつと大きな危険は、教師

が子どもたちの声に真剣に耳を傾けたとき、そこではどれほど大変なこと、危険なこと、

深刻なことが、彼らの口から語られるか分からないという事実である。そして、一度、耳

を傾けて、その内容に恐れをなして、その次から耳を塞いだら、子どもたちに二重の傷を

負わせることになる。その意味では、安易なカウンセリング・マインドよりも、むしろ話

の「分からない」教師の方が子どもたちには安全であるという逆説を理解する必要がある

と感 じている。

3。 カウンセラーの傷つきやすさと学校教師の自信満々なあ り方

カウンセラーはその仕事の性質から、クライエントのこころの傷に敏感であ り、彼 らヘ

の共感敵理解が仕事の目的である。しかし、それは同時にカウンセラー自身の傷つきやす

さにもなつてお り、治癒能力の高いカウセラーほど、深 く傷つきやすく、自らの傷でもつ

てクライエントを癒す「傷ついた癒 し人=ウ ーンディド・ヒーラー」となるのである。

一方、教師は仕事上、児童、生徒に直接に向き合い、瞬時に対応を追られる。たとえ誤

つた判断であれ、一度、口にしたことは絶対でなければならない宿命を持つ。学校現場の

厳 しさを知 らないと、そこが学校バッシングとなる。学校バッシングの背後には家族は無

罪であ り、教師が全て問題であるという神話が一般的である。それ故に、教師は児童、生

徒に対 してばか りでなく、自分に対 しても無理 し、虚勢を張ることになる。しかもそのこ

とに無自覚であることが多い。

こうして SCと教師の間では、傷つきやすいカウンセラーと傷つかない教師という対立

する力の分裂が生じ、互いに相手に対する疑心暗鬼は深まり、相互不信の中で、生産的な

仕事は進まなくなる可能性が大きくなる。しかし、本当のところは、カウンセラーは確か

に傷つきやすいが、同時に柔軟でかつしたたかでもあつて、案外、図太 く、しぶとく生き

残る力を持つている。反面、教師は傷つかなくて頑丈、強力的、時には傲慢不遜にすら見

えやすいが、それは多分に虚勢を張つているためであつて、外から見えるほどに強 くはな
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いことが多いのではないであろうか、特に生徒指導を担当する教師ほど、内面はナイープ

で、生徒に対 して細やかな見方をされておいでのように私には思われる。この両者の力の

分裂をさらに大きくすることなく、むしろ、エネルギーの交換によって、互いに接近 して

いくことが望まれるであろうし、そこにこそSCが派遣されたことの本当の意味があるの

ではないであろうか。

4。 異文化交流体験としてのスクール 0カ ウンセラー

SCと なる以前の学校を外から見ていた時期、特に不登校の親たちとのカウンセリング

において聞かされてきた学校や教師の親や生徒への対応については、少なからず疑間を覚

えたことがあつた。また、私の身内はほとんどが教師あるいは教師経験者であ り、身内に

厳 しくなる傾向も手伝つて、教師に対 しては辛い評価をしてきたと思つている。しかし、

実際に学校現場に赴き、夜遅 くまでスーパービジヨンの作業を重ねる中で、ようやく教師

に対 して客観的な視点を持つようになつた。

私にとって学校とのかかわ りは、まさに「異文化交流」であつた。最初、職員室に入つ

て一番シヨックを受けたのは教師の忙 しさ、雑務の多さ、生徒たちの多様な行動へのきめ

細かい対応であつた。それを管理と見るか、保護と見るかは意見が分かれるところである

が、事実として教師が膨大な時間を生徒や学校の雑務に費やしていることには間違いはな

い。実際に学校現場を共有 し、教師の努力、真剣さ (も ちろん、全ての教師がそうである

とは言えないが)を 目の当たりにすると、それまでの安易な批評はできなくなった。

SCと してどのような活動をするか、ある教師からは「今でも仕事がたくさんあるので、

問題生徒はSCに任せて、本来の教育に専念 したい」と言う要望もあつた。 しかし、 SC
の派遣は 2年間であ り、私が居なくなつた後の対応を考えると、直接に子どもたちや親の

カウンセ リングに全力を投入するより、教師にSCを どのように活用するかを理解 してい

ただくことに意味があると判断し、事情を説明して、教師への研修、講義、スーパービジ

ヨンにエネルギーを注 ぐこととした。

5。 先生との様々なかかわり

。心理アセスメント (バ ウムテス トとSCT)を 媒介とした生徒理解の共同作業 ;私が赴

任 した中学では毎年、全校生徒を対象にバウムテス トとSCTが 実施されてあ り、担任教

師とこの結果を媒介にして、アセスメントから気になる生徒の問題、及び、教師からは気

になっている生徒の問題を話 し合つた。教師との最初のかかわ りであ り、どのように結果

を伝えるか、専門用語を使わずにどれだけ理解 していただけるかに神経を使つた。

・スーパービジヨンを通 して ;教師が比較的自由のなるのは 6時過ぎであ り、そこからが

私の本番である。 8時 までの契約であるが 9時までは当たり前で、ときには10時過ぎても

居残つてスーパービジヨンを行つたこともあつた。そこでの内容は生徒との対応で気にな
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藁

ること、あるいは教師の逆転移 (生徒に対 して、個人的な感情に囚われる)が中心テーマ

であるが、ときには教師の生育史を遡つて個人的問題を検討 したこともある。

児童・生徒について、教師とのスーパービジョンで問題となった点が、「情報不足」で

ある。プライバシーの尊重と言うことで最近は生徒の家族について個人情報を求めること

を遠慮する風潮があ り、親も職業欄等を空白にする場合も多い、当然、家庭訪問してもプ

ライバシーに関することは尋ねられないので、実際にどのような家族状況が分からないま

まスーパービジョンを行うことになつて苦労 した。

それと、個人スーパービジョンを行うことで、教師が多 く、深 く傷ついているというこ

とを実感 した。生徒や親、同僚や上司に対 して、つまり誰にも「良い教師」を演 じてお り、

生徒の不登校についても自分に責任があると深 く自責の念を持っている方が多いのであ り、

そこにこそ癒 しが必要とされていると思つた。私は教師にできるだけ自分に責任があると

いう発想から、生徒固有の、あるいは生徒の家族との問題という視点を提示することで、

客観的に見る方法論を一緒に勉強させていただいているつもりである。

6。 スクール 0カ ウンセラーを成功させる通訳の存在の必要性

最後に、今後、 SCの仕事を学校現場に定着させ、浸透させるための提言として、私は

「有能な通訳」の存在意義とその訓練の大切さ述べておきたい。私の赴任 した学校には、

それ以前の数年間、私が個人スーパービジョンを行つてきた先生がおられて、その先生が

通訳として私と教師グループをつなぐ仕事をなされた。私が不用意に専門用語を用いると

直ちに「そんな難しい表現は先生方には通用 しない、もつと日常語で話すように」と叱責

いただき、また、教師が私の手に余る相談をしてきた場合にも、「神様ではないのだから、

無理なことを注文しないように」と教師を諫めて下さつてきた。このように SC、 教師の

双方に対 して説得力ある発言力を持つ通訳の存在、教師であ りながらカウンセリングにつ

いての本質的知識を持ち、理想化もしないし、価値の切 り下げもしないで、現実的なレベ

ルで対応 していただけたことはあ りがたいことであった。今後、教育現場でこのような通

訳の先生を育てることを真剣に検討されように願うばか りである。

おわ りに

本論の最初に述べた「黒船論」の消極的意味を越えて、教師の自己実現、教育の改革と

いう積極的な意味への質的な転化を行うには、 SCを受け容れる様々な条件整備や、相互

の気持ちの変容等、まだまだ時間がかか りそうである。しかし、私の個人的見解としては、

「ひとりひとりの教師と時間をじつくりかけて、誠実に、丁寧に、深 くス早パービジョン

を重ねること」でしか、根本的変容という未来は見えてこない。教育とは天文学的時間を

費やして「こころを耕す」行為であると私は考えてお り、これからも何らかの方法でそれ

に関与 していきたいと思つている。
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協 同 学 習 の 展 開

中東大学 杉江 修治

1 協同学習の新しい潮流

{1}協同学習への着限

アメリカ合衆国のような、子どもたちの生活背景が多様であり、しかも個人主

義的な考えが強く、競争が奨励される文化をもつ国でも、学校における子どもた

ちへの援助の方法として協同の原理の重要さが高く評価されてきている。「協同

学習のス トラテジーの実際の発達は-01960年代の終わり頃に方向づけが始まり、

80年代から90年代にはロケット花火のような急上昇を見た」 僣otten,S.et al.

1991,p。 7)。 実際、研究書、研究論文の刊行も日本をはるかに凌ぐものとなって

いる。「教育における協同の研究のための国際学会」 (IASC動 も活発な活動を重

ね、季刊で出される機関誌 “Cooperative Learning"で は、実践者向けの啓蒙的

な内容を十分に含んだ、協同学習研究の情報交換が重ねられているのである。

“International Journal of Educational Research"の 23巻 3号では、「文化

的文脈における協同学習Jを特集しており、そこではアメリカ合衆国にとどまら

ず、イギリス にowie,H.1995)、 南アフリカ 僣aylor,CoA 1995)、 ラテンアメリ

カ 椰rown,■ ,&Brown,P.B。 1995)、 イスラエル {Hertz― Lazarowitz,R。 ,&Zeinik―

er,T.1995;Shachar,H.,&Sharan,Se 199勢 、ドイッ 組uber,G.L。 199励 、日本

Sugie,S.199励 、からの原稿が集められている。また、年次大会では、オラン

ダ、オース トラリア、ニュージーランド、カナダなどからの参加もあり、ハンガ

リこでも協同の視点からの実践化が積み重ねられているという私信を私は受け取

っている。また、教育を受ける対象も幼稚園から大学生院生にまで Shwalb,B.1
993)及んでいる。

さまざまな文化を通して、さまざまな年齢段階の者を対象に、協同の原理が教

育の基礎に取り入れられているというこの現代の状況は、協同が人間の学習をよ

り望ましい方向に促していく、文化と年齢の相違を越えた人間性の重要な原理で

あることを示していると考えられるのである。

協同学習は、地域的な広がりを持つと同時に、それが適用される教育の領域の

広がりも伴ったものであった。1960年代後半からの協同学習に関する諸研究818

編を紹介した Totten,et a10(1991)で は、協同学習を試みた教科として、コンピ

ュータ、読みと作文、綴り、第 2外国語、数学、科学、社会科、等を見ることが

できる.また、研究のトビックスとしては、⑪入種間関係に及ぼす協同学習の影
響、②協同学習と一斉指導との間の生徒の会議の質、③障害児の統合教育、④協
同学習と個別学習の組合せ、⑤協同的課題解決による認知発達の促進、⑥生徒の
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成績の構造に及ぼす協同学習の影響、⑦教師の実践に協同学習が及ぼす影響、の

ようなものがあると紹介している (p.2)。 なお、通れら は、一例にすぎないと断

っており、学級雰囲気への影響や、教師の研修手段としての協同学習の諄入に爾

する文献も紹介されている。また、1990年以降の機同学習に関する研究書、研究

論文及びコンピュータ・ソフトウエア、ゲーム、ピデオ、オーディオカセットも

あわせて926編をレ ヴィユーしたWade,A,et al.(1995)は 、スペシャル 0ト ビッ

クスの項目をさらに、幼児教育、教育工学、多文化教育、大学院・成人教育、特

殊教育、教師教育に分けており、ここでも協同学習の応用範囲と関心の広さをう

かがうことができるのである。さらに、雑誌 “Cooperative Learning"には、キ

ャンプなどの課外活動と協同のような実践もあり、論文として発表されてはいな

いが、Caprio,M.の ように日 本の生活綴り方の学習指導過程に見られる機同的手

続きに関心を持つ研究者もいたのである。

1960年代は、1957年のスプートニク・ショックに続く、教育に変動の続いた時

期であった。学校は優秀さを子どもたちに求め、管理的な教育を支持する声も高

まった。しかし一方では発見学習やオープン・エデュケーションを取り入れた実

践も現場に導入されていったのである.こ の時期、協同学習への関心も芽生えて

きたが、実証的、実践的裏づけのないところでは、その賛同者たちは根拠をもた

なしヽ主張をするしかなく、教育現場への定着は不十分であつた.

Pepitone(1980は 、「1970年代を子どもの10年間と呼んでも差支えはないだろ

うJ軸 .40と述べている。70年代に入って学問的関心も、実践者の関心も、子ど

もに大きく向けられるようになった。そして、とりわけ子どもの環境としての学

校環境に世論の関心が向けられるようになっていった。また、通の時期はさまざ

まな 入種差別廃止に関する法律制定がなされ、それを実質的なものにするため

の努力が払われた時期でもあった。人種差Bljの解濃は法律だけで達成できるもの

ではない。この社会的要求に対して適切に答えるアクション・ リサーチの必要性

が述べられ、協同を基本とした教育に関する研究が進められる条件となったので

ある。

協同学習の教育的なメリットは競争の問題点と合わせてJohnsol,De W。 ,&John―

son,R.T。 (1970等で 明確に示され、協同学習推進を正当化する理論的背景も次

第に整備されていった。彼らは、競争的動機づけに付随する特徴として、心配、

失敗への恐れ、競争相手に対する敵意、他人の勝利を妨げようという関心、自己

志向性、勝つことを強調する価値観、をあげている。また、協同に付随するプラ

ス面として、友好性、助け合い、支え合い、気遣い、尊敬、責任感、信頼感等を

仲間に対して持つようになり、教師や教授活動、授業内容に対する好意的な態度

を形成するとも述べている。また、CliffoFd,L誂 (197鋤 は、競争は機械的、技

術志向的、または簡単な課題での成績を上げるという証拠を、過去の研究のレヴ

ィユーに基づいて明らかにしたが、彼女はそれらは教室で学ぶ必要のない事柄で
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あり、同題蠅決のような数室学写で重要な内容の場合、競争飩効果をもえらさず、

おしろ学雪を妨げ懸通とを見しヽだしている。

Shwalb(1903)は、アメリカで協同学習が用いられる理由は「教師孟親も、アメ

リカの授業で4~Dなわれできた明纏な序列づけが、生徒間の関係を弓:き襲いてきた

ことに気付いたとしヽうところにあると思うJと述べている。また、背景に「積極

的な学習や協同的行動を社会に広げる猥いがあったJと、社会全体に対するアピ

ールも含まれるものであることに言及した。

彼女は、アメリカの協同学習には,①生徒がグループで学ぶ、②生徒が互いに

助け合う、③個人の成果よリグループの成果が強議される、という3つの共通す

る特徴があると指摘している.

また、協同学習を進める上で、教師たちが共通に抱えている課題を、①協同学

習の形に合うようにいかにカリキュラムを組み直し、提示するか、②講義方式に

比べて時間がかかる、③生徒をいかに協同させるか、④評点の付け方、⑤協同学

習をどの程度構造化するか (授業にどう位置づけるか)、 というように整理して

いる。通れらは日本でも共通する課題ではあるが、活発な実践と実証的研究がこ

の問題の解決をめざして積極的に取り組まれているのが現状である。次にこれま

でに開発されてきた指導モデルの概要を紹介する。

(2)協同学習のモデル

IASCEのプロジェクトとして編集された “Learning to ooopeFate,Cooperat―

ing to learn"Slavin,R.,et al。 1985)の第 1章では、4つの代表的な指導法

が紹介されている Siavin 198粉 。「協同学習を動かす『エンジン』は常に同じ、

共通の目標に向かって学ぶ 異質集団だが、他 の側面のほとんどすべてにわたっ

てそれぞれの方法は異なっているJ Slavin 1985,p.1と 言われるような多様な

工夫が見られるりである。また、その工夫は主に社会心理学の成果を踏まえてな

されたものであった。

日本には、この機同学習が紹介されることがまだ少ない。わずかに、ジグソー

法が、蘭千壽 (198鉾 、上野徳美・相川充 (1981)で諭じられ、Aronson,Eo et al.

(197鋤 が1986年に 松山安雄によって翻訳され、蘭 (198鋤 が、小学校 4、 5、 6

年生を対象に、国語、社会を教材に、ジグソー法の効果を実証的に検討し、主に

社会でジグソー法の有効性を見いだした報告をしたのと、尼崎市で開催された第

27園全国バズ学習研究大会で、  Shwalb,B.が ア メリカの協同学習の概観を講

演で紹介したものの翻訳 (宇田光 1994)と 、Kohn,A。 (1983)の第2版 (1992)が

翻訳されたことで、その第10章「ともに学ぶJが日本語で読めるようになったと

いうことがある程度である。
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1}生徒チ∵ム学習 {Student Team Learning)

これはSiavinが 中心となって研究開発を進めているもので、主にアメリカ大西

洋岸のスラム街を抱える都市部の学校で用いられている。高校生たちの学業に対

する無気力に対応する指導法の基礎技術を目指したものであった 絆epitone 1980。

生徒チーム学習 は、STAD Student Team―Achievement Divisions)と TGT tteams―

Games― Tournament)が主 な技法として工夫されている。前者はSiavin(198勢 にま

とめられており、後者はそれより歴史がやや古く、DeVFieS,D.L.,&Siavi盪 (197蹄

に詳細に述べられている.

STADは、次のような手続きをとる。先ず教師は主に一斉指導の形で学習内容に

関する情報を伝える.その後、生徒は、性、人種的背景、能力などで集団内異質、

集団間等質の4～ 5人集団に分けられる。各生徒は集団の中で、ワークシー トを

用いて相互教授を行ない、問題の出し合いなどをして学習内容の習得を図る。そ

の後個別にテス トされ、本人の以前の成績を基準としてどれほど進歩したかを計

り、それに基づいて得点を決める.その得点に基づき最高点の集団は学級のニュ

ースレターで発表される。

TGTは、個別のテストの代わりにチームを代表して勉強ゲームを行なう。他の

集団にいる能力が類似した水準の生徒を相手に、問題の出し合いをするなどして、

その結果得られた得点をチームに持ち寄るという方法をとる。このチーム成績も

ランキング表の形でニュースレターを用いて公表される。

生徒チーム学習は、後に紹介する方法と違って、集団間の競争をその過程に取

り入れているという際立った特徴をもっている.

2)ジグソー法 {Jigsa→

Aronsomが中心となって開発されたジグソー法は、近年の協同学習の流れの中

でも初期に位置づくものである.それは主に自人、黒入、ヒスパニックといった

人極的集団の協調関係を深めることを目指したものだった。概要はAFOnSOn,et

a10(1978)に まとめられている。集団活動での成員の相互依存性を、集団内にと

どまらず集団間にまで広げたところに特徴をもつているものである。

そこでは5～ 6人集団を、人種、性、能力で異質になるように構成し、各成員

に、全員が学ぼうとしている学習課題を部分に分けた下位課題を重複しないよう

に与える.すなわぢ、各集団では、成員は全体の課題の部分となるElj々 の課題を

与えられ、成員全員の課題を合わせると学習課題の全貌が分かるという形にする

のである。したがってジグソー法では、そのような分割が可能な課題づくりが教

師の重要な仕事となることになる.

各成員は自分の課題を理解した後、集団を解体し、改めて同じ課題を与えられ

た者ばかりが各集団から集まった集団、「専門集団」を作り、そこで協同的な学

習を行なう。その後、再度元の集団に全員が戻り、自分が学んだ事柄については
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所属集団の仲間に教え、また、他の部分については仲間から学ぶ.その後個別に、

全体の課題に関する理解度をテストされるのである。

Aronson,et al.{1978)は 、このような活動をスムーズに進めるために、集団

づくりやコミュニケーション311練 を、ロール 0プレイングやプレイン・ストーミ

ング他の手続きを用いて実施し、さらに、集国のリーダー311練 も施すことを強調

している。

ジグソー法には、Slavin(1980が STADを組み合わせて開発したジグソーⅡと呼

ばれるものもある。これは、4～ 5人の異質集団を用い、ジグソー法とほぼ同様

の手続きで授業を進める.違いは、成員は個別の課題だけでなく、課題の全貌に

ついての情報も与えれらる点と、元の集圏での学習が終わった後、ST船の手続き

による集団問比較が行なわれるという点である。

鋤 グループ研究法 Group lnvestigatio最 :G-1)

これはイスラエルのSharan,S。 が中心的な研究者として進めてきている方法で

ある。 ShaFan,&Hertz― Lazarowitz,R。 (1980にその内容の紹介が詳しい。G-1は、

知識の習得 や話し合いの経験にとどまらない、幅広い学習経験を求めており、協

同学習のモデルの中では最も複雑なものである。小集団に別れた生徒には、①何

を学ぼうとするのか、②嗜の学習をするために自分たちをどう組織化するか、③

自分たちが学んだ事柄をどう学級の伸間に伝えるか、を決めることが要求される、

というものである。G― Iは一般に6つの段階が設定されている。

段階 1では、研究テーマを理解し、生徒の研究集団を組織する。テーマはいく

つかの設間の形に分けられ、生徒は選んだ設間が同じ者同士で、 3～ 6入を限度

にした集団を作る。すなわち、集団ごとに取り組む内容が違うのである。集団は、

性、人種、能力でできるだけ異質になることが望ましい。

段階 2では、学習課題の設定を行なう。生徒たちは自分の選んだ設間をさらに

下位のトビックスに分ける。G― Iにふさわしい課題はいろいろな扱い方が可能な

複雑なものが望ましい。また、さまざまな資料、教材が必要なものがよい。生徒

たちはその後、研究すべきことは何か、どのように研究するか、最終目標は何か

を決定する。

段階 3では、研究を進めていく。情報を収集し、データを分析、評価し、結論

に至る。そこでは多面的な角度からの学習が要求され、仲間や教師とのコミュニ

ケーションを積極的に活用する。

段階4では、最終報告を完成させる。研究内容を組織的にまとめ、要約し、情

報を統合する。ここで他の集団と調整を図る機会をもつこともある。各集団から

の代表者を集めた調整委員会を作り、それぞれの集団の報告を査定し、発表の内

容や形式について決定をするのである。

段階 5では、最終報告の発表をする。その形式は、展示とか寸劇、ディベー ト、
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回頭報告など多様である。ま九、教師と生徒相互の多様なやりとりが交わされる。

段階 6は評価である。評価では、応用力、統合力、結論の質など、学習の水準

を重視するが、同時に動機づけや関与の程度のような情意的な経験についても行

なわれる。形式は多様であり、教師と生徒が協力して評価活動を行なう。なお、

評価は個人別より集国について行なわれる。

G― Iの実践で扱った具体的な課題としてlま、⑪動物たちは何をどのようにして

食べるか?(3年劉 、②探検家たちはどんなふうに世界を変えたか?(6年劉 、

③詩が詩といえるのはなぜか ?(10年生)、 ④切手は合衆国についてどんなことを

教えてくれるか?(4年螢 、等が報告されている幅haran,Y。 ,&Sharan 199鋤 .

J協力学習法 tearning Together)

Johnson兄 弟によって開発された協力学習法 (Johnso撤,D.靴 ,&」 ohnson,R.T。 19

7"は、「最も純粋な協同学習」 Siavin 198騎 と考えられている。この指導法開

発の発端には、合衆国で1975年に全障害児教育法が制定されたことに象徴される、

健常児と障害児との統合教育への要求に応えようという意図があった。何の工夫

もなしに教室に統合事態を作っても、スムーズな交流はできず、かえって障害児

に対する偏見を助長しかねないという懸念があったのである。

ここでは生徒は4～ 5人の小集団に分けられ、一緒に1つのワークシートを、

成員の全員が分かるまで協同して学習する。集団FHSの競争は用いない。また、集

団過程を重視し、集団運営に関わる訓練にも力を入れている。

Johnson&Johnsonに よるこの指導法は次の項でやや詳しく紹介したい。

(3)協同学習の成果

協同学習では主に小集団を中心とした仲間との交流が高い密度で交わされるこ

とになる。仲間との関わりの過程で子どもたちが学ぶことは多い.仲間が子ども

の発達と社会化に及ぼす積極的な影響をIohnsol,Iohnsol,&Holubec,E.J。 (199鉾

は次のようにまとめているpp.22-2"。 ①仲間との相互作用を通して態度、価値、

技能、情報を直接学習す る、②向社会的な行動の機会となり、それが支持され

る経験や、そのモデル提供の場となる、③衝動的行動の制御を学習するモデルを

提供し、期待、方向づけ、強化がなされる、④相手の立場から状況や問題を提え

ることができるようになる、⑤自律的行動を可能にするための価値形成と社会的

感受性を発達させる、⑥自分の考え、感情、夢、喜びと悲しみなどを分かち合う

ことができる、⑦自己を認識するための枠組みを提供する、③連帯の経験が成人

期以降の援助行動につながる、⑨精神障害の生起の可能性を減らす、⑩生産性の

向上をもたらす、⑪意欲が喚起され、向上心が高まる.なお、これらの成果は、

互いに関連し合っており、それを総合的に発揮させる場としての協同学習の意義

も認識すべきであろう。
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協同学習の学習成果についてはJohnson,&Johnson(198"で、約500編の協同に

関する実証的研究を元に検討がなされている。それによると、協同学習は競争的

事態や個別的事態での学習によるよりも成績は高く、また、推論や新しいアイデ

アの産出、学習の転移で優れることが分かった。また、STADのような競争的要素

の交じった協同学習や、個別学習を交えた学習法に比べて、純粋な協同学習の方

が成績が高いことも示されたのである。この吟味の対象となった数多くの研究で

は、多様な特性、背景をもった被験者がおり、また、研究者の研究方向も多様で

あり、Johnsonら のこの結論は一般性を持つも のと考えられる のである.

2 Johnson&Johnsonの協力学習法

Johnsonら による協力学習法は、Iohnson,Iohnson,&Holubec,E.I。 (1990がそ

の手引きとして適切なものである。主にこれに基づき、アメリカの協同学習の例

として、その基礎にある考え方と具体的方法を紹介する。

{1)協力学習法の基本的考え方

授業の進め方には、すべての成員が与えられた内容を習得できることを目標に

した小集団を活用した協同的な方法、だれが優秀かを決めるために勝ち負けのあ

る競争を導入する方法、個Eljの 目標を設定し生徒個人のベースで取り組む方法が

考えられる。協同的関係、競争的関係、個別、というそれぞれの授業の進め方は、

生徒に取り組ませる学習目標の構造によって決定される.Johnsonら は、Deutsch

(196鋤 に提り、競争的関係は生徒たちの目標達成に関して妨害的な相互依存関係

がある場合と規定した。そこでは、ある生徒が目標に到達できるのは、他の生徒

がだれも目標に到達できなかった場合なのである。個別場面というのは、生徒個

々の目標はそれぞれ独立し、関わりがない。生徒は、自分の目標達成の程度と他

の生徒のそれとは無関係だと捉えているのである。協同的関係は目標構造が促進

的相互依存関係となっている場合をいう。すなわち、生徒たちは集団の他の成員

も全員一緒に目標を達成したときにそれぞれにとっての目標が達成されたことに

なるような場合なのである。

Johnsonら は、これら3つの目標構造の内、最も重要なのは協同であると考え

ているが、他の 2つあ目標構造を全く不要なものと考えているわけではない。競

争学習、個別学習は、それらが適切であるかぎりは協同学習を補完するものであ

り、生徒が楽しみながら適度に競争する機会や自分の力で筋道を切り開いていく

機会となるものと考えているのである (Johnsol,&Johnson,F.P。 198η .

Johnsonら は、小集団で課題に取り組ませる場面を作ればそれがすなわち協同

学習という訳にはいかないとも述べている。彼らは協同学習の5つの基本的要素

をあげている。
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その 1つは「促進的相互依存関係」を成立させることである。この関係が成立

した集団では、個々の成員は自分の働きが伸間のためになり、仲間の働きが自分

のためになっていることをよく理解している.援助的な活動をスムーズに行ない、

自分たちの連帯による成功を喜び合うようになる。このような関係を作り出すた

めには、成員が共に理解し取り組める集団課題を準備することが必要であり、さ

らなる工夫としては、成績評価に際してグループの成果を加算するとか、意見交

換の必要性を増すために、成員に別々の情報を与えるとか、集団の運営に必要な

役割 (司会、記録など)を与えるなどがある。

2つめは「対面的な相互作用」を交わさせることである。協同によって促され

る相互作用が実質的な効果、すなわち、①理解、習得の促進、定着、②相互作用

経験による社会的技能の習得、態度形成、③個々の成員の学習結果に関する評価

のためのフィードバック情報の提供、④意欲の低い成員への動機づけ、⑤中間と

の人間的ふれ合いを通しての情意的経験、をもたらしているのである。このよう

な相互作用を可能にするためには集団のサイズが大きくてはいけない。

3つめは「個人としての責任」を持たせることである。学習成果を集国の他入

に任せて済むような事態設定をしてはいけない。集団での学習後に個Bllのテスト

をしたり、習得内容を他の成員に説明させたり、貢献の程度を評価し合うなどの

手続きが必要である。協同学習の目的には成員を強い個人にすることも含まれて

いる。協同学習の後に自分だけで取り組む力が増していることが必要である。

4つめは「対人技能や小集団の運営技能」を持たせることである。そのような

技能が未熟であれば協力させることはできない。必要な技能を習得し、①互いを

知り合い、信頼する、②正確で明確なコミュニケーションを交わす、③互いに受

容し、支え合う、④対立を建設的に解決する、ことを学ぶ必要がある.

5つめは「集団の改善手続き」が組み込んであるかどうかということである。

集団活動の過程を振り返り、①成員のどのような活動が効果的であり、そうでな

かったか、②どのような活動が続けられるべきか、を反省させるのである.各集

団の反省と同時に、学級全体については教師がその手続きをリードする。この手

続きはまた、基本的には集団や学級の良いところを誉める働きも持っており、生

徒たちに自己効力感を持たせる機会ともなっている。

Johnsonら は、技術、政治、経済、環境といった人間生活の諸側面で、ますま

す協同が必要となってきているという認識の元に、学校がそこで役に立つ教育を

行なうためにも協同学習の必要性を説いている。「生徒にとって必要なのは、相

互依存関係をうまく取り扱う力、異なる国籍や文化的立場から生じる葛藤を協同

の枠内で解決し、個人として急激な変化に適応できる力を学習すること」 (John―

sol,Johnsol,&Hulubec 1990,p.10だ という考えが、彼らの協同学習の研究を

推進する基本になっているのである.
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{2}授業の進め方

Iohnsol,Johnsol&Holubec(1990では、協力学習の授業の流れを、教師の働

き掛けの内容という形で19のステップに分けて整理している。

ステップ 1では、指導目標の具体化をする.その際、教科領域の目標だけでな

く、協同技能に関する目標設定も忘れてはならな機。́

ステップ2では、集団のサイズを決める。サイズは話し合いの時間の長さ、子

どもたちの相互作用技能、課題の質などを考慮する必要がある。取り組みの初期

は3人集団が良いことが多い。また、 6人が上限である。

ステップ3では、生徒を集団に分ける.構成は、生徒の特性のさまざまな側面

で集団内異質が望ましい。また編成は教師が行なうほうが良いことが多い:生徒

に任せて成功する例は少ない。集団の組み替えは、それがうまく機能するまで待

ったほうが良いが、学級のあらゆる仲間と関わる機会を作ることは意義がある。

ステップ4では、成員が他の集団のじゃまにならず、しかも話し合いがスムー

ズにできるような教室内での配置を工夫する。

ステップ5では、生徒の促進的相互依存関係を促す教材を工夫する。集団に一

つだけ教材を配るとか、成員ごとに異なる情報を与えて、解決のためにはそれを

合わせなくてはならなくするとか、集団同土を競わせるといった工夫がある。

ステップ6では、相互依存性を強めるために役割を指定する。役割には、まと

め係、点検係、矯正係、研究・連絡係、関連づけ・改良係、記録係、応援係、監

視係などがある。

ステップ7では、勉強の課題を説明する.課題は明確に伝なくてはならない。

また、その課題の意義を説明し、さらに既習の知識との関連づけを行なうことが

望ましい.課題を理解したかどうか、集国内での確認を求めることも必要である。

ステップ8では、協同事態の設定をする。たとえば、集団として一つレポート

をまとめるように求めるとか、集団に賞を与えるようにするなどの工夫がある。

ステップ9では、個人の責任を持たせる仕組みを作ることである。時に集国内

の成員からランダムに選んだ者に説明をさせるとか、集団内で理解度をチェック

させたり、ランダムに選び出した者の結果を集団の評価にするといった工夫があ

る。

ステップ10では、集団間の協同を作り出す。学級全体を評価するとかゝ他の集

団への手助けを奨励するといった工夫がある。

ステップ11では、成功の基準を説明する。個々の生徒が到達すべき絶対評価の

基準としての目標を設定し、それが競争的構造を持っていないことを理解させる。

目標は個別に違う場合も、同じ場合もある。また、日標は、経験したとか、相対

的に進歩したといった形のものもあり得る。

ステップ12では、望ましい行動は何かを明らかに示す。効果的な相互作用の形

としてどのようなものがあるかを教師自身が認識しておき、 2、 3回の授業につ
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き 1、 2の望ましい行動を強調し、生徒に認識させる。

ステップ13では、生徒の行動を観察する.①生徒たちは課題を理解しているか、

②積極的な援助をし合い、個人の責任を自党しているか、③達成すべき基準向か

って活動しているか、またその基準は適切か、④指示どうりの行動を実践してい

るか、などが主な観察ポイントとなる.さ らに詳しい視点についてはJohnson,&

Johnson(1990に触れられている わp.207-22鋤 。また、生徒による生徒の観察も

意義あることとして紹介されている。意義は、その情報の内容だけでなく、観察

を通して生徒自身がよりよい相互作用の在り方に 気づくという面に もあるので

ある。

ステップ14では、課題への援助を与える。学習過程で教師は課題解決への助言

をする機会があるが、その際には課題に即した具体的な言い方に努め、生徒の学

習を強化する。

ステップ15では、協力する技能を教えるために集団での活動に割って入る.観
察途中で必要な協同技能を持ち合わさない集団に気づいたときには教師が協同の

仕方を教えることになる。ただ、集団がそれを必要としているとき以外は手助け

に入るべきではない。協同技能を教える最適の時期は、生徒たちがそれを必要と

しているときである。また、授業の中で教えられると、彼らはすぐにそれを実際

に使ってみることができる。なお、生徒が技能の大切さを認識しており、彼らが

技能を検討することのできる時間が保障されていることも必要なことである。

ステップ16では、授業を終了させる。それまでに生徒は学習内容を十分理解し

ていなくてはいけない。教師はまとめを行ない、生徒の質問に答えたりする。

ステップ17では、生徒の学習を質的、量的に評価する。予め明示していた基準

に照らして評価する。また、その情報を元に、集団の協同に関しても評価し、成

員に伝える。

ステップ18では、集団がどれほどうまく機能したかを査定する.授業後、集団

の活動について生徒同士話し合わせることが必要である.教師は自分の観察情報

を提供する。この査定の経験を通して、成員は各自、信頼でき、熟練した成員と

しての枠組みを形成していくのである。

ステップ19では、勉強に関する諭争を仕組む。生徒が協同経験を十分に積んだ

段階で、さらに生徒の動機づけを高めようとするときには、生徒の中で見られた

意見の不一致を取り上げ、学級を2つのペアからなる4人集団に分け、それぞれ

の集団で 2対 2のディベー トを行なわせる.その後4人で集団成員全員が納得す

る結論を作り出すという経験を仕組むのである。

Johnsonら は、このような手続きを根づかせることは決して簡単なことではな

いと述べている。一つの教科、一つの学級が広がりのスター トであると断ってい

るのである。
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教
委
指
導
課
は

「中
学
校

に
対
し
て
は
、
生
徒
が
目
的
意

識
を
持
っ
て
高
校
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
進
路
指
導
を



ヨ つ「 1年
県内の高校(公私立)の中途退学状況

公
私
立
別
で
は
、
私
立
が
五

こ
の
中
国
新
聞
の
記
事
は
、
主
観
的
に
は
事
実
を
述
べ
た
っ

も
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
読
者
に
は
誤

っ
た
受
け
止
め
を
さ

れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、

「高
校
全
入
制
」
の
も
と
で
、
中
学
の
進
路
指
導

や
高
校
で
の
指
導
の
在
り
方
に
問
題
が
あ
る
か
ら
、
多
数
の
退

学
者
を
出
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
多
く
の
退
学
者
を
出
す

背
景
に
は
、

「高
校
全
入
制
」
が
あ
り
、
さ
ら
に
学
校
現
場
に

こ
そ
問
題
が
あ
る
、
と
す
る
す
り
換
え
の
論
議
の
方
向

へ
行
く

危
険
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

こ
れ
は
切
り
捨
て
の
論
理
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。
少
な
く

と
も
私
た
ち
が
長
年
培

っ
て
き
た
同
和
教
育
の
否
定
に
つ
な
が

り
ま
す
。
今
日
の
学
校
教
育
に
現
存
す
る
克
服
す
べ
き
諸
課
題

全
て
と
無
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
と
り
わ
け
退
学
者
問
題

の

一
番
大
き
な
課
題
は

「学
校
間
格
差
の
解
消
」
で
あ
る
こ
と

は
、
す
で
に
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
せ
め
て

高
校
教
育
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
全
て
の
人
の
入
学

を
保
障
す
る

「高
校
全
入
制
」
は
達
成
さ
れ
た
も
の
の
、
学

一
校
間
格
差
を
は
じ
め
諸
矛
盾
の
改
善
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た

め
に
、
中
学
で
の
進
路
指
導
や
高
校
で
の
指
導
の
在
り
方
の

困
難
性
が
背
景
に
あ

っ
て
、
こ
の
結
果
に
な
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

ぐ
ら
い
の
表
現
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
就
学
保
障
を
阻
害
す
る
外
的
諸
条
件
を
的
確
に
把

握
し
て
き
ま
し
た
．
そ
し
て
、
そ
の
状
況
の
改
善
を
勝
ち
取
る

運
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
と
同
時
に
、

「今
、
私
た
ち

は
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。
」
を
模
索
し
続
け
て
い
ま

す
．
困
難
点
を
あ
げ

つ
ら
う
こ
と
は
し
な
い
で
、
日
の
前
に
い

る
生
徒
た
ち
に
何
が
出
来
る
か
を
真
剣
に
考
え
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
私
た
ち
が
同
和
教
育
の
総
括
運
動
か
ら
学
ん
で
き

た
こ
と
な
の
で
す
．

県
教
委
指
導
課
に
よ
る
と

「
詳

し
い
資
料
は
な
い
が
、　
一
年
生

で
の
退
学
の
大
半
は

一
学
期
に

０
％
近
く
を
古
め
て
い
る
。

・
県
教
委
は
、
九
六
年
度
の
高

校
進
学
率
を
九
九

・
五
％
と
想

(県教委調べ)
2.2

L.7% L8 1。7受 り 1.8

1987 88  89  90  91  92  93  94 9596套 ]1菫

中 ―

国 九
新 九
聞 七
ひ 年
ろ 八
し 月
ま 一

総 九
合 日
欄

い 工 求u大
め

と な
｀

話 ど 高
し を 校
て 指 に
もヽ さ再I l」

る し 学°
て 習
い ら
き 答
た こ

昨年 度 、県 内

再

ｙ



差
別
事
件
が
起
こ
り
ま
す
．ヽ
そ
の
差
別
事
件
が
起
こ
る
べ
く

し
て
起
こ
っ
た
背
景
の
全
て
が
当
該
校
の
教
育
活
動
に
あ
る
の

で
は
な
い
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
要
因
の

う
ち
、
私
た
ち
の
教
育
活
動
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
点
検

・
総
括

を
し
て
き
た
筈
で
す
。

中
途
退
学
も
本
質
は
同
じ
で
、
私
た
ち
は
自
ら
の
教
育
活
動

に
焦
点
を
当
て
て
、
克
服
し
よ
う
と
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
営
み
に
対
す
る
評
価
の
問
題
と
し
て
、
こ
の
記
事
は

気
に
な
り
ま
す
。

な

ぜ

増

え

て

い

る

の

か

序
に
か
え
て
、
中
国
新
聞
の
記
事
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ

の
記
事
は
、
広
島
県
教
育
委
員
会
公
表
資
料

（別
紙
）
に
基
づ

い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。

（そ
の
意
味
で
数
値
は

「残
念
な
が

ら
事
実
」
な
の
で
す
）

昨
年
度
退
学
者
総
数
、
二
、
三
七
三
名
。
前
年
度
比
で
三
八

八
名
の
増
加
で
す
。
公
立
と
私
立
で
若
干
差
異
が
あ
り
ま
す
が
、

年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
退
学
率
が
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
高
校
全
入
の
実
質
的
な
否
定
に
な
る
ほ

ど
の
数
値
で
す
。
危
機
感
を
強
く
持
た
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

県
教
委
か
ら
公
表
さ
れ
る
デ
ー
タ
は
別
紙
掲
載
分
だ
け
で
す
。

（以
下
の
分
析
は
高
同
教
等
の
資
料
も
参
考
に
し
て
い
ま
す
．
）

し
か
し
、
高
校
現
場
の
み
な
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
現
場

に
つ
い
て
は
、
正
確
に
、
し
か
も
具
体
的
に
つ
か
ん
で
い
る
の

で
す
か
ら
、
そ
れ
を
重
ね
合
わ
せ
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
．大

部
分
の
学
校
で
前
年
度
に
上
乗
せ
し
て
い
る

思
わ
さ
れ
、
就
学
の
意
欲
を
そ
が
れ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？
記
事
に
県
教
委
の
調
査
と
し
て
、
萬
校
進
学
の

理
由
と
し
て

「先
生
や
親
、
友
達
に
勧
め
ら
れ
た
」
と
す
る
生

徒
が
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い
て
、
そ
の
デ
ー
タ
は
高
校

進
学
に
対
す
る
目
的
意
識
を
持

っ
て
い
な
い
こ
と
の
証
左
で
あ

る
か
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
自
分
の
周
囲

の
意
見
を
開
く
こ
と
は
、
至
極
当
た
り
前
の
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
問
題
は
、
む
し
ろ
そ
の
相
談
内
容
に
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

高
校
進
学
は
、
義
務
教
育
の
延
長
線
と
し
て
当
然
で
あ
る
と

す
る
社
会
意
識
の
中
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
．
と
こ
ろ
が
、
い
ざ

高
校

へ
進
学
し
よ
う
と
す
る
と
、
実
は
中
学
校
進
学
の
よ
う
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
表
面
上
高
校
が
選
べ
る
と
い
う
形
を
と
っ
て

は
い
ま
す
が
、
自
分
の
行
く
こ
と
の
出
来
る
高
校
と
い
う
の
が
、

ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
て
、
ふ
り
わ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

現
状
の
中
で
、
高
校
を
将
来
の
自
己
実
現
の
手
段
と
し
て
、
日

的
意
識
の
持
て
る
の
は
、
ご
く
少
数
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

（あ
の
エ
リ
ー
ト
集
団
で
あ

っ
た
旧
制
高
校
に
お
い
て
も
、
文

・
理
の
大
ま
か
な
分
け
方
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
て
み
れ
ば
、

高
校
側
が
、
中
学
生
は
目
的
意
識
を
持

っ
て
高
校

へ
進
学
し
て

く
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
す
る
の
は
、
無
理
な
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
）

し
た
が

っ
て
、
選
択
の
自
由
に
名
を
借
り
て
、
内
実
は

「競

争
の
論
理
」
の
勝
者
を
満
足
さ
せ
る
学
校
間
格
差
を
つ
く
り
、

そ
れ
に
対
応
し
た
割
り
振
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

現
状
に
は
問
題
が
あ
り
ま
す
．
こ
の
問
題
は
ひ
と
り
高
校
現
場

に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．

「地
域
の
子
ど
も
は
、
地
域
の
高
校

へ
」
と
い
う
、
今
日
の

高
校
教
育
の
ご
く
自
然
な
、
し
か
も
本
来
の
在
り
方
に
も
ど
す

た
め
に
、
中
高
の
連
携
こ
そ
が
急
務
で
す
．



高等学校等にゃ ,す 、電熱漁,温l話嘉議案晶 轟を含厠

公 。私立別 中途退学者 の年次別1推 移

2。 公 立学年別 中途退学者 の構成比年次藩l推 移 (単 位  %)

3.公 立 中途退学者 の主な理 由の構成比年 次別推移 (単 位  %)

4。 公 立中途退学者 の主 な理 由の うち 「学校 生活への不適応 」 の理 由別構成比  (単位 %)

公 立中途退学者 の主な理 由の うち進路変更の理 由別 構 成 比 (単位 ;%)

公    立 私 立 計

人数 (人 ) 比 率 (%) 人数 (人 ) 比 率 (%) 人数 (人 ) 比 率 (°/6)

平成 4
・

巳 1,656 1.8 447 1.3 2,103 1.6

国 68,822 1.9 32,372 2.1 lol,194 1。 9

平成 5
県 1,584 1_8 405 1.2 1,989 1.6

国 63,428 1.8 30,637 2.1 940065 1.9

平成 6
県 1,703 2.0 493 1.5 2.196 1。 9

国 64,229 1.9 32,172 2.2 96.401 2.0

平成 7
県 1,519 1。 9 466 1.4 1,985 1。 8

国 64,431 2.0 33,748 2.4 98,179 2.1

平成 8
県 1,810 2.3 563 l l.8 1 2,373 Zo Z

国 未 発 表

:竜繁褒別
通 信 制 計

軍 甫 4 54,0 30。 0 12.0 0.4 3.6 100。 0

平成 5 58.5 28.8 9.3 0.7 2。 7 100。 0

平成 6 57.2 30.6 9。 7 1.3 1.2 100。 0

平成 7 59。 8 29.4 9.3 1.1 0.4 100.0

平成 8

1入 建

58。 1 31.5 9。 4 0.7 0.3 100。 0

1,052 569 170 1,810

理 由

年 癬

字力のおくれ 病気・ケガ等 経済的理由 問題行畿等 進路変更 家庭の事情 学校生活ヘ

の不適応

その飽

平成 4
県 2.3 3.7 0.5 2.7 49.1 9。 4 25.3 7.0

国 10.9 3.3 1。 6 3.3 46.0 4.6 26.3 4.1

平成 5
県 5.7 3.4 0.6 4.7 41.0 8.3 27.0 9.3

国 10.5 3.2 1.6 3。 0 47.3 4.5 25.4 4.5

平成 6
県 3.0 3.0 1.1 3.2 38.0 6.3 21。 0 24.4

国 9.2 3.2 1.3 3.5 46.9 4.5 26.7 4.2

平 成 7
県 8.9 3.0 0.3 3.6 31.6 7.0 35.8 9。 8

国 8。 5 3.1 1.5 3.5 46.6 4.7 28。 5 3.8

平成 8
県 8.0 3.7 115 1 5.9 135.2 l l.6 1 35.3_ 4.8

国 未 発 表

学校の雰目気授表への具来学校生活への意歌

糞職を者望専修・各種学校
への入学をお望

目の高校への

入学をお望



私 立 高 等 学 校 に お け る 中 途 退 学 者 の 状 況

1.中 途退学者の年次別推移

年 度 人数 (人 ) 比 率 (%)

4
県 447 1。 3

国 32,372 2.1

5
県 405 1.2

国 30,637 2.1

6
県

.493 1.5

国 32,172 2.2

県 466 1.4

国 33,748 2.2

8
県 563 1.8

国 未 発 表

。学年別中途退学者の構成比年次別推移  (単位  %)

3。 中途退学者 の主 な理 由の構成比年次別推移 (単 位 %)

理  由
学力の

おくれ

病気等 経済上

の理由

問題行動等 進路変更 家庭の事情 学校生活
への不適応

その 地

4
県 4.7 8。 3 2.9 6。 3 36.7 10.3 28.4 2.4

国 7.7 5。 7 3.2 7.8 37。 5 7.5 27。 1 3.5

5
県 5.2 7.9 2.5 3.5 45。 7 16.8 16.5 1.9

国 7.2 5.6 3.9 7.6 36.5 7.7 27.6 3.8

6
ロ
バ

4.9 6.1 2。 6 4.3 42.6 11.4 24.9 3.2

国 8。 1 5.3 3.9 7.4 35。 9 7.7 27。 4 4.3

県 7.1 4.1 2.3 5.6 33.7 12.9 32.4 1.9

国 6.7 5.6 3.6 7.1 37.21 6.9 28.7 4.2

8
7.6 5.2 2.0 8.3 27.0 5.2 43.2 1.6

E 一未 発 表

4。 中途退学者の主な理 由のうち「学校生活への不適応 Jの 理由別構成比  (単位 %)

理  由 学校生活への意歌 授裏へのF虫 人間目係 学校の雰目気 そ の 他 小  計

8
優
バ

32.0 4.6 2。 3 3.2 1。 1 43。 2

国
一
一本 発 表

一

5。 中途退学者 の主 な理 由の うち進路変更 の理 由別構 成 比   (単 位  %)

全 日 制
合  計

任
‐

2  年 3 年

4 36.2 44。 1 19.7 100。 0

43.7 41.5 14.8 100。 0

53.1 36.5 10.4 100.0

41.8 45.9 12.2 100.0

8

1人 数

46.5 40。 7 12.8 100.0

262 229 72 563

理  由
31の 高校への

入学をお望

専修・各種字

校入学を若望
就織をお望

大検受験を

お望
そ  の 地 計

県 7.1 3.6 18.9 1.5 2.6 33.7

国 8.7 3.5 18.2 1.8´ 5.1 37.2

8
県 9.1 4.1 9.2 2.8 1.8 27.0

国 未 発 表
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追 究力 を高 め る歴史学習

一 豊麓 構麟 動を申春〔ご 二

春 甕井市立北城小学校  堤   泰 喜

理. :ま し配ゴこ

歴史学習で:ま、まずその時代を生きぬいた人 曇々願いや気持ちを考えさせること、次に歴史的な

因栄斃係を予想させて実轟的に考えさせること、さらに資料を自らの手で轟べ活用する姿勢を持た

せることが大曙であると思うが、小学校参歴史学習まま、ともすると、教師指導型のつ静込み式通費

学習、Eljの言い方をするなら「 中学の薄墨擁学習」に降勢がちである。

では、子ども達に主体鋳に学習させるにはどうしならよりのか。さらに、豊かな懇像力や悪考島

あくなき追究力を育てるには難舞なる手だてが必要か。また、歴史を身近なも秒としてとうえ、生

活の中に取り入れようとする子どもをどのように育てるか。それ力≦本研究鍮テ∵マである6

菫。 研究のね らい と方法

まず、子どもの心をゆさぶり、子どもの追究意欲を懇発する歴史鋳事象を開轟して教材化するこ

とが大警であると考え、時代を代表する人物の結選を1まかった。その際、次の点に警意した。

勢き難せな天轟」
●子どもが追究していく上で、十分な資料や情報がある́入物.

③時代の本質や変イヒを反映しており、子どもがイメージしやすいノ、物。

Gそ Φ時代の全体像をつかむことができる人物。

0人間的共感の持てる人物.
|

数に、この人鹿務こアプロニチす纂手だてとして、構成活動(新M・ 紙芝層〕を重視した。構成溝

難:こ

・
よって、子どもξ上、自らを懸史的識雰録幸に毅げ″入れ、意欲的に追究する姿勢を持ってくれる

ので:まないか、また、それが子ども録自己実現につながる器で1まないかと考えたからである。

歴史を動かしてきたのは人間であり,

自分 もその歴史を築きあtfていく責任

鬱 自分の間懸意識に対し
｀
、欝道を立てて

意欲鋳薔こ違究する予。

・  歴史事象を自己俳視野ly_入 れ、社会性

活の糧として取 り入れようとする子。

・  隻己表現ができる子.

「
覇
ま
驚
覆
‐

イー可
だ―
――
「
壼

〈教材の精選>

・  子どもの意欲を触発する歴史絢事

象の開発と選択.〈 人物 :こ 着翼 )

。 通史学習から教鞣が鐘成した独立

単元へ。

<構成活動≫

・  学習を離める段階やまとめ鋳段階

で新聞 :紙
=層

などを取れ入れる。

・  子どもの問題解決学習を尊重。

・  発表の場を必ず設ける。

ある一人である。



ユ 1・1口彙0内容

1側}― ～渡辺華山と江戸新聞

江戸後菫を代表する画家であり、類まれな優れた洋学者でありt政治家でもあった渡辺華曲。

1姜
p●暉0生涯の中で起きた様々な事件や、苦節に絶えながら彼が行った事業1ま 、当時の募藩体

‐義― mと 密機に関連している。そして信念臀貫き通した彼の生き様は、必ず子どもの人間

‐
―

ひき起こし。現在の自分を見つめ直す一動となるであろうと考えた。
「

まずL攀由の生涯を簡単に綴ったプリントを読ませ、自作のスラオドでポィンドを補もた。次

|‐
IEb「 これから授業でどんなことを調べてしヽきたいかJと 問うたところ、20数鰤 疑間が出され、
二それを勝鋼の課題に集約することができた。そして、この課題を学習避 (4人で1グル‐プ)で

薇目|させ与
=べ

たことをそれぞれ新聞にまとめさせた。この時、①調べたことを中心IC書 くのだ

がこそれから何がいえて、どう考えたのかを記載すること。②読者の興味をそそる絵やグラフを

颯饉■つは入れること.③新聞の最後には、まとめとして、必ず「 感想」もしては「 社説」を書

《こと.などの条件を守るよう指示した。―子どもたちは、4コ マ浸画やインダピュ▼、吹き出し、

颯購ヒ
ー

など創意工夫をこらし、新聞づくりに熱中したし全体学習では、なかなか発言でき

ない子もtグループの中では自己主張でき、生き生きと活動していた。_:
1‐ できあがった10枚の新聞は1ク ラスの一人一人にいき渡るように印刷し、全員で読み合った。

そして親縄に基づいて各班ごとに発表し、発表に対する質疑応答の時間も設定して全体協議をし

ていつた.勿論、教師側も資料を用意して、通童、補足説明を行った。

Lをご夢ゴF多ざま]を在拶彎ぜ社
|

―

務

豪

tL
《
　
島 轟軸 こ彎

江戸難題とつくる 鋳 争
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攀)実践鍵② γ野麦峠と紙芝居轟

日本砕近代化の推進力となった生糸輸釧。これを支えていた勢は、劣悪な条件で曇かされた女

工達彎細も`腕であったし彼女達の多くは、高い小作料に書じむ農民の銀であぅた。この_LE元 で1ま、

明治の時代を支えたのは誰かということを、主に女工にスポットを当て、その願いにふオ1ながら

考えさせた。

筆 1時
―

議溝・ 曇露戦争ξこ鋳て醐 端 し合う。

轟本の輸:彗 〔覇治時代)の主力は生糸で轟む、外資獲f準 に貢轟キしたことを知る.

生糸生産の中心が潤各であったことを知為拳

第2時 ――∵鐘谷の生糸生産の中心tこ なった理由を轟こ′舎う。

当時の農村の生活を調べる中で、最騨静農村の嬢が女Iになった経過を知る。

第3鋳一――女工舎警しい笙溝を知る。 (資料・・tV T R「 くらしの歴史」・ 畠葬スライド)

筆4時―二_女工鉾願い:菫鋼で■ったかを轟レ舎惨。女工の労露が果した役誕を考える,

第 5～ 7時一紙菫置の製作

第 3時一――紙芝居め発表

i第 9晴――…作文「 野麦峠を学んで」

紙萱購命製作:よ、40人 を8人ずつの5グループ:こ分け、 1人 1枚の分担とし、一つのストーリ

ーを8場通濾成とした。また、留意点として、0人物の衣5翼 や道キ 建物・ュ景などは、資料を

集ぬで調べ、グループで確かめ合うこと。②絵 :ま、そぬ緋面をひと目で理解できるょうにレィア

ウトすること。③文章:ま 、授業で学習した事柄や轟分
―
J・調べたことをなるべく多く盛争込むこと

…などを機等した。子ども達の中:こ は、共聞製作でグループの友達のイメージに刺激され、自分

のイメージに修正を加える者やも逆に友達のイメージの矛盾を指撞する者などが現われ、どの子

、も主体的に活動していた。

導.研 究の まとわ

本研究では、子どもに「 自分も歴史をつくる一員であ鶴J曇 うヽ歴史認議を育て、合わせて子ど

もの追究力を高めるために、教材の続選(入物史学騨 と構成活動を試みた.

渡華華曲の実銭で:よ、子ども達:ま 、攀直:のAと しての豊懸方に深く感動し、華量を通して江戸時

代の社会背豪を追究してt、 った。また、野麦峠砕実践では、時代をいわば底透で支えていた名もな

き女工達の姿に,こ、をつゲ動かされ「 もしも自分だったら…」と、自分を女工にオーバーラップし、:            ・  ・
魂治錢入物欝を極めて身近なもΦとしてとらえることができた。

さて、構成活動:こ つい・ごであるが、二つ鍛実鎮を通して子ども達11、 自ら調べ、伸間の意見に刺

激を受けながら主体的に歴史にアプ自―テしても`た。これは、「 つく手」という目縁、しかも「 み

んなでもくりあげる」という明確な量標があったという点や、自分の考えを発表できるという自己

実現の場を、鐘戒鸞動が与えてくれたからだと思う。二つ確実践の後で、「 またやろうね、先駐選

という子どもがほとんどであったことが、そ参事実を舞1実に物語っている。しかし、構成活動1ま 、

輔と言っても時間がかかる。この時間録確保は、教材の精選と深く関係しているが、今後のT番大

きな諜種といえる。

―
壼
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子供が主体鈎に取 り組む社会科学習の創造

～ 伝続二芸『 本美濃紙週の実践を通して ～

春日井市立北城小学校  堤 泰 喜

電. 鐘 移静まこ

「 子供にとって楽しい授業 』。
「 よくわかる授業」のelj造がもヽかに大切かiま 、十分理解されている

ところであるが、それとともに、「 子供が追究意欲を持って主体的に取 り組むことのできる社会科授

業』鍮構築を目指さな↓すれば警らなひと、私は常々考えている。つまり、社会的知識の獲得のみにと

どまらず、子供が社会鋳事実 。事象に積極的に挑み、それらか持つ意味や、それらと自分 と鍛かかわ

りを深く考えてL｀ ける援業、言もヽわえれぱゝ社会科が溺指してむヽる公民鈎資質鍮轟礎としての社会的

能力や態度な身につけさせる鐘と鍛できる授業鍛必要性を強く感ずるのであるりしかし、 5年生の産

業学習では、落容が大変豊富でこともすると、教罪の知識の一方的注入や教科書の議解的指導に隆り

やすひというのが実清であ番.そ こで.本研究で:ま、まず子供参実態を調べあげ、そこから当然生ま

れる「 子供をこう変えたい。ノ」という願いに基づいて素材を発握し教材化を試みた。そして、子供が

主体的に取り組む社会科学習を目指して、その具体的方法を私なりに考案し、実践してみた。

燈黎 研 究 鍮 肉容

(1)労働認識に関する子供の実態 (本学繍霊名 )

野働く寧金鷺け」と簡単に決めつけ轟子供が多く、収入や仕事の華やかさだけにとらわれる置向

が強甕 言ひわえれば、労働を表繭鋳:こ しかとらえることができず、多面鈎に違究しようとする姿

勢 も鐵も`。また、自ら社会の一員であるとりう認識が霧難であ勢ゝ 彎量に対する見方 亀第二者鞠で

ある寺

(2)い まなぜ「 伝統工業学習壺か

この実態か ら、私 :よ 、大企業優先・利溺第一の社会釣風轟の中で今なお占くか らの技術を生かし

て黙々と生産に携わつている人々、すなわち伝続鋳な工業に携わっている人々の仕事ぶりに触れさ

せる機会を、子供達に是非与えてあげたいと思った。それ :ま 、伝統飽工芸轟をつくる人々が、「 や

りが軽ヽJや「 誇移」を持って仕事に打ち込んでいるからである。また、長い軽 な絶つまぬ修練に

よつて培与た手作りの技術 ll■ 、誰もまねることのできなもヽものである二すなわ摯嶽統工業学習は、

「 人間遅麟鍮学習」であり、収入や外見だ尋jに とらわれがちな子供達に働くことの意義を再確認さ

せる場を提供してくれると考えた。またゝ鐘続的な工業に抱在する「 使い手鍮願し` Jと「 作り手の

喜ぴ」と翁関係、すなわら生産と講費の綾本的な在り方を学習させ轟ことにより、訂使い捨ての時

代」という言葉ξこ代表される大量生産 。大量縫費の近代工業勢システムに鑓く逮る驀を育てること

ができる,で 1ま ないかと考ぇた。つまり、議 鍛良さ4美しさを知 らせることだ:す を目鋳とする0
で:ま なく、伝統工業の学習を通して、社会を見る猥を育てるのである。



0素 材の発議と教材化 ～美凛線 を選択した理由～

実は.― にも伝統工業学習の教材はある。言わずと知れた“瀬戸鰐)でぁる。しかし、教科

書では.主として機械化・分業化のすすんだ生産形態に力点を置いており、機械慣澪tし た子供達が
興味や領陽を叡 ほどの魅力を感じさせるものは残念ながら見うけられない。そこで、次の4つの

理由から美濃和帳を教材化することにしたご

0和 紙は、子供達にとって比較的身近な伝統工芸晶であり、子供自身が、手にとって製品の良

さを感じることができる。また、製造の工程も理解しやすい。

O 目から「 伝綺的工芸品Jの指定を受けている美濃和紙は、品質が良く、その製品は、子供達

に■きと感動を与え、伝統的技術への興味。関心を馨|き 起こしやすい。

0美
―

・古田行三氏の仕事ぶりを追究させることにより、後継者不足・材料の入手難

載入の問題など、伝統工業全体が抱えている問題をとらえさせることができる。

0美 濃和紙職人・古田行三氏の仕事に対する考え方・生き方を学ぶことによりゝ 労働に対する

― 認識に広がりを持たせることができる。

0授 業実践 ～三本の柱～

子供が意欲を持って主体的に取り組む学習は、社会科では、地域学習に委ねられる場合が多い.

それはゝ子供にとって身近である素材を教材化するためゝ子供が自らの目や足で調べたり考えたり

することができるからである.では、今回のように、春日井市にない素材を教材化する時、一体ど

のようにして.地域の現場学習ができないというハンディーを乗り越え、子供が主体的に活動する

授業を目造するか.この課題を克服するため 三ゝ本の柱を打ち立てて実践した。

授奪貫
=貴

tの充実 体験学習の導入 構成活動の重視

視聴覚
=資

■を充実させ、 「 紙をすく」ともヽ多纏擬鐵  学習して難た事轟を電子供―

これを有効に使えばも地域の |を 、課題追究の鑽階に導入すれ 1人事とうに、消盤させた自ら鍛

現場学習に向遣する効果が得 iば、子供は五感を働かせて、広 1言葉でまとなさせること:ま、子

られるので1まないかと考え、 iい見地から闘種を追究していく 1供の思考力を捧ぱし、調べる力

ビデオ(自作 )「 伝続工芸本 :よ うになるゆではなしヽかと考え、|を養い、さらに学習の充実感を

美濃紙 ～古爾行三さんを訪 1材料と燿具を揃えて、紙ずきを |も たらす舎ではなもヽかと鷲え、

ねて～ J・ スライド(轟 作 )|ひ とり量回ずつ体験させ、自分 :ま とめ勢駿落に Fノモンプレット

カセットテープ(吉要さん参 :達の相紙をつくらせた。 作り磐ともヽわ構成活動をとう入

生の声 )な どの整備に努めた。

ビデオ「 伝続工芸本美濃紙～古饉行三さんを訪ねて一』1ま 、3理にわたって美濃彗に足を運び、

長良∫::上流の様子・和紙の材料・製造工程などを1辱浩にまとめて収録した。これによって子供達は、

_和紙津りの実態をリアルに把握する銀とができ亀と黒う。また、実際に自分で紙をすくという体験

をしたことにより、舞1何に古隅氏の技術が素晴しひものであるかを、そして、それは並大抵の修織

では得られないということを体で感じとったはずである。さらに、構成活動では、美濃和紙を童舞
r

するバンフレット作りに、子供達は、独自の発想とalj意ェ夫をこらして意欲的に取り纏んだ。構成

活動Iま、単に知識の定着化を鍵すだけでなく、轟分でつくりあげるんだとも`惨クリエイティプな姿



勢を育成する0に有効であった。

(5)授業展開の概略

課

題

把

握

和紙と洋紙を、様々な角度から比較実験して、それぞれの特

徴をグループごとにまとめる。

議紙鍛長裁 :こ つひて轟 じ合い

くる。

この単元で学管 する課題をつ
|

和紙・洋紙の実物 (グ

ノンープに一枚ずつ )

カード(八切り画用紙 )

KJ法
バンフレット(2種 )

VTJ紙開発最前戦 J

ビデオ(自作 )

プリント・スライド

自作ビデオ

テープF和紙づくりで

何が―瑠騨雛しもヽ力ゝ」

紙すきの道具

テープ「 仕事に対する

古露さんΦ考えゴ

テープ「 後繊者の購

について J

王子製紙春日井工場について議べ、洋紙が機械によって大量

生産されていることを理解する。

課 41 ピデオ鍛視聴に奪り、和紙が手づくりで生産 されていること

1を知る。生産工程をまとめる。

古圏さんの正夫を調べる。

紙すきが大鶴 度な節 であることに気づくとともに、その

技術等習得には、長 く書しい修業が必要とされることを知る。

|

紙すさの模擬体験なすることにょり、吉獲さんの仕事のすば

究 1穣

概

念

化

らしさを五感でつかむ。

91 古田さんの生 きがいや、経事に対する誇りについて考える。

10: これからの和紙づくりはどうあるべきかを、伝統ェ業全体の

1問題として考え.話し合う。

111 これまでの学習をもとに、和紙に対する轟分の考えをもり込

121ん だバンフレット要美濃和紙ゴをつくり、グループごとで読み

Jl韓整壼
・

_三二_二“______― 一―141 伝統工芸カルタ大会 伝統工芸カルタ

15: 作文訂墓翼さんΦ仕事を学え′で塵

3.覆賞 彎成果 と今後鐙轟轟

美濃和紙職人・古銀行三興吟生きかたにスポットをあてた本教轄は、子供動かをゆさぶり、学習意

欲を高轟た。重要無形文化財に指定されながらも.最ることなくひたすら「 使ってくれる人が喜んで

くれる組選をつくり続ける古鶏氏の姿勢、1轟0年の歴史の重みを肩に背負ひながら、美農穣紙の伝統

を書う続ける禽爾民の心意気に触れ、子供達1ま .「 曇く」とも`うことの意難をこれまで≧:ま違った側

面から考えるよう1こ なった舎ではなひかと思う。また、本研究によって、視聴覚的資料⑫有効な活用

体験学習 構゙成活動を有機的:こ結合させれξず、たこえ地域の現場報 が不可能であもても、子供が主

体勢に毅藝組む緩業が創造できるともヽうことをある程度実証することができた鍮で:ま ないかと思う。

しかし、観蝙覚鋳資料の視聴や体験学習・構成活動をどのような場面でど鈴ように導入するかとい

う点については、まだまだ再考織栽地がある。子供磯実態に基づlF Lた効果的な導入方法鉾検討が今後

勢課題であると言える。

資 料  etc時 れ流鍛習学

2
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「環境に目を開く子どもJを育てる社会科学習

碁褻井市立1む城電ヽ学校  鍵 泰喜

■  研 究 の ね ら い

(1)今なぜ「環境学習Jか                            :

近年,・ 社会科では「公害学習」にかわり,「環境学書」という言葉が,よ く使われる .

ようになつた。それは,従来の水俣病等の公害が,加害者である企業と被害者である住 |

民という図式で表わされてきたのに対し,今日の深刻な環境問題は,我 ず々般市民が, 1

加害者と被害者の画面を演しており,よ りよもヽ環境形成者の育成が強く望まれているか■

らである。今まさに,「環境認識の深イヒJを促す授業実践の具体化が,強く求められて ヽ

Lゝ るといえよう。改訂学習指導要領の5年生社会科における「内容の取扱いJの部分に
|

見られる「環境保全のための国民一人す人の協力の必要性に気付かせるよう配慮する者‐|

要がある。Jと し`ラー筆鐘=環境学響が現代的な議題であることを物語つている。

(2)「 環境Jに対する子どもの意識

本学畿 《35名 }を対象に実施した意識調査曇纏果でF特 :こ興味灘諄ヽめは, ξ人轟ほ蓼

懇然を大切にしてしヽますか ?」 という問しヽに対し,各 7%壽子どもが「いしヽえ」と答え

ていふことで轟る。つまり,過半数の子どもが,「 人間は,自然を糧末ζこしている」と

しヽう否定的反応を示しているのである。しかも,「 工場がきたないけむりや排水を轟じ

ているから轟など鍛意見:こ象徴されるようにァ子ども達鋳意識の中に「養然環境の破崚

毅鐘o人がやったことで,自 分にこま関係なぃJと いつた “対岸の人事"鋳ような感覚が

轟轟
・
ことi量膏hない。私はまこうした第二者的で逸律鋳な子ども達ここ,「 自分も『宇宙

幾地球号の乗鍾藁曇れしてよ鯵よい環境づくりをしてい<責任ある一人なんだ」としヽう

鐘堂を持をせる必要性を強く感じと。今こそ,「 環境をこ目を開<」 子どもの育成を本気

で輪ず碁べき時なので轟る。

餓。 覆轟 蓼箋≪摯 武理 童

(霧 }薫材の発握と教輔化

鐘律鋳で無闘心な子ども達の理を「轟鏡 Jをこnl・Iさ せるため:こ鐵,や |ま り,子 ども達

が実体験や違体験めてきる “地域環擁
野

を教材化することが望ましをヽ。しかし,それだ

はでは,一元的な見方に臨りやすいのではないかと考え,比較対曜の事象≧して,「琵

琶湖の水のよどれ』鐘スポ ノヽトを当て,教材化を試みた。滋賀県録人々鈴琵琶湖回復に

向けた努力を学ぱせる中で,「 自分ならどうするか。」「自分達の町はどうか。」とい

う観点で環境問題を考えさせれば,子 どもの思考に深まりが出てくると考えたからであ

る寺教材化するに轟たつては,滋賀県教育委員会学校教育轟のメ::崎睦男指導主事ここご指

・
導をいただ機た。



(2)彊を生かす学習課題

“置"を生かす指導は,今日かなつ重要視されていることの轟つとしヽえる。これ‡ま3   ‐

本来P学校における教育活動全体を通して行わな l・lればならなしゝも母であるが,社会科   |
指導の中では,どのような点を配慮すべきで轟ろぅな。当然,達成度・興味闘心・学習   |
速度等に見られる握人差を認め,それまこ応した指導をェ夫すべきであろうが,なは,響    |
き合い高め合う “話し合い"(一斉学習》を軸ここすぇた学習過程鋳中ほ争握性化教育を   ‐

題み入れる手立ての一つとして,ど翁子ξこも学ぼせたい学習課題 《基礎轟翻 と自分で
切り開いていく課題 (自 由課題・選択課題》を設けた。

必修課題『環境学習ワークプック虜

ひとりひとりの子どもの個性は,基礎的事IF~を 確実に習得

させて初めて生かされるものと思われる。知識のないところ

に思考は生まれない。単元における基礎内容を明確にする事

が先決である.そこで,どの子にも「最低これだけは学習し
'

てほしbl」 という内容を『環境学習ワークブック』にまとめ ,

活用した.

自由課題『 こだわリカード』

個性を生かすということは,子どもが,自分で主・ft鋳‡こ取り綴ふ,曲分なり鋳考え
を持ち,自 己表現できるようにするこそである。それには,子 どもの Fあれ?舞かし
いぞ?」 「なぜかな?J「 もっと知りたいなJと いう素朴な気持ちを大騨|こ .し てやる
ことが必要である。そこで,自分の “こだあつ

掛
を自分自身のヵで解決してぃ<学習

である『こだわリカード』をやらせてみた+(基礎課題と並行。強轟暑ましない。}

選択課題『地球環境レポニト虜

個性を生かす指導まこと略て意ftて ならない鋳奪ま,主体的事鐸 ぶ学習の仕方を身‡こつ

けさせることではないだ轟うか。ここでは,作業価学習 (構成感動 )を幾轟的 jこ取 り
入れることによって,学習蒔仕方を身鐘準ますさせることが可寵で轟轟と考えた。

そこで,必修課題・自農課題の発羅鋳学習≧して,選択課題を単元の最後 :こ 位置づ
l・ lた 。これ:ま ,テーマを子ども自身が選択 しF自分母力でレギー 許を作成すると等ヽう
活動である。

〔3)わかる授業の工夫

ア 視聴覚資料鍮充実
「見え:こ <い ものを見やす<するJ「 見れないものが教室で見れる』としゝうメディア
としての視聴覚資料の有麟性;ま ,.論ずるまでもなもゝ。今繭予琵琶轟の本質薄染 :こ爾す
るVTR映像を入手する‡こふだ砕 子鐘賀県生活環境部轟糠室鋳青山諄司氏・滋賀県琵
琶湖覆究所の高甕俊秀氏‡こ多大なるご理解ご協力を簸ゝただ懸ゞた。



イ 体験学習の重視

、環境を身近にとらえさせるためには,子どもが,五感を

があると考えJ基礎課題の学習過程の申で ,「 水質調査 J

習を取り入れた。

水質調査をする子ども達       石 :ナんづくり

3 奪 轟 装 騨華 銅

「環境問題鋳学習をして」

フルに使つて活動する必要

「石:すんづくり」の体験学

自

　

由

　

課

　

題

家

庭

学

1習

石:ナんづくりに取り組む子ども達

る

羹 覇 爾 L事貫1薦議議拿2Ъぃ名 しbぅ。|・

VTR簿ゎ測に

1難

闘』

畷電議が近年急激覆よごれてきたことを譲る。 |゛ VTR

轟轟隷轟余彗轟彗賃奪
=轟

繁震彗奮キ轟ebぅ。
|.f懸菫議:IEiEl鷹

麗琶海の水をきれいにするために運露県の人々 1・ VTR

T轟鱗発沖てば …

爾琶湖め糧要 (大 きさ,農さ讐

'::な

ど―)を舞 :・ プリン ト「諄んなのびわ湖』

覆1時 1 鑑業のテーマ |1     学  習  内  容       !   主 な 資 料

● 督彗の くらしの中で ,水 をどんなことここ資つて
いるか饗し合う。

● 学校や家てどの くらい水を賛つてい辱か鋼べ ,

水の必要性を考える.

● ホの環環システムを知る。

議 題 把 握

水のよこれと私たち10生活とのかかわりを
舞べよう。

囁
よ炒:瞳営颯:言言凩冬:動

・
T鮮罐辞lB甲

嚢1「

篭fttl'醜
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し
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4 研 究 の 成 果 と 今 後 の 課 題

教 材

琵琶輝の水の汚れにスポットをあてお教材は,子ども達鍮心をやさぶ り,学習意欲

の向上を促した。また,必修課題として子どもたちが追究する贔裁 分耐え得るもぬで

あつた。子ども達は,滋賀県民め努力|こ 畝 轟鋳柔鳴"を示すととも‡こ, F鑽分だつ

たら」という観点:こ立幸て,環境問題をより身近なもやとしてとみえて壽嗜た。そし

て,自分のまわりの地域環境と琵琶轟を対比すること:こ より,「 自鐘‡まどうあるべき

か二「私達は何をなすべきかJな ど,環境に対する認識を深めてしヽつ尭 .

最後に書かせた作文「環境問題釣学習をしてJの中‡こ「うちの前の道:ま人がポイポイ

空き缶をすてる:す ど,そ の人達‡こも地球が死‡こかか嗜てい懸ことを教えてあげたしヽ。 J

「ヘラヘラ生きている人ももつと真剣‡こ考えてなしじヽ。』などの感想が見られた。また ,

「先生 :みんなに呼びかけるポスターを作ゐうよ lJと いうH男の言葉は,釘より嬉 じ

かつた。自分を取り巻<地域環境の現状を正じ<と 与え,改善への努力を最ら行為うと

する
凛
主体的環境観"が本研究‡こよつて養われたとみてもいしヽので‡まないかと思 う。

しかし,一つの学年の単発的を実畿だけで‡ま,_やはり弱纂。M学年からゃ発達段階:こ

応した環境学習カリキュラム鋳作成が1今後の大きな課題で轟るといえよう。_

f固 を 生建L3拳 事`舞
‐f壌費雇嘉許:蓼轟題

必修課題の『環境学習ワークダサク選を逓馬した学習では,単なる知識鋳響 り売 り

に限らないよう配慮した。「まず自分で考え,それをクラスの話し合いの中で発表す

る」という流れの中で,子 ども達‡よ, “ひぴき合い高め合う“楽 しさ"を感じとっと4ま

ずである。また,『環境学習ワークダック選‡ま,単元ておさえるべき基礎鋳繭容を習

得させるのに絶大なる威力を発揮した。

自由課題『こだわリガード』:ま ,必修課題と並行してすすめた。子ども達鋳懇主性

を育てるとともに「この子が何にこだわり,どめようにせまっていったか」と鶴ヽう過

程を知ることができ,評価の面でも役立った。

選択課題『地球環境レポー ト』は「青く美 しい地球を守るために」としヽう大テ轟マ

のもとで,子 ども達が自分になつたノ∫ヽテーマを設定し,自 ら調べ自らレポー ト‡こまれ

めるという形態をとつた。できあがつたレポ‐卜を『 多年 1織からの提言』と題した

冊fillこ まとめ ,読ふ合つた。こ蒔構成轟動‡ま,予ども達鍛f爾性・ell造性 呻主体性を高

めると同時に「資料収轟麓力のR上 J「 環境認識鋳深化」を鍵した。

オっか 凛塾 J摩彗嘉餞σつ 童三デ電

赤覇発生の状況や住民運難などの生々襲い映像 《借燿 したVTR。 自作ステイド》

は,子ども達の興味轟心を高島事学習意歓をそそうた。また, F水質調査重「石けん

作り」といつた体験学習‡ま,子どち達の思考や轟議を深録させ轟と同時:こ ,環境‡こ対

して “積極的に挑む態度"を養う場‡鍛 異的であつた。



豊かな国際認識を育てる社会科授業

～グ爾―バル教育機 ざして～

春轟井市立繭域中学校 泰 喜

1.主題設定の理由

私が勤める南城中学校は,ケローナ市のRJSS校 (ラフトラガ ジュニアセカンダリースタ尋 )と
姉妹校提携を結んでおり,生翻 互の交流も盛んである。このような学校ぐるみでの国

臨 の有効性は論ずるまでもない。しかし,真の意味で生徒の国際感覚を磨き,望ま

しい国際認識を育てるに:ま,こ うした人的交流と並行して日々の地道な学習活動の積み

上げが必要と考える。本研究では, ミネソタ大学のコーガン教授(Jom J.偽卿総が提唱

しているグ爾―バル教育を,社会科の授業の中でどう実践していくべきかを考察したい

と考え,主題を設定した。

2.研究の目標と方法

i g w Eat ,trf* -+trr rrJE *te q {'F rJE ii +ftlo*iEBtffiAEELfrA**fr1 !:-
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3_競 の内容

実践鯛0 「世界の中の日本農業 ～コメの輸入自由化問題～J.

「 コメの輸入自由化間趣 :こ代表される今日の日本農業の問題は,政治・貿易・ 外交
など様々なファクタニを含んでおり,国内事情だけで|ま判断できないグローバルな問題
となっている。南城中校区は,麗園風景が随所にひろがり,生徒が農業を目にする機会

は多いれ 必ずしも農業が彼らの生活にとって身近な存在であるとは言えない。ここで

Rふ だん何気なく食べているコメ汎 広く国際社会ともかかわりをもっていること,

覇作農家が世界情勢を視野に入れて奮闘努力していることなどを学習することによって,

グローバルな視点から現代社会を鋭く見つめる目を養いたいと考え,単元を構築した。

舞 事 二 日寺

: 単  元  構  造 慶霊  (5時 間完了) :

肇印臨 指導上の留意点

予習課題ず入轟ヽ辱葉警漂薯警責瞥Fの
ような努力をしていくべきか,置は何をな

第 3時

じ辱二籠奮星肇籠:Fて
g日本はわょ

:に
対警

:襲葬l鮮撃驚なの験
.豪 農家が安心して轟作機 るょうな

国の政策が必要とされることを無基.

大 野 さ ん へ ■ イ ■ タ ビ ュ ー VTR録 画

第 4時

大野さんの話を聞いて.感態を議し合う。

6「轟懸暉亀:轟I野
守

中ン

'「

コメ戦略」

授業を進める上で特に配慮した点豪, '5 彦 のょう暑ポ

問題となっているかを深くほり下げて考えき彗轟通とでRる。

そのために,生徒自らの主体鋳な 関歌哺陶難 と,´ それ:こ基づ

いた「討議会」を重視するとともに,ア プリカ大嬢醸農業経鷲

のイメージイ≧を図るVTR資料やカリフォルニア米鑢 鋳畿

さらに「食味体験Jを導入するなど,生徒の思考を豊無こさ彗

る学習活動を組み込んだ。

○ 食料套籍率ユ 曇絵轟量(参 ,1,べ ‐R)で計算す墨と
綱%鑑鬱報)であり,先進曇では最低であることやぉ
日本が量昇屈指の

― 入国であることを知る。
豪 外国と比較しながら自給率が下がっな撃曲
を考えさせる。

↓
0曇 勁め軒 も,メ だ羹 給率100%を維持し
ていることに気づく。

豪 日本の農藁参あり方を主食である
°コメ'

― を中曇 考えていくこと彗 する。

こぜコメ
ー

饉腱率100%なのかを調べる。

Ci 食轡管理綱度とコメの流通を調べみ.

て二蒸事項をだ春え る。

ず:ント「鮭 管警継亀

rダラフ 寝 舞 期
VTR fア メf力 太二奮

=事
1

Pう ,「輩 讚 壺

第 2時 ::■

~[ 
馬菫 ,■ ・I書

=を
■～くこ.

:轟麦 :30%戦入
:f彙菱185%輸入
:短 195%輸入

TPグラフiE本 0食覇颯書ロリ

職 }詐 自鼻基畿 雛 F・・
贅裁・難務,議を私

ぎ象誉看登奮章FttL「象子賛金言讐警墨鐘畠曇勇菫尊酵慧姦虚懸輩言奮ξ

○ 下市場言農組合のあらましを軸る。
O 銀合長の大野さんへの質問項書をまとめる。

繭覇紙
I難で霧

=蓄
雄1:… 藝で :

:ま た軸 を書もちて黒 :

:距鮮墾霧す鳥魚_.:

糧奪γΥ書葬韓鼻罐えj



また1学習活動の中で 1人の営み
勢

い覧えてくる

ように,地域素材として下市場土地改良区営農組合

をとりあ:九 組合員へのインタピューなどを行ったょ

その中で生徒は,機械の共同購入によるコストダウ

ンや請負農業の導入事消費者のユーズに合った新品

種の開発なこ 地元の農家が諄 の情勢を視野に入

れて相当な勉強と努力をしていることを知り,その

姿に共感を抱いた。やはり地域素材は有効である。

実践例②  「 日本の朝鮮支配と金素雲 ～『ネギをうえた人』から学ぶもの～J

国内の外国人と共存できずじ礁 国外でいくら国際協調を叫んでも,それ:ま説得力を

もたない絵空事で終わうてしまう。日本に住む外銀人の人権や民族の独自性を尊重し,

異民族間の相巨理解と共存をはかること,即ち「内なる国爾 粗 の達成が,真の意味で

の国際化の前提条件となると思う。ここで重視されるべき:ま,総万とも言われる在日韓

国・ 朝鮮人の問題ではなかろうか。そこで,本研究では,「正しい歴史認識なくして真

の在日韓国人・朝鮮人理解はありえないJという考えのもとに,2年間の歴史学習を見

通した「 圏朝関係史教材配列表Jを作成し,授業実践を行ってきた。こうした学習を通

して培われる隣圏に対する 諄嬢難 や「敬愛Jが,公民的分野の人権学習の上台となる

べきなのである。

日 坤颯躾蟻イ系 メ三ヨ設 や燿韓 ダ電表

江戸事簿と襲鱚轟猿史      1時 爾

○ 熙曲県等黛鬱『筆千轟争』や畿電葉0「韓露人奎

鷺聾の轟前銀モ録歴史罐 る F朝鮮轟穫誠彗 紅つい

て 書 幕府がなぜ丁重:こ数趣したのか
晉

という授

点で筆べる。

● 難舞透信史の選司として善隣尋交に努めた再森芳

欝の生きざまを学其

0鏡 理の噸 にヽあっ

て朝鮮通信史の投饉

は大きい。

O幕 府が保護した自

本の彙子学盤犠鮮の

学者の影響を受けて

いる。

日流。日
―

と朝鮮優略    糠

○ ヨ騎戦争とE露季争二 朝鮮支配にからんで越き

たことを知り。二つの戦争の1求 ざまで朝鮮の人々が

何を考え,どのような運動を重轟したかを調べる。

○ 甲午農民戦争の全捧準 くチョンボンジュン)や,

反日攀 志士に授点をあてて露べる。

☆ 二つ0戦争は朝鮮

を進る戦いである.

露 戦場になった朝鮮

の人々の音舞 :よ大変

なものであった

後 の鍵

日本の
―

華      5時 置

○ 臨 難 ― 鐵 攀 轟 鑢

襲 (ア ン・ ジュンダン)の生きざまを選して考える

ととも:こ韓曇併合への遅覆を調べる。

● 霊本の華 織実態を調べる。

・ 饉 収糠   。1蒙護凌覇ヨ など

0 -― つた「 3・

…を響寛類の活発を通して調ぺ 民策運動が段々たく

ましくなっていった邊経を機 する。

☆ 罷家や立場が達う

と同じ史実でも見方

が全く違う。

露 潟本鐘,朝鮮支配

覇 亀 菫分番どいこ

とをした。

● 覇鱗の人々の愛壼

鵜 わってくる。

◎ 不幸な時イtに轟ぅ

って両国の狭露で民

族織解韓うと斗た人
‐
がいる。 (異湊期間

◎ 機手の難 棒良 く

するためにζ
=犠

手

0こ とをよく理解し

なければいけなも、

育てたい尊轟め裁号 《馨☆)の競鶴銭 繊llp轟に記これ

授   業   亀   容 育 て た もヽ 悪 議

:

濃紫人と霧本鍮古代文化     1麹濾

0古 代め簿本文化に桑たした渡来Åめ役寵を考え

熙本文化め糠流を締ろ。

・ 額恵霧とのばり窯 く下票古窯 。二子義古彎

・ 轟難塚古装壁薔と書鮮文化

・ 金銅弥轟蓄菫半麹像 G湾)と 広奎寺弥職書菫鐘 等

0 日本の文化は渡来

人の活燿により成立

立した。 (文化翼涯

◆ 朝鮮の文 Lゞ難極め

て高いレベルであっ

た (鞭 )

還 と翡霧懸            2鶴 諸躍

○ モンゴル奪躍藝侵略を受けると,部を安全な島紅

移し,一時は全土が灰年なったといわれる:二 どの控

害を受けながら,颯度もモンゴル軍を追い返して踏

年彗こわたって抵誌をした高壼と,日 本のいわ峰る元

轟を対比しながら考えら.

○ 鷺 :こ お:ナ る群 暉 罐 酔 ― に,輝 燿

理兵などと尋連合軍であった事実を課る。

Δ 極国を守るために

国中の人が一九にな

っている。 (日 本と

の軸

☆ 日本あ霧利を轟接

的
=支

えたのは義舞

人●元ハC瘤移露ニ

(多角釣
―

購   《チェ・ ムソン)と鷺   2臨
○ 倭霧に苦しむ民濠めために火薬を難り倭冦撃退に

功機があった獲薦宣の生きざまを知る。

O 李成議が高麗を倒じ国号を 購綱録 と改めたこと,

ハングルがつくられ金属難字が使用されたこと.総

織鱗・経典が朝鮮から日本に輸出されたこと.機の

義浩法も朝鮮から伝えられたことを知る。

☆ 朝鮮は常に外数に

彎かされていた。

◇ ′ヽングル・ 金舅活

字の発明は朝鮮文fL

を高本撃にし亀

0線の議割喘諄日本の

農村に影霧を与えれ

李舜極 くイ・ スンシン)    2崎 饉

0 豊臣秀吉勢襲鮮侵略響・基磯〕に対して.亀甲船

機 し熱 水軍臨 して立ち向かった
―

武将李舜臣難難醸働確轟雛雛務6)に,いて護べら.

0 日本の武精説 朝鮮からひきあifろ 猥.おおぜt・

の活字工,襲饉工=理ェを連れてきたことを毎る。

☆ 豊臣秀吉難.朝鮮

にとっては最略者銭

饉 の歴史鐵

0朝 鮮の陶工によっ

て有田焼などが発達

し麦
=

生徒代表による言農経含犬野さんへ銅だンタピュー (VTR撃鐘 }

:◎ 譲民地下の朝鮮にあつて, =豫の踏み麟られた i

: 誇りのために緩気強く戦う道」を選嗅 朝鮮民議饉 :

: や韓口辞典0鑢議なと 自韓和彗鑢 けて一生をさ :

: きげた金素雲の生き様を学び.曇
―

の在り方を :

: 考える。                   :



ここでRそ の中心的な実践である「日本の朝鮮支配と    について報告する。
前半部分注 創氏改名や   な≧ 日本の   の実態とそれに対す

るuOA々 の抵抗運動を調べた。「こんなにひどいとは思わなかった」とぃぅ生徒の
言葉が物語るように,生徒は,日本が抱える F負,遺産Jを認識するとともに,在日韓
国人・ 朝鮮人といわれる人々龍 なぜこんなに甲本にいるのかを歴史崎背景からとらえ
ることができた。後半部分では, 電嘔韓癌静撻掛のかざす1かわりに,民謡や民話な
ど朝鮮民族の息吹を感じさせる伝統文化を日本に縄介し,地道に日本人の心にうったえ
るという 1配器なき戦い"を選択した彼の生き様購 いて調べた。そして,金素雲が戦
後の日本で出版し,学校図書館指定図書となった朝鮮民議集『ネギをうえた人』の内容
を検討する中で,生徒は襲鮮への無知が差騨ゃ轟見を生み難してしヽること書読拳駿寺た。

生雪秀菫彗構等皇誕写F民
族奏解につとめた金素雲の

遭 懸 言iFな
く歩いて日犠 謡を難 し̀ 難

ダ 饗Fに
麟 昔がたり』などの嚢鮮史話

輩響
購盤貯婁そふ纂霧 雛羅

韓圏辞典をつくり霧韓再轟で島糠しれ

と臨灘諄象饉讐'動機けた校の競

鯨競言ぇ鸞野
の違声警奮し属毀彎織

還 奪警寛琵鍵F輝
韓両国のXfLO交轟こ大き

,菫I鞭萎甕夢轟浴輩

藩時持避説明す
・  被の出賑物は.襲

在でも朝鮮民族学や
方言学の第一級の資
料どなっていること
や鑢 事した辞典
ポ両国語学習者の必
構書となったことに
気づかせる。

。 彼の活動の意図は
何であったかを常に
考えさせる。

會 二つの民族の狭間
で「武暴なき戦い」
に一生を捧げた彼の
生きざまに共感させ
る。

これまでの学習を
量起させる。

綴狭な農民族中心
主義から鐵却した業
歓な懲考を持ちr機
手文fなを尊重するこ
とが警遍y・

fFA議覇量目璽
解盤
「

》ながることここ
黒づかせ墨。

。 L卜 の交流が国際
化の重要な要理であ
ることに気づかせ6

共存への意識づ縦
する。

:

・
o霧黙曇炎甦謗暴琶墨鑢菫

4,研究のまとめ

コメの実践で1ま,憂際鋳な対立とそ鍛狭難で睦遭暑こ努ヵを重燿ている彗作農家を直鑢
させることにより,生徒:ま 蒻本農業を広聰ゝ畿野から多甦綺暑ことみえることができるよう
になり,その方穐性を彗実な問題として考えるょう:こな書た。また,金薫雲を中心とし
た実践では,史実の知識理解:こ とおまら魏 被への人間的共轟から民族穣解へ鰊鐘警考
察させることができた。どちらもグ爾―バル教育が轟ざす 諄響轟 鍛畿念書こダインクト
に結びっくものではない鴻 こぅにた 鶴華轟轟露 翁穫み上げがぃか暑こ大癬れ 本研究
で明らかにできたと思う。

撃蹴襲: 静雲 激
諄
．

‐授 業 霊 資 留 意 、点 ・ 資 料

義彗事―台こt、 て調べ ろ。

i轟轟:了聾
c藤:  ]計

倉巽盤ざ軍

事前にアンケート
をとっておく。

日本人にとって忘
れてはならない歴史
であることを認識さ
せる。

Ξ
=二 義常更壼E宝■を調べ る。

?                      め

●

一● 
…

●
―

 など

11畿鐘、て

生徒の発表を受け

夏が甲詢

こ鍛理臨亀 襲鱗か
ら多くの人が霧本へ

素たことを爆らせ尋.

1感ぷ慶慧薫計 '群ら人々
,ど

参iう 甚
l

::χ

―
彎

裁辱槻点銀立って考
察き誉る。

|1 理作ブIJン ト     |

④

　

　

　

攣

　

　

　

⑤

鑢 め灘動について轟したことを話 し合う.

Iま百ふ畠モ基督
にはどのよう増螂こめられて

:

プリント
「ネギをうえた烏
(雛 り)



「
鋤轟饉鍾 ξこ 獲理 者 開 く 麗≧蓄最 長野 等蒙¬奮 理轟 畿盤顎職馨導弯諄理野J

～ 自 己 教 育 力 の 育 成 を め ざ し て ～

春 爾 井 市 立 菫 域 申 学 技  鍵  泰 喜

1 主題設定傷理鐵

環境教育は,教科だけでなく,道徳や特別活動を含めた全ての学校教育活動の中で具体化されな

けれ曲 らなしヽ。繭城中でも
お
豊かな感性

勢
を育成するための自然体験や生徒会のリサイクル活動

を重視して鶴ゝる。また,・ よりよき環境倫理を育成するため,生命尊重や自然愛など録項霧を軸とし

た道徳教育:こ も力を注tゝ でヽゝる。しかし,学校における環境教育で,その根幹をなすべきは,何と

言っても,やはり霧々の地道な “教科指導'であると考える。中学校の轟々の授業実践で17■, とも

すると使しヽ道のよくわからない知識を,闇雲に暗記するだけの学習に陥ってしまつ通とがある。環

境学習がもしそのような学習であるならば,地球環境問題の解決に役立つはずがな場ゝ。したがって,

教科におl・lる環境教育にわいては,ま きに
継
生きてはたらく力"すなわち F自己教育力』鍮育成を

めざれた学習が図られるべきなのである。本研究では,こ 鍛自己教育力鍮育成を視野に入れた環境
学習の在り方 :こ書しヽて,中心教科である社会科の具体購 実践を通 して追究 してしヽきたしヽと考えた。

2 購究機理標と方法 〔研究構造図)

○ 環境を見つ亀 神 現実を自らの問覇としてとら亀 社籍 員としξ
環境問題わ解決のた導:L資軽あるζ鶴 をしようとする饉

○

…

幸に ヽ
事 していく朧襲麟蒸讐として       ち,

自ら       」の難鑽彗とヽ うゝ察覚を持って,今後のよりよき地懸め
在りJJiを考える:塞逸

⑬ 事七鍛 ヒだ期毛く見つ亀 変化:こ艤 できる絣 懇ゝ考を持亀 学習した
事項を自分の生活の中に積極斜jに と浄入れようとする蝿

能 力    態 度
費総や社会事毅に対する関懸・意欲・態度

…

    鞭
鞭

コミュニケ‐ション能薄   鐘人の信念・意見に対する寛容
環議ヒ≪撮覇酸する動



3 研究0内容

(1)購境教育年間指導計画』の作成

教育課程:こ示された内容の中には,一見環境教育とは無縁のよ争に思えながら,観点を少な変
えるだけで環境教育の教材になるものが多い。また,生徒器実態をかんがみて環境教育鈎視点か
らの “教轟の願い'を付撫した授業も必要である。このような観点から 擁 境教育年間指導計画」
を作成した。第 1学年から第3学年まで計理的鰐 系統的ξこ環境学習を配Fljし たので,生徒鋳発
達段階に応じた社会科学習を構築す轟ことが可能とな幸た。また,「軸テーマEll環境学習配列表ゴ
との併用により,教科間の連携をはかりながら社会科の実践をする通とができた。

夏環境教育年間指導計画曇 1例麗

総 授業法の改善

シミュレ'― ション教材の教育的意義は,子どもの主体的活動を保障して,学膏内容ξこ書いて織

「実感的理解」を可能にするという点鶴 る。本実践母シミュレーション教材173,イ ギリス中等

教科書 Patterns in ttOgFap為 ピ濃に所収されているも最で,本実践は,そ鍛 “違試的"な試み
と言える。アフリカの遊牧民「フラニ族』巻素輔としてあつかってもヽるこの教材は,与えられた
ルールに従い,牛の頭数を増やすため参移動をしてもく と,その経饉は現実の遊牧民のそれに近
いものになるよう作られている。生徒は,ゲームを通して,遊牧異が自然を巧みに生かして生活
していることや,地球環境問題である砂漢化がこ鍛遊牧民

の生活を直撃していることを実感的に認識した。それゅえ

に,「砂漠化を防ぐためにどんなことをしたうよ聰ゝか」と
いう話合いは,大変盛り上がった。 F霊本の進んだ技術を

導入して援助すべき」や「砂漢化によって琴|き 起こされる

食
― を救うな なんとかしなければ…選等犠 |ま ,

生徒が砂漢化の問題を切実な自らの闘題として主体的:こ考

えていたことを表してしヽる。

実■月 教育
=程

上の実施月

と異なる場合 (入れ

書0が あ礼

独立摯元 「こんな字習がりぞましい」

「こんな環境認識を育てたい」

という観点から舞
―

■組み込んだォ リジナル撃元

|★

印

:護

電 の義客を環境学習の義

■一部分だけ環境に翼わ

特にこの印をつけない)

燿 晦 菫 もしくユ

挿     凛 舞入し
―

腱数 |IJ 幸畢 体験的な学習活登 |         |( )内  その授業で使用する主な資料

霧

Ｆ

Ｉ
Ｉ

＝

ン 学   費   活   動   の   概   要

７

ノ 雛 轟 轟麺 菫 轟 暮
i ibra..l*rag$&t:t*€r:.. B*$ra6f * frl,4.e.,i *, r,- ]f 6.!_

t flltlltrrr,:f ili l, (.rlg./

J
左望型型野エネャギ「響 轟書

轟して,コ ミュニケーシ彙ン縫力 C灘餞する力)

√去発:裏覇「轟軍轟菖職可よ韮墓風:再

‐
II懇ま

■二‐ ・二ニー・■‐IIII■ II=菫 ∬
=1‐

■I「L……………

fGFff.sA*r:t.TEtd6c

環境教育上の視慮  その撃業を通して「子どもをどのように変容させたいのかJ

「どのような知臓や能力・態度を育てたいのか」なと 教師

サイ ドの願いを表す。

シミュレ‐ショング眸ムを楽しな生徒



実践樹2 1 ディベー ト学習 「エネルギー勢問題:こつもヽて考えよう lJ(第3斡)

第 1時では,先進国と発展途上国と

のエネルギ‐消費量の格差を学習した

後,追究の窓目を「電気エネルギーJ

に焦点化し,発電に必要な資源の可採

年数を予測させたも生徒の中には “資

源の有限性"をかんがみて「日常生活

をFElい直そうJとする意識がめばえ始

めた。

第2時では,水力・ 火力・ 原子力発

電のしくみとそれぞれの長所・ 短所を

調べた。豊かな生活の裏側には,大規

模な環境破壊や放射能汚染の危険性が

あることを知った生徒は「エネルギー

確保のあるべき姿について真剣に考え

なければ……」と,闘題意識が高まっ

ていった。

そこで,生徒にとっては全く新しい

討論形式である
こ
ディベニト"を第 3

時に取り入れた。

ディベーターの論調は堂々としてお

り,ディベートの論戦は白熱した。こ

れは,こ れまでの学習の積み上げから

の自信に裏打ちされていたからであろ

う。聞き手の生徒も真allな表情でディ

ベーターを見つめ,その発言をメモじ

ていた。

ディベート後の感想の発表では「 1

時間の中で何度も自分の考えが肯定・

否定の間でゆれ動いた」「聞いている

だけでもこちらが興奮して胸が ドキド

キしてきたJな どの意見が出され,生

徒の参加度舎高さを表している。ほとんど生徒の手だけによって進められた1時間であった。

第4時で‡ま,ディベートの中で指摘されたエネルギーと環境書こかかわ轟鋳題点をこついて整理した

後「今夢私たちがやらなくてはならないことはなんだろうゴというテーマで議し合った。

本実鐘では,種々磯資料に基づいて基本的な事実認識を深める中で,生徒は次第に課題意識を醸

或することができた。ディベー トでは,生徒の課題解決へ鍮意欲化を図るとともに,生徒自ら資料

収集に群 く討論を通して,懇質耀舞考えをより覆確に持参ことができ,議 決議 力を轟めること

ができた。ディベー許録最終弁識では,賛番ともに生徒自身の今後の実践や行動にも言及していた

ことが難象擁であるこ第 1学年では, 訂愛知万持遇につし`てめディベートも実施した。

学習 鍮流れ (4時間完了)

留 簿 点 ・ 責 姜

私 たちは電力 をどうや ってまかなっている0だろう

● それぞれの発電に必要な資源を調べ,そ 希壇畿量から苺採年
数をシミュレー トする。

○ 今後どの発電方法の割合が増えて掛くか予想する。

私たちは,エネルギーをど勢くらい消費している藝だろう

0 生徒盤々の家庭蒻査データをもとに,エネルギー消費量を
機構する。

0 魯常生活 :こ おいてとりわけ電気の役割が大きtヽ ことを知る。
○ 日本の電力消費量を他日とit較する。

B々 の生活はエネルギ
ーの消費の上に糞 り立っ
ていることをおさえる。

(孵難彗書識 :エ ネ霧→凛

質臓習 纂撃尾巨   求力・ 火 力・ 類子力 発電線 しくみ とF.7題 点 を理 べよう

3つ織発電のしくみと綺題点経ついて驚べたことを発表 しよう

○ 確
=方

法についてまとめる。
● 燎 ,力 甦電所についてビデオ視聴する。
○ 閣懇点についてまとめる。
◎ 次時においてディベートをすることを知る。

督準濯彗警義麗菫  糠子力発雛 本当 :こ必襲か (懸 本0露鵞露奪機ご縮よう颯まホtバ tlく べきキと摯う整多ら考え5)

ディベート0性整分担をする  51'31墓厨 4」言責
鮨4人

レ亨琴警lll人
モデレーターー 1人

原 子 力 発 電 に つ い て デ ィ ベ ー ト し よ う :

○ 論選を確認する。 「原子力発電は必要であるJ
O逆 行妻を中心にルールを確認する。
○ 審査の方法を確認する。

0 ディベー トを始める。
青定縄「立議」   4分
否定樹「立論J   4分
作戦タイム     1分
ff定種 F反 対尋間] 3分
青定鋼「霊対尋聞J 3分
作魏タイム     1舟
畜定舞「反対等撻」 3分
穐定燿『反対等闘J 3分
作戦タイム     1分
合定鐘 :‐ 最終弁議J 2分
鑑定菫「最終弁簸J 2分

0 審判員が協議 している闘,聞き手が感想を述べ合う。
・ どちらの立論も論点に筋が通っていて説得力があった。
・ あの場雨 :ま僕なら次のように答えただろう。「……」
。 最初は賛成驚だったが反対調になった。 (そ の逆)

0 審刊員が判定を発表する。
○ 教 BI‐ による講評を聞 く。
◎ 自分のli張 (意見文)を ワークシートに書く。

・  会場設定は授業菫〔こ済
ませておく。

つ 方法 :こついては学級全
体に指導しておく。

・  時闘を難守させる。

` 作戦タイムでは,難 き
手からもディベーターヘ

ア ドバイスをさせる。
・  教師は,デ ィベーター

に励言を与え Fa― l■ .

・ 審査員にはメモをとら
せる。

・  齢 的にならないよう
にさせる。

・ 終了後.審判長の機雛
を糠下でさせる.

・  T~ィ ベー トを襲いて
=

自分の意見がどのように

変化したかなど,率直に

感態を発表させる。
・ 労いの言葉をかける。
・  全員に書かせる。

エネルギー資源と環境0薄理をグ曇―バルな観点から考えよう

原子力発電所で事故が起こると,― ‐●の霧の鐵議ではなく
地球規模の民書になるんだ。
翁エネルギーは,地球人として守るべきマナーなんだ。

今,私 たちがやらなくてはならないことは何だろう

・  スイスやスウェーデン
の鍵を中心ここ源発に対す
る議舞闘●苺を紹介する

。 グローバルな環境覇題
であることに気づかせる

プ撃ント「六ゲ所村 :

・  実生活に園して考えさ
せる。



1地域そのもの・ を見つめさせる学習活動を行った。この取組のねらいは次の通りである。
‐2 自分の足で歩き, 塞分の目で見て,自分の力で調査する「フィール ドリーク理を,第 1学年

に取り入れることにより,社会科として今後すすめる問題解決学習の基礎的な技法を養う。

CI グループで協力して,「調査活動選とそ鍛後の 購範嬢饗嬢 に取り組ませることにより,自

分の住む地域を “じっくり"と見つめさせ, 橿 境槻 轟量
貯

を育成するヮンステップとする。

C `地域に入り地域に学ぶ"と いう,ど参教科にも共通する環境学習の基本的姿勢を,体得さ

せる。         _
課題臨  =自分達が住む街の特徴を調べ,模造紙にまとめて発表するJである。ふだん見向きも

しない寺社などの歴史を譲べた班,校区参大学の学生向けにウンルームマンションが急増 している

虫に着目して家賃とつくりを調べた班,大泉寺地区になぜ池が多いのかという歴史的課題に挑んだ

理P街の樹木マップを作成した班など,生徒は無ら設定したテーマに主体的に取り組んだ。生徒の

目の輝きを見て,自 己教育力の育成にはこうした取組が必要であることを再確認することができた。

覇蹟目■鶴解決には, 1総処理能力Jが求められている。

そこ電:パソコンを利用 して自分が知りたいデータを入手し,

それを目腱学覆に役立てる学習を試みた。データベースソフ

HL覇 鵬感目立環境研究所作成の「環境情報ガイ ドディス

ク』―
Lた。このように “関係機関との連携"や 轟パソ

コメ嘉鵬籠醸だ
Pは

,環境教育推進の今後の大きな柱となる

であろう。

4 H.    と今後の課題)

自ヨ饉蘭力0育成を展望しつつ,社会科における環境学習の進め方について考えてきた。研究は,

の作成」と「授業法の改善」の2本柱で進めてきた。「環境教育年間指導

計画欝鐘け      の内容を軸に,教師の願いを “付加する"形で作成した。社会科という教

科0通虚掛謳D中で,環境教育の目標を達成しようと考えたので,無理なく環境学習を組み入れる

こと澤電唯れ 今後也 他教科との連携をさらに深めるために「生命」「グローバル認識」等の新

しLゝ

―
マ』を設定し,素材の洗い直しを図りたい。また, ・環境漬け"に陥らないように,

自魯ぴ贈澤にも努めていきたい。「授業法の改善」としては4つの授業形態を試みた。ディベー ト,

シミュレーション教材,フィールドヮーク,パソコン学習は,社会科において環境学習を進める上

で:‐ 覆励硬砲鶴蔭手立てであることを実証できたと思う。ここで強調したいのは,環境教育の目標

を一つ硼醍蒙実践で達成することは所詮不可能だという点である。 3年FElを見通した系統的な授業

実践爾菫み上げが必要不可欠であると考える。

最も
―

していくべきは「どのような環境議 を育てるべきか」という点であ

る.― 伍値観の対立が顕著なF・1題だけに,教師の研鑽が求められる。私は本研究を通し

て2つ0重要なキーワードに出会った。「共存」と「持続可能な開発Jである。どちらも普遍鋳な

轟蹟詔識だと思う.また  「他教科との連携はどうあるべきかJ「道徳や特活と教科がどうかかわ

るべき力Jという課題についても,今後さらに継続して研究をしてしヽきたいと考えている。

実践側4  パソコン学習 「環境情報ガイドディスクでデータを検索しよう :』 編1騨)

データを検察する生麓



1 単  元  人々の生活と環境

2 目  標  (1)世 界の人々の衣食住に関する生活の多様性を,世界的な視野から大観す

ることができる。

(2)世界の人々のようすを調べ,環境の違いによる人 1々の 生活の工夫につい

て考えることができる。

3 指導計画 (9時間完了)       .
第 1次 (3時間)世界の人々の衣食住 :こ ついて調べる。

第 2次 (4時間)世界の人々の自然環境に応 じた生活を調べる。 (本時 2/4)

第 3次 (1時間)世界で広 く信仰されている宗教について調べる.

第 4次 (1時間)課題学習

4 本時の指導

(1)目  標 。 シミュレーションゲームを通 して,ア フリカのサヘルの選牧民の生活を
'   

模擬体験 し,人々の生活のようすを理解することができる。  ″

。 自分め意見を持ち,議 し合い:こ積極的に参議することができる。

☆ サヘルの遊牧民の学習の発展課題として,地球環境 FEE題「砂漠化」の現

状と鋳止策 :こ ついて,深 く追究 していくことができる。

教鱚 シミュレーシ護ンゲームヮークシー ト・ サイコ霧・ 資料プリント

写真 〔砂漢化の実態ン・ VTR(飢 餞に苦 しむ子どもたち)

生畿 予習譲鍾プ聾ント 《本時器学警プリン夢を譲ね轟≫

(3)指導選轟

。 ひとくちに遊牧民と言

っても,モ ンゴルの草原

地帯 とアフリカのサヘル

地警では,生活様式にか

なりの差異があることを

おさえる。

(2)  蠣諄
・麗

教 師 の 動 き  1 生 徒 の 動 き 指 導 上 の留 意 点

△ 遊牧民について調べて

きたことを発表 して くだ

さい。

。 自由に発言する。

・  牛・ 羊・ らくだなどの家

畜を饉っている。

・  ミルクを飲んだり,チー

ズやバターをつ くる.

・  市場での交易で,生活に

必要なものを手に入れる。

・  移動式の家で暮 らす.

0 遊牧民の生活がイメー

ジできる資料を提示するぷ

0 学習課題を頼書する。 :。  本時の学習課題を確認する

「通費露0豊誌と臨盤轟境と参なかわ拳を調
べようJ I

." - ---.. .'l--.
I

' $ailE jlttl lrtE .... 'af dr -!-- llr I - -t-'|*. ^a Jl&!sc# HiE rlD txr€irr -L 
+t

シ ミュ レー シ ョンゲームで遊牧 民 の生活 を模擬体験 しよ う。



△  シミュレーションゲー

ムtttの 生活を模擬

倒田臓しましょう.

・  必要犠品を配る。

● ルール0確認をする。

ム  シミュレーショングー

ム●感想を発表 してくだ

さ も■。

。 2人 組になる。

。 ルールに従ってシミュレー

ションゲームを行 う。

。 遊牧民の生活について:懸
ったことを発表する。

・  自然に左右される。

・  生活が不安定だ。

・  戦争や政治の影響をまと

もに受ける。

。 イギリスの申等教科書

「Patterns in ceographyl

に所収されている教材で

あり,通常は,3～ 4人の

グループで実施する。

(本時では,時爾惨都合上,2A轟で実簸する。)

シミュレーションゲ

ームに意欲的に参加 し,

遊牧民の生活を理解で

きたか。 (机間観察)

召

Ｆ

予習課題として,ア フ

リカの気候と環境問題を

調べさせて鶯く

0 砂漢化には,気候的要

圏と人為的要因がある。

ここでは後者を強調する

。 聾球的尋野で考えた時

砂漢化は,緑の消失につ

ながる見逃せない問題で

あることに気づかせる。

。 日本にできることや自

分にできることという観

点からも考えさせたい。

話 し合いに積極的に

参議 し,砂漢化につい

て自分なりに考え轟こ

とができたか

。 学習プリン トの記述内

容から,生徒の変容を知

り,今後の環境学習に生

か春。 ダ

▲ 
―

生活 している

―

こっている環境

Hな 何で しょう。

・  ‐ 七0翼状を資料に

基づいて識明する.

▲ なぜ●漢化が起 きてい

る0で しょう.

調べてきたことを発表する

・  砂漢化

0 人日問題

・  食料問題

◆ 戦争による環境破攣

既存の知識から発表する。

・  干ばうが続いている。

・  本を切り過ぎたんだ。

自由に予想し発表する。

・  緑がのまれてしまう。

・  食糧不足が深刻になる。

・  都市の人口が増加する。

▲ ●曇化が織くとどうな

る●でしょう.

0 猟闘■臣む の現状に

ついt甕 する.

▲ mtを 防ぐためには

どうしたらよいのでしょ

う.

一人で考える。

班で話 し合い。発表する。

・  糠林活動をする。

ONGO「 サヘルの会」

の取 り組みを紹介する。

翔水路で農地に変える。

砂を防 ぐ種をつ くる。

難翼峨救済が必要だ。

国本鍛援助活動が必要。

次時0予告をするc  :
予習課題の指示をする4

。 学習プリントの設間にそっ

て自己評価する。

。 授業でわかったこと考えた

ことを学習プリン トに書 く。

。 次時は,海で生活する人々

について調べることを知る。

砂 漠 化 の 現 状 と 薫 甕 に つ い て 蒻 べ よ う 。

砂漢 化を防 ぐためには,ど ん な通 とを した らよい最だふ う。

▲ 観盤でわかったことや

考えたことをまとめて下

さLゝ.
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生徒に配布 した説明覇紙

「 遊 牧民 シ ュ ミ レー シ ョンゲー ムJの や り方

①
②
③
①

2人組で行う。          _
ゲームはすべてヮークシー 許 犠鰹動 鍮上で行う。
各自Iま遊牧民参一部族と導で行動する書轟族ゃ豊富鐘牛参醸数で決ま機。
ゲーム開始

5月 …各自200頭の牛を持って,スタート地点を選魏 りのルール書こ難って
移動する。移動ルー酢を地震上 :こ麗入す等.

ルール⑤

■ 各自,色鍋筆またはサインベンの色を選税 互いに違う色でルートを地
図上に記入する。             毎

■ 月ごとに必ず新しいマスに移動する。  医
1カ月で移動できるマスの数は1～ 3で ,

何マス動くか,どの方向に動くかは自由。
■ 他の部族と同時に同じマスに止まれない。
■ 1度通ったルートは, 3カ 月たたなければ通ることができない。
■ 集落は通りぬけられるい虹まれない。 (サイコロを振れない),
■

~市
場は止まってよい。 (同 じ薫場に2度行ってもよい)

‐■ 各月で止まったマスの位置によって,サイコ由を振って,できごとを
下の表から選硯 牛の頭数を機 紙:こ記入する。

{千ばつのできごと}

■イ
=詈 =目

で き ご と

ll-14
ひどい子ばつ。Jllの そiぎできえ十分な牧草|ま ない曇豊かな数草地では螂 頭攀牛が罐
ぬ。その他のマスでは,職票の牛が死ぬ。

15～44
死ぬ。

45～ 53
あまりひどくはなL・ が千ばつ。あなた鈴郷婆が続 爾滅上録牛を持ち,か つ,豊かな

牧草地にいなければ,100頭攀牛が死義.

資～

“

千ばつはひどくない。すべての牛は生きのびる。

《フェフェバェのできごと》
*)'-,-^,E

で き ご と

li～ 14 非常にl■ やく病気が広まる。鰤 頭以上の牛がいたち,纂頭死ぬ。
l:～ 33 雨季なので病気はすぐ広まる。螂 議の牛が死な。

聾～44 病気iよ 多くの牛の群れに広がる。畿 嚢以上鈴等がいたら,麟 爾竃鍮.

4、 [～ 15
比較的乾燥 した年であるので, ツェツニバエの数書:ま・FPな か与た。

牛4議頭だけ死ぬ。

ツェツェバエ退治のキャンペーyが,政府穏よって行ねれ轟。死鍮牛鐘なし。

《市場のできごと》

で き ご と

li～ 11 バターなど売れゆきよい。………量鍵覇幸牛を買争。

i3～ 42 売れゆきはふつう。一一→纂璽の牛な買り。

43～ 33 売れゆきはあまりよくない。………牛韓買えない。

資 ～

“

全く売れず。天気l■いつもと違う。もう一度サイ藤鶏を掘って「千ばつの間懸Jを決

めなさい。

“

～壺
全く売れず。ツェッェバニの被書がいつもより大きくなるといううわさありe鶴 う一

度藁数を選び,「 ツェツェバニ奪鍋麗』を決峰なさい。

66. 64 議族戦争がある。鍛 頭以上の牛がいた毎,1総頭死ぬ。

“

  〔  

“

政府が税金を増やした。20罐鎮上場率が等ヽた鶴争紳爾失機。
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起立 !礼 1着席。

机の上ですけれど, シミュレーションゲームのやり方,黄色い紙,サイコロ,今日の学習プ

リント,教科書,それ以外はしまって下さい。ノートもいりません。筆箱は置いておいてよろ

しい。今日は昨日お話をしましたように,遊牧民の生活,その地域の人々の様子,環境F.5題に

ついて学習していきたしヽと思います。今日は暑い。おなかもすいていると思いますが,ぜひ頑

張って発表をして下さい。緊張する中で, “自分に勝って"発表をどんどんして下さいね。

緊張するなって言っても無理だよ。 (つぶやくように←研究授業で多数の職員が参観)

遊牧民についていろいろ調べてきたと思います。遊牧民とは家畜を飼って移動している人々

ですね。どんな家畜を飼っているのかな?

C5  馬とか牛です。

C6  大です。       
｀

T7  馬や牛を飼うために大を飼っていたんだね。他にはないかな。

C8  羊とかラクダが多いと思います。

C9  山羊も飼っていたでしょ。場所によって飼っているものは違う。

C10  ねずみ。

Tll  ねずみを,わざわざ飼うかな。そういう人もいるかもしれない

けれどもね。はい,ち ょっと手をおろして下さい。ところでね,

彼らはいったいどういうものを食べているんですか。

C12  ミルクを飲んだり,チ ーズをつくったりする。

C13  家畜から取れたミルクからバターをつくって,それを市場で食べ物と交換して生活している。

T14  よく調べてあるね。どんな食べ物と交換したかもわかるかな。

C15  人によって違ってくるのではっきり言えないけれど,パ ンとか野菜とか内とかいもとか。

T16  なるほど。栄養が偏らないようにしているってことだな。じゃあ最後の質問。彼らはどうい

う所に住んでいるのかな。

C17  牧草亀

T18  うん。草を求めて移動するんだね。と言うことは,どういうような建物に住んでいるのかな。

C19  皮で作った簡単な骨組みで折り畳みができるもの。

C20  移動しやすいもので,組み立て式のもの。

T21  そうだね。みんなしっかり遊牧民について調べてあるね。さっきも言ってくれたように,遊

牧民と言ってもね,モ ンゴルとかアフリカでは違うと思いますが,今日はね,ア フリカの遊牧

民についてみんなで考えていきたいと思います。これ見てくれるかな。 (写真を2枚見せる:移動理百,家 )

この写真で,遊牧民の生活が少しはイメージできるかな…。

C22  1人 でたくさんの11を 連れていくんだ。

T23  そう,け っこう大変なんだなこれが。それでね。今「1は 1た際に,構さんに遊牧1くになっても

らってね。それからその地域の問題を考えたいんだ。

Cl
T2

C3
T4



T24  皆さんのれにある黄色い紙。これね, シミュレーションゲームのヮータシー トっていもヽます。

これを 1日やってもらって皆さんに遊牧民になってもらヽヽたしヽと思しヽます。遊牧民鋳社会では

ね,牛の数が一番多い人が一番金持ちなの。こ鍛ゲームはね,牛を1頭でも多くなるように考

えて移動してもらいたいわけ。ちょぅとルールを読んでみて下さい。

1分 間

T25  簡単に説明だけしておくからこちらに

注目 !今日は隣組でやってもらいます。

2人で 1枚ですよ。プリントの左側に左

に座っている人のデータを書いていくこ

君達はどこからスタートしてもらっても

いい。じゃんけんでスター ト地点を決め

て下さい。勝った人がスタート地点を選

ぶことができる。負けた人からスタート

をする。仮にここからスタートするとす

ると, 1か月で3マ スまで進むことがで

きるわけね。市場のところへ来たらそこ

でサイコロをふって,サイコロの目の数

にあわせて「市場のできごと」の該当するところ見る。WANBAも みんな市場だよ。同じと

ころは通りぬけできません。3か月経てば通り抜けできることとします。一応ね,1994年 の12

月までやってもらって12月 の段階で牛が一番多い人が勝ちだ。さあっ始めて下さい。

C26  全滅 したらどうするの ?

T27  いい質問 !全滅 したら隣の人から牛を50頭借りて下さい3だから隣の人はあんまり違い込ま

ない方がいいよ。今みたいな質問を ドンドンして下さい。質問があったら手を挙げて呼んで下

さい。 じゃあ,始めましょうか。

～  所 用 時 間 約 15分  ～

T28  はい,こ ちらに注目して下さい。

この達牧民ゲームは, イギリスで開発されたゲームで,大学の先生が日本の中学生の皆さんの

ために日本語盤に直したものなんだね。シミュレーションゲームに出てくる部族だとか戦争だ

とかかんばつだとかっていうのは実際に本当にあることで,非常に起こりやすい事が書いてあ

るんだ。それでね,41を増やすためにきちんと考えていくと, フラニ族という凝I族が実際に移

褥
絃

l
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動する経路になるように作つてあるんだって。さな,そ こで12員 の段階でどうですか。

ほ意ぎ200頭現状維持だ等た入?  数名

減って しまうた人 ? 大多数

400頭以上まで増えた人?    A君 のみ

そうするとA君が “遊牧民大賞"ですね。おめでとう l

T29  こっちを見て下さい。それで皆さんね,ただゲームを楽しんでもらっただけじ■なくてね,

シミュレーションゲームを通して遊牧民になってもらったんだな,机の上で。どうですか皆さ

ん。遊牧民の生活ってどんな感じがしましたか?

C30 市場でしか牛とかを買えないから辛い。

C31  かんばつがあつて,草を求めて移動しなければいけないからかなり大変だと思いました。

C32  ちょっと,聞きたいんですがツェ́ツェバエつてどんな蠅なんですか。

T33  実は先生にもよくわからないけれど,家畜を襲って変な病気をまき散らすんだな。

C34  部族の戦いがあると財産がいっぺんになくなってしまう。

C35  かんばつでも100頭単位で牛が死んでいく。すごい不安定だと思う !

T36  そうなんだねも自然の影響を受けやすいわけだ。

C37  国は何もしないんですか。税金はとってるみたいだけど…志

T38  これも不安定なんだな。いろいろな部族が集まって 1つの国になってるわけだから。

それでね,今ね,遊牧民が非常に大変だということだったんだけどね。彼らが生活しているの

はこのあたりなわけ。 (板書で示す)こ のあたりって何だったかな。  ´

C39  熱帯雨林。

T40  ここだよ。

C41  サハラ砂漢.

T42  うん,そ うだ。特にこのあたりをね「サヘル」て言うんだね。アラビア語で「波打ち際」と

いう意味だそうだ。ちょうどみなさんがシミュレーションをやったあたりというのはこのあた

りなんですね。実:ま遊牧民の生活はただ厳しいだけではなくて,最近もっと厳しくなってきて

いるんだな。これは世界の環境問題と関わってくるわけです。それを昨日調べてもらったんで

すが,そのへんを発表してもらいましょうね。どんな問題があるのですか。

C43  水や緑が減って植物が育たなくなっている。

T44  つけたしはないかな。

C45  緑が砂漢化してきてもう人が住めない状態になってきている。砂漠はもともとあるんだけど,

C46

C47

C48

C49

T50

C51

T52

C53

T54

これがどんどん広がっている。

かんばつなどで水がなくなる。

戦争で村が焼かれて子どもたちが飢えに苦しんでいる。

オゾン層が破壊されている。

関係ないんじゃない?

わからないぞ。 (方向性を変えて)

Nさ んの意見はどうですか。 笹 席表を見て指名)

食料が不足している。

なるほど。砂漢化にも影響 しているかもしれないが,

食料が不足している。なるほどね。 Vさ んはどうかな。

自然に対 して入れ1が増える。

どうもこれは食料が不越するとひうことと入轟瞳難:と いう通とが関係しているようだね。



・

丁 丁

丁

丁

丁
丁

丁
丁

丁 司

じゃあね̀ なぜこういう問題が起きているのかな。そのあたり発言できる人?               ■
C騎  水が地中にしかたまらなくなっている。水が地中にしかたまらなくなっていって雨が降って        |

も中の方に行ってしまって大事な表面に水がなくなっている。                       |
T郵  なるほど,おもしろい意見だね。

C57  雨が降らないからだよ。極端なかんばつがずっと続しヽているんだ。                    |
Ctt u10温 暖化によって砂漠化が進んでいる。

CI諄  先進国が本を輸入しているから緑が減ってきている。
T譴  そうすると,縁が減っているというのは,君は先進国が本を持ちていってしまうといぅこと         |

なんだれ I君も同じような意見を書いているね。他にはないかな。                    |
昨日みんなが一番たくさん書いてたのは通れなんだね (砂漢化)。 砂模化についてもう少し         |

撮り下げて見ていこうね。

ちょっとテレビの自由を見て下さい。

わかりますかこれ?(ピュァーで提示)

くないこの部分"が砂漠で

すれ これは T。 とぃうことは,

―
ヒ寄せてきている。Tさ んが

言っていたように,砂漠が広がってきている。似たような写真がこっちにもあって同じように

今度はこちら側が砂漠でどんどん向こうの豊かな牧草地を攻めていこうとしているんですね。
とんどん広声しているんですよ。さあり大変だ。砂漢化の現状なんだけれど,なんと 11年で
世罪中の砂漠が 5万務キロメートルも増えている■だって。 1年でだよ。わからないよね,こ の数字.

分かりやすくするためにね (ピ クチャーカー ドを提示して),この形どこ?
C61  食』楓

T62 九潤というのは3.8万平方キロメーいなんだよ。実は,九州と四国を合わせた分,毎年毎年砂漠に
なっているんだよ。怖いね。一番早いところは 1日 に16mも進むんだって砂漢化が・・・c

T認  証君がつぶやいていたけどどうして砂漢化って起きるの ?さ っきHさ んがヒントになるよう
な事を言ってくれたような気がするが,ど うして砂漢化って起きるのかな。予想でいいよ。

C“  かんばつて水がなくなると植物が枯れてしまうからです。

C轟  僕ももかんばつっていぅのが二番大きな理由だと思います。雨が降らないと,今の日本もそ
うだけれと 本が枯れる。 (-1994年夏は異常渇水だった I)

C弱  異常気象が続いているから。雨の降らない異常気象が一番の原因だと思います。
C田  日で秒が飛んできて砂漠化が広まらたと思っていました。
T盤  うん.確かにそういうところもあるようです。洪水のように押し寄せてくるんだね。
C田  森林を他の国に輸出するからだと思います。つまり本を切ってしまうとまわりにいる動物た

ちが来なくなって,糞とか肥料がなくなって本が枯れる。
C70 今までうまくいっていた自然のシステムが壊れてしまってその土地がおかしくなっちゃう。
C電  かんばつて地中の水分が保てなくなる。

T72 君はここにこだわっているようだね。Oさんはどう?(座席表を見て指名)

C73  
「 mlが 原因だと何かの本に書いてあったんですが・・0。

T74  うん,いいところに目をつけている。「焼畑Jによって森林がなくなっているんだ。伝続的
な震業だったのに,最近はどうもサイクルがおかしくなっているんだね。そういう意味では,

rejが失われているということで,砂漢化とも関係してくるよね。
T75 さっき,「本を切るJっ て誰か力やl言 ってくれたね。ちょっとビデォをはてくれるかなb

嗜
稀



～ VTR サヘルの人々が低本を伐採している場面 1分 ～ 「

T76  どう?何か気が付いたかな。

C77  先進国ではなくて現地の人が本を切っている。

C78 細い本を東ねて自分の家に運んでいた。

T79  そうだね。先進国が切る本というのはむしろ熱帯林が多いんだな。このあたりで本を切って

いるのは,その地域の人達なんだね。何に使うんだろうかその本を。

C80  まき !

C81  家の材料。

T82  そのとおり。まきとか薪とかに使うんだよ。だって電気もガスもないじゃないか。もちろん

家の材料にも使うね。生活するために本は欠かせないんだね。

C83  先生。でも,ど うして今になって問題になるんですか。1000年 も2000年 も前からこういう事

をやっていたんでしょ。最近になってどうして問題になるの?

T84  いいこと聞いてくれるね。その答えは黒板の中にあるよ。結びつけてはしいな。焼畑だって

昔からやっていた。でも今それがおかしくなっている。それと似ているな。

C85  規模が大きくなったからでしょ,焼畑は。だからここも同じように考えると,た くさん木を

切るようになったからだと思います。

T86  さすがだね。みんなどうだ,今の意見。 (間)どうしてたくさん切るようになったの?

C87  入目が増えてきたから。

T88  そうだね。さっきNさ んやYさ んが言ってくれた:「
~食

料不足」と「人口増加J。 どうもこれ

が原因みたいだ。だから木をたくさん切って行く。食料が欲しいから農地を広げようする。急

激にやるから土地がやせる。だんだん地面が痛めつけられていって死んでいくわけだ。遊牧民

_ は家畜を増やそうとする。だからどんどん草が減る。草が減って砂漠化する。家畜の餌がなく

なる。どうも悪循環だなこれは。

T89  ちょっと聞くよ。人事な質問だ。このあたりの人々はすごく貧しい国だと前に勉強したね。

いわゆる開発途上国だね。貧しいのになぜ人口が増えるの?

C90 働き手がほしいから。

T91  つけたしはありませんか。

C92  たくさん子どもがいないと死んじゃう。

T93  死亡率が高いということだね。たくさん子どもをつくっておいたほうが親は安心だね。働き

手も欲しい。そういう悪循環があってどんどん人口が増えて行く。増えていくから本を切る,

農地をつくってもうまくいかない,土地が荒れる,砂漠になっていく。大変だねこれは…。

こういう地域の遊牧民はどうなるんだ,い ったい?

C94  濃滅こちゃうかもしれない。(れそう記)

T9蕩  消滅するかもしれないか。心配だね。

君が選牧民だったらどうする?

逃げる。

逃げるか。どこへ逃げる?

都市へ逃げる。

都市へ逃げる。そら,実際にその通りなの。このあたり鍛都市というの1ま人圏がすごく増え

てね,「スラムイ甕 してるんだ。スラムってヽヽう言葉知つてる?露詮 体がぐわっと入だらけに

なっていく。 なゃあね。ステムの街と食料|]:]理 :こ つしヽてのビデオを見てもらいましょう。

～ スラムの人々の様子と食料問題 2分  ～

C96

T97

C98

T99



C102

C103

C104

T105

C106

C10T

T100 じゃあ皆さん,人口問題も含めて砂漠が押し寄せて来る。まず,砂漢をストップさせたい。

人日問題も解決したい。さあ,君達どうする?も し現地の人だったらどうする?日 本としてで

きることはないか。グループで話し合って下さい。班長さん司会をお願いします。

～ バズ・セッション 2分 ～

T101 ストップ :さ あ。今日の一番大事なところだ。これが発表できなかったら勉強してきた意味

がないね。問題点に気付くだけじゃなくて君達どうするんだ。意見がある人?

日本だったら日本の技術を教えたり森林をもってしヽって糠えればしヽいと思Lヽ ます。

無駄をしない。

無駄をしないってどういうこと?(→つまる)

他にはどうだ。

貧しいのが一番の問題だから日本が援助すればいい。

砂漠化をどうこうする前に,ま ず今病気で困ってい

る人や食べ物がなくて困っている人を何とか助けなけ

ればいけないと思います。医者 を派遣するとか,余っ

ている食べ物を送 ってあげるとか。

C108 急激に農地をつくったから逆に砂漠化したって言っ

ていたけど,日本のすすんだ技術でやればいいと思う。

サウジアラビアは, 日本の鳥取砂丘の農業を取り入れ

ているんでしょ。用水路とか,スプリンクラーとか。

C109 まず,砂漠化をとめなきゃどうにもならない。砂が

こないように防砂林をつくるか,織をつくるとかしな

くちゃいけない。万里の長城みたしヽに。

―
はどうするの。

キの数を考えて飼えばいい。多すぎもなく少なすぎ

もなく.それに部族の争いや牧草地の争いがないよう

に,日本のような中立の立場の国がFElに 入る。

難民になっちゃった人は?

それはしかたないよ。可愛そうだけれど…。

色に亀

これ1ま。ここだけの問題じゃなもヽから,国連やサミットできちんと議し合うべきだと思しヽま

す.砂漠を農地に変える研究も世界の人が一丸となってやるべきだと思しヽます。

Tl16 いろいろ出てきましたね。時間がきてしまったので,

学習プリントに思ったこと,自分だったらこうしたい。

さっき発言できなかったことを書いて下さい。

～ 2分 ～

TH7次国は「海に生きる人びと」について学習します。

チャイムが鳴る。

Tl10

C lll

Cl12

C l13

Tl14

Cl15



「原子力発電の是非を問うディベー 卜́J:
時 蠅轟難畿 壼意点 e資料

◎

○ 生徒個々の家庭調査データをもとに,エネルギー消費量を
概観する。
・  自分の家一軒で,こんなにもエネルギーを消費している

なんて,あ らためてびっくりした。      ・
・ 日本人 1人当たりのエネルギー使用量を原油量に換算す

ると1日約11″ も消費しているんだ。
○ 日本のエネルギー消費量を他国と比較する。
・  日本のエネルギー消費量は世界平均の2倍以上だ。
・ 日本のエネルギー消費量は,毎年急激に伸びてきている。
・ 先準国と発展途上国の差があまりにも大きい。

○日常生活においてとりわけ電気の役割が大きいことを知る。
・ 電気のない生活は考えられない。
・ 停電した時本当に困った。

・ 水 力発 電 (自然エネルギー)

・ 火 力 発 電 (化石エネルギニ
)

。 原子力発電 (原子カエネルギー)
. それぞれの発電に必要な資源を調ペ
年数をシミュレートする。

その理蔵量から可採○

0 予習課題として,あ ら
かじめ各家庭のデータを
調べさせておく。

・ 原油量に換算させる。

|   |
日々の生活は三票ル丁

‐の消費の上に成り立っ
ていることをおさえる。
エネルギー消費量の偏

りに気づかせる。

I~

ギーに焦点化する。

・ 畿習事項を想起させ,

機時をまとめる。

を輸入に頼っていること
を確認する。
資源e有 難性に気づかせ曇癬

本   永久   石  炭  328年
石  鍮  46年    ウ ラ ン  62年
天然ガス  轟4年

○ 今後どの発電方法の割合が増えていくか予想する。
・ 原子力がこのまま伸びてしヽくと思う。
・ 水力発電は発電量 :ま増えるが,割合は小さくなる。

質静¬国予澤攀麗菫   水力・ 入力・ 原子力発電の しくみ と問題点を騨べ よう

②

○ 発電方法についてまとめる。
○ 原子力発電所についてビデオ視聴する。
○ 問題点についてまとめる。

菫轟:こ 発言させる。
リント [発電妻0じ くみ」
VTR 懸子角轟 勢も(み」

主な事鋼を捕足するが
深入りはしない。~~鐘

蓋霧
…
ご
°
発電b荻

~FI

オイルショック・ 湾岸戦争 :

酸性嘉・ 地球温暖化 :

チェルノブイリ事故 :

ダム銭臨に建設するから送電線がぶ なる。 (コスト罐鰺
ダム建設は自然破壊や村の水投等の社会聞議を弓:起こす。
石油や石装の安定供給には不安がある。
化石燃料によって地球環境が脅かされている。
ひとたび事故が起こると大変だ。
廃棄物の処理も問題:こ なってきているぞ。  e t ce 十 ~~~…

…………………″
:

とりわけ騨 羅 となってい墨轟
舞題につキて譲VTR資穐等を蒻霧して理無させ
る。

◎ 次時においてディベートをすることを知る。



TH課 題   原子力発電 は本当に罐 か(願麟 どoょぅにま撻っていくべ歳かとい鵜 ら考える)

ディベー トの役寝分担をする
[ゴJl,こ1轟三:11肯

定

l多
毎ピ

:二

塁せk

◎ ディベー トを始める。

i 肯定鐘「立論壺   3分  :
:否定鐘「立諭二   慇分 :

:否定機「反対尋蘭J 2分  :
:肯定鷲「反対尋轟ゴ 2分 :

:作戦タイム     1分  :
:否定側 蕩載誓諄難  懸分 :

:肯定饉「反対尋闘」 5分 :

: 否定撻 覆議野犠鑢  霊分 :

:肯定鍵「最終弁諭』 2分 :

8 薩雰婁讐薫恵星:レー∫[馨眩轟響SF必要である量
○ 審判の方法を確認す条。

[釜 |タタ||

否定鶴  1肯 定機 |

1審 判
|

爾 き 手

3:教師による講語を理 (番

0 自分の主張 (意見文》をワークシート:こ響く。

・ 会場設定は授業前経済
ませておく。

・ 方法については学級全
体に指導しておく。

・ 時FEEを厳守させる。

・ 作戦タイムでは,闘き
手からもディベーターヘ
アドバイスをさせる。

・ 教師 :ま,ディベーター
に動言を与えない。

・ 闘き手や審判員にはメ
モをとらせる。

・ 麟 的にならないよう
にさせる。

・ 終了後,審判員の協議
をBlj室でさせる。

・ ディベートを聞いて,

自分の意見がどのように
変化したかなど,率直に
感想を発表させる。

・ 労いの言葉をかける。
・ 全員に書かせる。

: 詈喜奮彗麗彗悪:i声懸享斃八雖奪糞3言テ∵ぴ霊暑奮憑
。

・
[毒言重≧言曇誓言醤暑晏[『雪声主

=羊
睾言仄熙撃整墓

°
・
で曇婁奪:賣甦轟冒竃聾墨隆鰹∫'鐵

連など讐鐵麟饂闘

:は曇雷墨書重重]菖[讐[曇ン『薔馨:重『ず桑菫卜皐璽
薔

・ 先進理のエゴtま許されな移瞳。
・ 省エネルギー:ま,地球入として守るべきマナーなんだ。

・ スイスやスウェーデン
の縄を中心に,原発に対
する諸政策の例を紹介す
る。

・  グローバルな環境問題
であることに気づかせる

ケ所覇
・ クリーンエネルギーは

実用化まで時間とコスト
がかかることをおさえる

・ 実生活にEllし て考えさ
せる。



Ｑ

②

③

学 年  第 1学年

単 元  独立単元「 愛知万博について考えよう

学習過程

△ 前の時間の学

習をふりかえっ

てみましょう。

△ 愛知万博の是非

についてデイベー

トをしましょう。

蒻鋳器学習由容を選趣 れて発表する。

警 愛知万持尋ま2臨年の轟難を彗指 している鬱

毒 19襲年曇BIE彗会へ公式立候補の予定だ。

・  轟選予定地ほ瀬戸市参丘護地だ。

・  世界の人々が集しヽ交流する意義は大きヽゝ。

・  愛燿具の発展 :こ プラスになるだろう。

鬱 自然曖壌が心配されている。

機 瞳 難か鐘然霧轟れ が問題となってもヽる。

o 本時磯学習轟議を確認する。

「愛知万鱚の翻議について考えよう 1墨

愛 知 万 博 総 是 非 に つ もヽ て デ ィ ベ ー ト し よ う :

諭題を確認する。

進行表を中心にルールを確認する。

審査の方法を確認する。

ディベートを始める。 (ディベーター6名 )

０

０

０

０

111露菫驀::J菫譲菫1■■4:養 ::

:::難轟:,「菫覇,1::==14三分::|:::難轟:,「菫覇,1::==14三分::|

II番定爾::「反対尋鶴 :121難
=

=1帯
華燿:il熱、驀聞曝::露 :籍:i

=機
夕:イ:ム:1=i:喜ilil=:分 11

1i薔定鐘:,F反対等麗菫
=3:分

1

■音定鷲li鐘対等難 |:籍 :分|
:11作戦夕|イ:|ム:==III1111分 |

1否定鰯,「最終弁轟選III壽 II

I資定驀:「最終弁諭1■ 1分 |

菫置図

司会|タイマー

番定盤 圃

。 聞き手はメモを取りながらじっくり聞く。

畿 鑢 機 動 き 生徒 の動 き (主 な発言 ) 難馨上鍮奮意点

9 ピクチャーヵ―

ドを黒板に掲示

し,要点をわか

りやすくまとめ

る。

。 既習事項の列挙

にとどめ,深入り

しない。

O 会場設定は,緩

業の繭経済ませで

おく。

● 教議は,途中で

ディベーターに動

言を与えない。

○ 時藩を厳守させ

る。

傘 感情鋳にならな

いようにさせる。

ディベー トに

意欲的に参撫 じ

ているか。優捧

嚢 知 万 諄 鍮 轟 鐘 意 轟 と,抱 え る問題 を整 理 して み よ う。

纂
露
雪
軒
一一
“
饉
よ



▲ ディベー トの判

定をしましょう。

0 乳定カー ドを集

討 る。

0 中鰤菫を多琶麦し,

―
述べる。

△ ディベー トに

よって,自分の

考えはどうなり

ましたか。

愛 知 万 博 の あ り 方 に つ い て 意 見 を 出 し 合 お う 。

0 -人で考え,ワ ークシー トに書く。

O 班で議し合う。

0 聞き手は,梶定藷―
『

ξこ必要事項を記入す轟。

主な判定基準

・  立諭や最終弁論に筋道が通っている。

・  質問や応答が的を得ている。

● 資料が十分に整っている。

・  時間を有効に活用している。

・  紳士的な態度である。

○ 菫の枠にとらわれず,自由に発表する志

・  世界録人々の交流を深めるための万博は必乳

多少鍮自熱畿壌は, しかたがな聰ヽと思う。

・  愛知万博の基本方針は,磯然保護を充分に考え

ている。FES題ないと思う。

。 「緑のシンポル軸」で,人間の手によって,豊

かな自然を造り出そうとしている。いい考えだと

思う。万博には賛成だし

。 名古屋のすぐそばにあるすばらしい自然を破壊
:し

ては絶対にいけない。万博はやめるべきだ。

● 万博はたった6か月で終わってしまう。そのた

めに長年住んで来た人を追い出してはいけない !

・  自然破壊は最小限に食い止めるように,も うず

度,基本構想を見直すといいと思う。

・  万博には反対しない。でももっと他のところで

やれないだろうか。

・  どちらが正 しい道なのか本当に迷う。

0 教師の補足説明を聞きながら,自分の考えを整理

する。

。 この申麟澄:ま,諭
題に対する賛否の

決定ではないこと

を再度確認する。

0 分量の多少に関

わらず自分なりの

|

尿

○

意見を書かせる。

立場をはうきり

させて,なぜそう

思うのか理由付け

をさせる。

0‐発表がとぎれた

らユニークな意見

を持つ生徒を指名

し,発表させる。

開発と自然保

護の問題につい

て自分なりに考

えをまとめるこ

とができたか。

犠 表・ アークトゆ

0 主観が入らない

よう留意する。

o ヮークシー トの

記述内容から,生

徒の変容を分析す

る。

△ 授業でわかった

こと考えたことを

書いて下さい.

0 次時の予告をす

る.

ワークシー トの設間にそって自己評価をする。

授業の感想をワークシー トに書く。

次時は,歴史的分野の学習をすることを知る。

，

‐

ユ

ー

，
・
‐

―

―

ゴ
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学校周辺がどのように変遷したかを調べた。囀年前と5年魂

航空写真・地図を照合するとともに,現在の土地利用についヽ

峡 地に歩ひて確認する"というかなり大変な作業であった。

本田・燿・ 住宅・メ:l・ 池・学校を色分けした3つの土地利J

(4鮮露→5年講報在)を作成して発表したが,40年前の土地利用図:

TPシートで現在の南城中を重ねるなどの工夫に歓声があが″

「ここ数年の変化はとても急激です。 5年後はきっと今と全く

う土地利用になっていると思う。Jと いう言葉が印象的だっプ

嚢

量ンピ三ニンススト,轟二表と立地条件 :::

絞区にあるコンピニエンスストアをすべて轟 llし て,灘 き取り

調査を行った。主な調査項目は,客の種類 売上げの多い時間帯・

店の工夫し ヒット商品などである。「 レジで客のおよその年齢と

性鷲毬を入力し後でコンピュータで入荷の量と種類を分析する」や

「どの店にも共通するのは “トライアングルの法llj・ で,弁当・

缶ジュース・ 雑誌の位置が決まっている」など,コ ンピニの経営

の裏饉にせまる発表内容に生徒の認議の深まりを見た。「新たに

コンピニをつくるならココだ :Jと いう提言も,大変興味深い。

竃

躍長先生まこ「教育 (纂育}方針」『憂児の1轟の生活J「最近の

園蛭を見て感じること」などをインタピューするとともに,参犠

や標育体戦をさせてもらい,園児としかにふれ合う活動をした。

保育嚢と幼稚覇の法鋒・ 議度鋳な違い1ま,最初の取材で理解し

たようであるが,「保育憂には “おひるねタイム"があるけれど

幼難轟にはなもヽ」 Fl年間の主な行事:ま どちらもほとんど同じ」

などの発表舟容は,中学生らしもヽ視点からの分析である。

ｆ

号

骰

校区の公園の実態調査を, 2つの観点から行っている.遊具に

ついては,「滑り台・プランコ・鉄棒・砂場はどの公園にも必ず

あるが,西武にあるようなもぅと新しい遊具を設置すべきだ…J

と指摘し,公理の問題点については,公園に来ていた親子連れに

インタビューをして地域の声を吸い上げゥ `Best5脅としてまとめ

ている。①犬のフンやギミの始本が悪Ll②遊興が老朽fヒ してぃる

③トインの紙がなぃ④時計が攘れている⑤夜中に若者が騒がしい

「自分たちにできることは清掃 !」 と言って発表を締めくくった。

::と :



校区0字P便0看板をリストアップしたところ,

圧倒釣慮数を占めていたのは「 クロネコヤマト」で

あった。そこで彼らL"ヤ マト運輸春日井営業所

を訪日して目き取り調査を行った。急成長した理由
"

金色便の集配システム,サービスの内容と新事業,

掌告便の将来性などについて所長さんが懇切丁寧に

議して下さったようである。帰校時の彼らの表情は,

―
ほぐれた疲れと満足感が混在していた。

―
F-7

ホ質調査と放射能調査をしたぃと́いう彼らの要望

日目いた時は「理科みたいだJと簿踏したが:合科

の考えに立ち,「結果を社会科的に分析しなさい」

と指示をして, COD僧識難競量), pH轟議ィォン灘 ),

PO`(M“オン)の 3つのパックテストをまず与えたこ

―
については,機放射線計測協会から簡易放

射線■定署「 はかるくんJを取り寄せた。珍しい薬

品や
=澤

江触発され,生徒の取組は真剣であったぶ

少年自盤の家から “カゥンター"を 5つ借りるこ

とから彼らの活動は始まった。週 1回の授業, しか

もいずれも午後 3時頃という 鶴 間的制約"の中で

彼らは,R19tど名古屋～多治見方面の3本の道路

Cnm― )に着目し,乗用車とトラックの一

―
における交通量を調査した。いずれも名古

屋方面が機段に多く「朝は名古屋方面,午後は多治

見方
―

いJという既成概念を覆す結果となった。

校区●小売店・ 飲食店・ 工場 。アパートの建物の

分布を目区麹国に示す作業から,大学生向けのヮン

ルームマンション0数が想像以上に急増しているこ

と,不ニガ丘に集中していることなどを読み取った。

次に,日立つ店と目立たない店の違いを「着板_1

に着目じ

“

 ・ 目立つ看

『

には,①シンプル

②聾彩が鮮― l・とこ動 が大きいといった条
件が●わっていることを発表していた。

自距濃が駅薔・
―

・ 住宅地に集中している

こと,ジュースIt― 多いこと,100円で販売

しているものもあること,大きなものは1合で28種

類のジュースを販売していること,締]か トラ関連の

自H― も多いこと,車が駐車しやすいよう広く

なっている所は利用が多いこと,「店よりも自販機

の方が売上げが多いと洒屋さんが言っていた」こと

など,彼らの発表はきめ細かくユニークであった。



確 か 4舞 Aヨ轟鐘意 識 疑酔可義F竃r癌面卜
=糧Lづ識ご」群導学 理彗書整計:導弊

～ディスカッションを核とする「参加型学習Jの授業実践を通して～

春日井市立南城中学校 堤 泰喜

1 主題設定の理由

私が勤務する春日井市立南城中学校は,これます全校態勢で 咽 際理解教育J「環境教育Jの研究

、に取り組んできた。本絞生徒の中には,「共生J「共存Jを基盤とする '豊かな国際鯖  驚 かな

環境認識"が,着実に育ちつつある。しかし,自 らの授業実践の歩みを冷静にふり返り,同時年,最

近の生徒のようすを直視した時,私の中に,次のような考えが生まれた。価値観が多様化する現代社

書:も二七夏il零鷲喜輩抵雫lξIIif彗曇彗F電1倉基ぶじ百L、。11軍票i:』ご:菫職IIEIF
国連は,1995年からの10年を「国連人権教育の1

は,21世紀という新しい時代をきり拓くための重要なキーワードとなっている。わが国においても,

“いじめにどう取り組むか'という緊急,課題に代表されるように,人権教育は,学校現場における

重難 題にならてきている。もちろん,人権の学習は,道徳や学活など学校教育全体で取り組まなけ

ればならないものであるが,私が本研究で明らかにしたいのは,「社会科:こおいて,どのような授業

を構築すれば確かな人権意識を育成できるのかJである。そこで,主題を「確かな人権意識を育てる

社会科学習指鋼 と設定し,デイスカッションを核とした参加型学習の授業実践を通して探究してい

くこととした。

2 研究仮説

言≡

不可欠であり,「未来患薄型」の教材開発とともに主体的な学び

の

露騨菫電薔F亀翼 スヵッション
書
を参撫醸学習の中核に位置

付け仁量瑾罰蓋象官瑾登看
°
「星ζttL亀言:曳ぜ自豊纂菟i

の育成にもつながっていくと思う。

3 研究の実際と考察

(1)『人権認識構成議』の作成

1時轟の単発的な授業実餞で, 爾鹸就野磯難轟鍋 を育成する

ことは不可能で轟る番また,どんな:こ農聰ゝ教輔を鸞慮しても,それが子どもの発達にそぐわぬもので

あるならξざ麟黒は半濾してしまつ
‐
E・渕ろう難 鶏鍾運響い轟轟鑢 ξま,媚罐 からの段階的な積み上げ

ここょ尋て少しず雫醸瞳琴れて鶴`くものでお轟。そこで, 野ど録時期るこど鍛ような人権認識を育てるべ

きかJという,裁師鰯鍮構わ 覇らかにす轟ことなまできなbヽか。そして,これまでややもすると無計

轟:こ行われがちだつた種々の人権学雪をま 崎 機的
議

暑こ結舞 けることができないか。それが可能と

なれば,よ り系続的な人権学習カリキ風ラムヘのス鸞ツプとなるはずであると考え, FA権認識構成

表基を悔痙した C響珍 。『人権轟議購巡 は,「詩争慮 訂守轟聾『行錠する」という3つの軸と,

国際鏡な視野から人権をとらえるための「グ圏―バル」という軸に基づいて構成した

靱爾醸 中学校社会議鰺人権学習 :こお鷺ゝて, 
蓄
懇舟鉾思い

静
を述べ合いま纏菫に高め合っていく

ディスカッションを申核に据えた 整議曜鯛尋発 を構築してもヽけば,生徒は,鶏題を
二
わがこと

言

ことらえ,自己の課題違究意欲が向上尋,確かな入縫意識が育つてL｀ くであ尋ら.

確かな人権意難

種
層
響
ｇ

豊 か な 人 権 感 覚

地球市 民 と しての主権 者 意難
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慧≧議彗豊雪警喜重l自牢達
誰 もがよりよい生活をした

Lヽ という豪いをもっており,

これは侵すことのできない永
久の権利である。 んいる。 ていく。

○ 工場で働く人々の問題
○ 大日本書国憲法
O わたしたちの生活と政治

◎
〇
〇 量晏警霧鶉置醤書

の間轟 全保曇土
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資
海
と

林
年
挙

森
青
選

○
Ｏ
θ

中
学
校
地
理
的
分
野

∬轟庭轟奮薯轟懸ふ竃警翁零
いる。

そして,それは当事薔だけ

轟竃響菫慧Fく '人類全体の
ためには,人権が深化・ 拡充

難裏避墓警倉黛「
築に努めな

ｏ対
々

Ｄか

機
の
様
る
点
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ら
の
い
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ど
で
の

ｏ

は
に
族
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曇
決
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鑢
罐
難
轟
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そ
立
な
　
つい

人 々の生活と環境
民族と宗教
内戦 と鎮餓

8 響算季民軍iア
メリカ

○ 先住民族0イヌ職とA締

O EU統 合

意 纂壽轟薫履骨替轟菫
○
○
◎ 曇書嚢曇I曇赳曇轟遍量

中
学
校
歴
史
的
分
野

人権と
きた。
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容
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て
容
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意
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い
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事
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う
轟
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よ
い

の
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れ
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の
日
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の
れ

わ
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も
今
新
も
ら

に
強
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を
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け

々
て
稀
を
ま

』韓犠曝纏

酔な轍融雛

審雛囃臨蜘

な
機
真
め
た

難
鉱
』
鐵
裁
為

０
い
解
ふ
れ

IΞ  市民革命 (駐主義書露0重史)

3 南北戦争 と奴隷解放宣言
E 考墨主義と植民地政策

権は漑動
瓢雛罐

動
と
民

酢纏
罐鐵靱

○
○
○

Ｏ
Ｏ

ノーモア・ ヒロシマ
子どもの人権

◎
舎
○ 露響曇讐禁量仄菫警

鍾齢

中
学
校
公
民
的
分
野

Lそ
ち , なった人生を ―J πrぃ
る。
私たちは人闘として互いに

尊重 し合い,「人間らしく生
きたい」というそれぞれの願
いをお互いに認め合わなけれ
ばならない。

だよ斃象議彗婁響警糞纏鷺賣
わる問題難l聰積している。

ぷ轟量彗えЪ蓋霧羅昔な静貪
ばならない。 しかし,決して
滋麗してはならず,常に「 公
共の福祉」を考える必要があ
る。

曇暑暑暑][曇量暑]暑警震
鷺雪喜菫墨権墨讚馨稔奮F共

日本国憲法の基本原則
民主政治
脳死・尊厳死

０
０
０

○ 人権を守る裁畿所
○ 死遷爆度と人権
○ 女性差理と夫婦到釜

81↑養言賣響ヤÅ準
○ 新しい人権

◎ 国連と雨撃攣

8鷺饒褥蝙機な

り
会
さ

く
社
く

爾會ξ番証層詈馨讐馨髪l≫

§ 奎層号翼]冒言画書
よう

のもとで,その条件を生かし
ながら生活しているが,多 く

貫雪襲程墨襲轟
皇曇柔鯨襲墓蕎奮まう社会器

い

とな

罹・ 千 青

,20世紀
というよ

ている。

誉F蓬響詈鮭薯轟
によってこれに立ち向
ければならない。
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ア 攣元構造轟

IC 戦争というの義 人襲観書り選たるものなん亀    Ξ O― 麓携が曜盗にっながっている人権闘 :
IC瑶酸ら亀目轟輔臥轟聞脇摯:Lt BA―と三  機 る爾韻瞳畿難籠職機 募スそ蟻  :

轍騨鐵靱雛つζゝ罐 ようi」 ≡ じζ 真剣
=受

けとめな構漏表 りなll島澤L Ξ  晨参在り方について議し韓
:C 日本国躍滋ρ 駆動閣麟露 翔欝目闘麹 申 : 01響 諄場轟簿警壌轟轟鍮隷襲曖議こついで学習 :
三 麹 籍舞噸J暉盟賞吻

~-4こ
とにつながっ魏 Ξ  舞 頭 An壌鶴議騰せてきた

け ―ストラリア●入機艶学鐵卜J適お軍LP―
ら「 2        饗 躍 L

導入とす為

:鐵濃14桑  す可
`罐

璽覗」暖参‐ 識 あっζ :

:人種弓摯条・ 鐘爾。事選肇観勝または 円陸により, :
:弱購築竜・週謬孵聾歌潤彙彙釣撰爾献載■ 義ヽ れ角:Lゝ

:

● 麟寧埠闘穣灘赫 ち,懃擦磁 L合わせヘ

・
攀 してとみえ攘 ヽ

・
髪曽聾 鏡

じ礫 く。

第1時 難難騒醸軽種酸1こ臨 う:

◎  「発だから・・」 い ら̀・
‐Jというス

テレオタイプ■ついて話し合う。

◎  恥 らこモ…」 い こ← 」

という男改つ轄機について考える。

◎  申 申 と』轟望売で

しまヽ 頂耐い賦薦議璃洒翼亀

C 差爾D闘饉につい       ら考えていこう。

C lつ 1つじっくり調ドていきたい亀

C 当事者になってみないとなか颯か姜磨躍鼈ないと盟う。

C 輔
―

なこ 罐轟 らヽ熱 るヽこと

があるけれ餞 本当にそうしなくてはいけないのだろう九

C書か靱 しきたりなどにこだわりたくなし亀

C や欄 ― ・ 動 鐵 F騨 韓 ることJ

「― ら螂 こと」とヽ 1う こ轟 銀 う。
Cで も 卸 帖 耀 るの4-し 嘱

C理 熱回彗勢ギャップ駐爆讐む亀

C 難 餞 いろいい るス凌誠轟

墓螂調藤 鶴機臨クラガ亀 ●ス ク ラ ップ 燿 緩

自鍮 釧人権レポー ト』わレポートJ薗硬蓑菫菫由)

◇ 轟鶴酸罐貯囃零  ◇ J曜豚クラッップ

◇ テレ哺爾難 ◇ 聞き取り難

蝙鯵発寵撃量レ群罐攀《轟 :

圏 購 諄て酔 華

轟 申 鑽 ラフ■  
―

書繭
=違

レボート重 σ嘲露覇露 ,

C新轟睦彙働てみると けつこう機蓋測について鏑議事が

多いことがわかりた

C蔵 議な      り琴摯躍漱躍夢喝るよう為

C]妃蜘壌園践委鎧1させる湘期に融 が改正されるよ

うな動きがあるようだし2報 もスクラッ織 よう.

C l… アイヌ露調P啜電議蹴d臓味をもった0
て;アイヌの歴史につい        うと選場.

Cヨ 瞑抑爾素 つLてもっと詳しく講督七Lt熱 ヽ老

人ホームヘ行っ

―

ぶ取リー した。高齢書螢会

目摯燎二 もっと      撻 だ墨 った

轟憩時裏籐輔趨雛裏警ギ魏て1態幌
甕轟藝家事 の分握 韓つ いて

鶴繭ξ鍵婚菫驚の発女傷会議

熙 子ども鐘ど拳育てるか

場轟:鷲諄踵襲職舞れ勒

轟圏饉 彙換辱中で藝覇童撥壌鐘

轟 麗:蝉 轟 臨 〈鰺 罐

O― ・

0′ウ錮コ軒 ギ 轟議疑漱餞F
・

…

と再じA●
―齢 嗽 轟 う攀 ,彗

・蜘 蜂 なっ
―

○ 燎 よっ司騨躊疇え羅離掲こと番群抄せ孔

C 霧基理目姜をしζ 壺月輝ゴ要馨夢首さに支跡聾サL
C 人によってず 電`譲湛医氏静喧聾

`樹
響L

C響 く
―

―

きなL電夢曳閣亀

Cで 色 難 なるべく        だと思う。

C子 ども義 軒 る
―

義協 じや

…0子 ども       て2人とむ騰《
`慶

潟ヽ 基ヽ 発

C 穣議:継簿しても畿事を続けたい0で会社鐵やめ襲 t.

C鵞翼と家事議麗壼できる鋼農識整えてほしヽ 、

C この繭畿蹂ついてはもっとじっくり譲漆てみたい亀

撻o警奪参自簾o『  i費  Edu● ati● 彗申

○ 書撼購導集し
―

クラマ

ー

名

○

―

きについて議関す礼

Of疑 覇題 量難願匡嬰熙轟題しよう :」 魏

霧導時癬鍛鰹鶏難棋哺響鐘悦

◎≒く     電島ヽ電じ合う。

第5時 月顧議旗ついd類よう:

C 爛麗猥レけつこうたくさん鋳謁事が穣っていた亀
CJ類が選露とって1舗報秒 随勢劇轟』ヨ輔無てヽヽ亀

C           きて輔 酵鞠野睡:姿亀 亀

そe見直しがなされて辞るよう規

奪 セクシャルハテスメント抵大きな問題になって ■ヽ4
C 鵞寵や家事をする艶崚が少しず機瞳えて聯るよう滝

C曇 《女性にとって議 職整 印闘願ぽ大きな課麗だ :

C 璃隠g輔爾繁通黎緩銀簿彎鐵霧につながつ壌 るヽ朧

C      撃 曜 鐘 旗 網 麟 薄 響 霊くぅ磯雌

の自立鯉つながること峰

C 
一

つ亀 わぽ蹴罐
～
野議餞 :搬機錮曜饉壌職鷺ヘ

●考え方機 ってくると量路.

C ttB磁 頸棒臨躍鐵霰鷲縫 子ども

時 とヽ うヽ進無r劃闘爾黎換みる道曙駆お鐘ヽ 九
C これまでつ「家醸覇質1をし―       碁と

思う裁 、はたしてどれだけ      るだろう。
C こ釧闇園駐 国民全体でもっ機 しなくてttL■見銀、

C 尋鋤騰場輔降藝酵其島て ももっと詳しく調ドよう。

轟馨籍 『発安蝿躍爾璽懸睡と総露か
● VTR難 1猛だ■際覇竜たlll(藝躍朝轟鉾

Oプ ックレッ界詢[らんで■臓歩きた ■ヽ

0-臥 鮮 畿 織え電

C Atま「Miと し
―

動 轟 いが:それ

ζ亀 1人 1人静撼曝蟻 堪量鋤合うところか難 亀
CJ鐵 覇 躍 試 暴 1魏響 弱 t]醸跳 種眠

二人1人饉灘識と勇気ある薇贈にかかってくると麗う。

実践擁 で1  男 女 平 等 ぶこ つ 聰ヽて 考 え 電盤 電〕 冒 輔眠魏分:動



イ 授業の実際

人権学習をすすめるにあたり,そ器理論機 バッ

クポーンとしたのは,オーストラリアの人轍 育の

第一人者,難 l講 Pet鶴額 法学簿士の著書である。

その中の一節を導入に使用した。

私たちiま,ステレオタイプ(甕定化尋た選議≫でものごと

を考える場合がしばしばある。「裁判官は男がなる

もの」という意識で読むと,上攀文章‡まとでも理解

できない内容である。このようなステレオタイプこ

そが性差理をなくす上での “鮭撫
野

となってひ轟鰺t

私たち亀 呼吸したり轍 んだりするようをこ,ス
テレオタイプを自繁 :こ受 II「入れてしまっている。

第 1時で1ま,「男の子だがら週「女の―
T―だから塵ともヽ多ステレオタイプ:こ ままざ藝ようなものがある

か。「男辱仕事墨「女のll■事ゴと思われ薦 なも母に何漣 る器かをバズ。セッシ菫ンで轟し舎った。
その中で生徒は,女性が不利益

を被るような推差別構造が社会鐸

中にあること,憲法雛 襲暴の理量

が実現されてひない通と曇こ気付き,

「人権問題の一つ “性差購
静

にや

いて具体的な実態とその購湊方嬢

を調べてみたい :」 という問題意

識を持つようになった。

Cl 男0だから泣くな !と言われても,泣きたい時は注きたι、
鋭 女だからお行量よくしなさいとが言葉づかいに気をつけなさい,おとなしくしなさいと
言糠 こ.

錦 女∬婦 お手伝いをしなさl■と言われるから見がうらやましもヽ
"麟 市長―

なこ 高い地位o人は男がなるというイメージがある説 女ポ餞力で劣って
いるとは思えなt■.

轟轟議鼻磯

“

姦 盤 襲 鍾鷲 購 言攣 憲電 Ftttt

T嘉意警F大
機 ていれば襲 とヽ争 家庭に入つて子どもを

警
んで・報 と考轟 轟鶴

騰 鯛per in Etttion (曇 盲難議簿書)
日本では,教育界と新聞社が協力して
さまざま実践が積み重ねられている。
NIEは「学習指導要鎮」が目指す

社会の変化に自ら対応できる必豊かな
人間を育成するための教育活動礫一つ
となつている。

《電 :E学習奪教育鋳朧籍
① 文字を読んで知議を得ることの大
切さを鉢得させることができる。
(=生涯学習のツール)

0 生徒が自分で問題を発見じ考える
学習を保障する。 (=主体的な学び)

0 多量の購 の中から達切に情報を
選択し活用する餞力が身につく。
(=情獨 1議な)

④ 記事や投書機t社機に掲載された
様々な意見は,生徒の思考尋こ広がり
と深まりを与える。
(=意思決定・ 客機峰割懸力)

⑤ 教科書の内容を現実の出来事と結
びつけて考えることができる。
(=教科書と実社会を結ぶ懸け緩)

③ 親子で新闘を開け尋乱 家庭が学習
の場となる。 (=家庭の教育力)

教育曇情報fLと 亀ヽ予と,議 ンピュー

タと直結して狭くとらえる銀向がある
が,― 澪織基盤・ 灘 彗騨
文字構報で続 。思考力は鸞字を難む
ことで育つ。

そこで,第 2時で銭 この問題を深く考えるための有効な資料として 魏轟覇醍臨 があることを知

らせ,夏休みの課題として,性差別に関する新竃記事のスクラップを収集することを確認した。
また,興味深い事柄購 いては,轟書鐘等で資料鍍集をし

て, `人権レポー ト"を作成す轟とよ移ことをすすめた。

新聞記事を使う授業はふだんから行ってきたが,それぽ

教師醐 意したものをプリン詳して議布するともヽら,生徒に

とっては受動的な学習犠 嗜た。また,禁欝:こ 師 闘スクラ

ップ帳』を作らせたりしたがな麗示発表をしただけで,それ

をもとに授業で社会議議鍮共有化を置るには至らず,言わぱ
盤
やらせっばなし"の実践であったと反省してヽゝる。

今回の実践は,導入により生徒が共通の問題意識を持ち,

夏体みという長いスバンの申で主体鈎に譲題にしヽどんで資料

収集を行い,それを持ち寄って援業の中で意見交換するとこ

ろにオリジナリティーがある。

― I織 機 議 争あっ師 夫難爾難 尋こつし

て1ま,― もホットな議題になって鼈ヽ4ものな難で,見藩

とさないよう指示した。しかし,必ずれもこの議鷺に爾達轟

事が掲載されると:ま限らな移と考え,民族改正案が出さinた

今年の霊月27日前後の新竃を多圏書鑢母鑢爾瞳で譲べ感とよ

Lヽ とアドバイスした。実際菫こ争改正案鍛鐵会鍵轟が見送られ

たこともあって,夏体み中:爛連記事が少なく,纏覇頴を調
べてコピーしてきた生徒の記事を増し爾りして配布し,授業

の糠足資料とした。

教師もこの間:中彗新聞・朝彗新轟を中心に,スクラップ

をファイルに経じていったが,何と言っても,中翼新翻 デ

ータベースが役立った。過去 2年間錢 婦31難関連鍮記事を

検 索 し ,そ の 日 付 ・ 頁 ・ 文 字 数
。

見 轟 し か ― 憂 で わ か る デ ー
 ム

'螂
略腱

“

臨 鯛 納
・

L・

…
鏑 籟

“
薇彗 H""締 軸 湾 壽 鋼 岬 攣報

"“
導
"

夕を,春日井支局が提供してくれた鈴である。

争蕃 [現 ピ轟賞星奮警

=言

奮皐裏∵

よ

:1
く書かれていないものを私た ちが、難んだこと

もあるで しょうが、私
「

_・ ち自身の もつ意識が凛

因となつて、混乱をひきおこしている場合もあ
ります。

二人の裁判官が,夕 食後.仕事めこと:こ っぃて

霧り合っています。 
‐・

r争 爾の鐘封の野をどうし摯しょうか? もし,

ムをた力f執だったら、どのように裁書ますか ?」

一方の人が、片方の人に議しか:サ ました。

「 あをたは、私が答えられをL・ とい うことを鰭っ

ている:ま ずです。Jと通答がありました。「 競の .

父親は、 3年欝ほ死んfa Lま ったとい うだけで

なく、裁 l■ 、私の息子 f・ もあるのです。J



9月 に提畿された新聞スクラップは,実 :こ多彩でチェックが楽しかった。また,自由課題の人権レ
ポートも,「老人福tL_l 諄動嚇纏砲 「薬害ェィズ」 購 安婦J等々と,現代日本の人権問題に
鋭くメスを入れる優れたものであり:生徒の意識鍮高さを伺い知ることができれ

さて,第 3時は,夏体み明けの9月 に行うこととなった。
新聞スクラップ作業によって,生徒の意識や思考は1学期か

らつながってきているとは言え會やはり,第 2時との間に1か
月半のプランクがある。そこで,生徒の学習意欲を再び掻き立
てるために,性差別をテーマとした回―ルプレイの授業を行っ
た。それぞれの立場を役割演技することによって,その人間の

立場に立っての判断や決定を追られるので,切実感が増し,実
感的理解を提すのではないかと考えた。そして,それが次時の
学習につながっていくと考えたからである。

ロールプレイは, 3つのケースのそれぞれ
の立場になりきり, 2人の会話の続きを考え

て演ずるという内容である。まず,バズ学習
の班の中で2人組に分かれてロールプレイを

行う。もちろんここでは,相手の出方によっ

て返す議 を “アドリプ
鸞

で考えなければな

らないの■ 自分が描くシナリオ通りとは必

ずしもならない。
どの班も,生徒は意欲的に取り組み,教室

のあちらこちらで,笑いや拍手,歓声がわき

起こった。班での活動が一通り終わったとこ

ろで,何人かの生徒に,前に出させて演じさ
せた。

この授業により,性差別の問題は一筋縄で
:ま解決できないこと,男女間の認識の溝を埋
めるには十分な議|し 合いが必要なこと,さ ら
に,問題を解決するためには社会という大き
な枠組みの中で考えなければならないことを,

生徒は実感的にとらえた。

第4時で:ま,生徒が持ち寄ったスクラップ

記事をもとに,現在酌 ような性差別があり,

何が問題となっているのかを,具体的に事例
を挙げながら話し合った。

妻 僕は

一

L`ど 0く らt■e=事ができ尋かとと思う。

女 私だけに表摩a負担がかからないように分担を挨出てはじt■t
男 家事の分担R僕 が 3で君が 7ってとこかな。

女 私も饉もヽてLtるから5:5に してよ。

男 う～んし自信がないな….疲れて轟ってきたり,遅 くなることが多いから。

女 そんなのずるいわ。議だって疲れて帰ってくる0よ 1

男 わかoた,わかつた。じゃふ,できなかった分は,露曜日や体み0日にやるニ

女 そう言いながら,本当にやつてくれるかしら.

男 信躍してくれよ。
女 じゃあ,できなかったら潟金鋸という0はどう?
男 夫婦になるだよ撲たちは。、 そこまでやると, 讐η シャク'って感じだよ亀

女 それもそうね。まあ,仲良くやりましょう….

男 彙菫甍豪郷多いし ご●くらい0=甲藤で諄●摯ζこぶつo

女 私だけに表摩a負担がかからないように分担を挨出てはじt■t
男 家事の分担R僕 が 3で君が 7ってとこかな。

女 私も饉もヽてLtるから5:5に してよ。

男 う～んし自信がないな….疲れて轟ってきたり,遅 くなることが多いから。

女 そんなのずるいわ。議だって疲れて帰ってくる0よ 1

男 わかoた,わかつた。じゃふ,できなかった分は,露曜日や体み0日にやるニ

女 そう言いながら,本当にやつてくれるかしら.

男 信躍してくれよ。
女 じゃあ,できなかったら潟金鋸という0はどう?
男 夫婦になるだよ撲たちは。、 そこまでやると, 讐η シャク'って感じだよ亀

女 それもそうね。まあ,仲良くやりましょう….

女 子ども鐘義 にあずけて仕事を擁けたも電爆晦わ.

華 どもは電銀が宙てる●
―

■いんじ●ないれ

女 でも,私だって仕事がしたい0。

男 子ども0精 にも難いし,さみしい馨いをさせるんじゃないれ

女 今の鐸育露―
も尭案しているし、そんなことないわよ。

男 そうじゃない。母攣だけが教えてやれることがあるだろう。

女 なによそれ…。女だから子育てをしなきゃいけない0?それって差窮よ :

男 そこまでは言っていないよ.義0愛鷲で育てるのが一番いいんだって‐、

女 あなたも親でしと。あなたが育てたら:子育てをする男0人 も増えているんだから.

男 何言ってんだ 1オ フバイが出ない0に育てられるふ。 ●聰0
女 糠 ミルクがあるでしょ.

男 君R自 分0子どもが可愛くなLヽ0れ
女 何でも女に椰しつけ

―

ないだけよ :

男 わかった。しゃあ,こ うしよう。とにかく1年要は母理が育てる.そ 0後は轟

女 いいわ。保青目0お通曳は一日交替ニ

男 仕方裁 Lヽ■し そうしよう。

男 結警されたらお仕事はどうされますれ

女 ―
も働きつづけるつもりです。

妻覇ヒ護雲謬翼葦撃議覇雪堆蒻亀.ま九  ■
妻難こ書露鼻轟磐讐讐縞F思

いますがどうですれ

晏 墓≧L轟薔ぷ管ヒ轟百警禽言豊賛塁よ擦声藤裏奪暑憲3≧姦ま勇けには・L
難
 纏意糧主F仕

事鍾責壼がもてますね。やっばり仕事と家庭を薔立させるのは無理
女重ぎ

も
磐ヒ鐘垂難奪ふ毬督よ葛琴為暑篤ざ菫駐韓7整亀

霙 亀黛鯉塾翼毒事F窺こ轟≧菖量響テ
させる0亀 かなり大変そうですよ.

発 わかりましれ 覇甕ってください。

授業は,ま式 ィてズ・ セッシ曇ンで性差別の事例を列挙じ渇麓 それを全体の場で発表して,問題
点等を確認するという流れをとった。生徒は,新聞記事という具体的な資料を手元に持っているの■
皆が同じ土俵で話し合うことができ,社会科の得手・ 不得手を聞わ義 自信を持って発言していれ

Cl 男― 機会均等法ができて今年で欝年になった。この鶴亀 女卸 遍魔者は.全体の4毬を占めるようにな,亀
鐘 3躍に大学や短大を

―
る中 就職亀 、やっばり「氷河覇」みたしヽガ.求人籍率餞 大卒男子が 11鋤機なの群

対じて大卒女子は亀鏡機3塩大卒女子は主霞畿となっている。これは 摯 だと鼠う。
鍵 購

―
  〔ILO〕

…

によると,女性彙 織 騨 攀 請 響 ・ ―
義 攀 癬

も6%に満たないそうだ。
磁 パー トタイム労脅者奮師%か ら彗%を女性が占め,新たに増えた

―
もパー トタイムが多もヽそうだ。

F〈― 卜凛フエ社員銀 濃べて,立攀が弱く,待遷も悪いと覇いている。
饉 今の地等譲で亀 募集や採昌や昇進を均等にするよう翼求めているけれど,や っばり饉路をもうけ奪場ヽと種菫でき

なきヽと霧う。爾 じンペルの労機紅は露じ賃金をはらうというきまむも必要だと慧う。
無  「 育児体業法」という嬢律が轟って。発女とも極育兄のため参体みがとれるけれど,猥実醜 実態にとった露性は

少な1・ らしい。轟欧で鐘 与ξパクオータ規「 といって,育興億棄項目リー糠を必ず貧轟彙 るよう:こ義轟づけてい轟.

響 セクシャルハテスメント 機 灼難がらせ}0防止鐘について検討している企業が少しずつ鑢えてきてい墨摯しもヽ.
でも,世論調査では,裁最0セクノヽラ鐘「 会社の鑢輝日とする見方軋 暫本では18%と ,ま だまだ意識が抵い。

彗 労曇省も,セ クハ予を「 努女参コミュニケーションギャァプ」ととらえで"対策を強化している。
難 名古屋毒営堆下鉄に女性率掌

―
した。量知桑の二鮮町や長久手町に女性瀧諸国ができた。国漣参事務羅長機鑢

方真子さんを握す動きもあ尋。女性襲事も今年は10餞を実藪した。女性麟社会選出は少 しずつ進最 している疇
C辮

…

醍類は,贅成する人と夏対す導入が真二つに分かれて 1・ る。この饉麗はじっくりと考えて募たい。

Tつ一つの問題点を具体的に考えることができたが,

はなかなかできなかった。そこで,今日的課題である
とした。

それぞれの解決方法にまで,深入りすること

「夫婦Ell姓墨に絞って,次時で考えていくこと

y



① 自分の考えとは全く異なる主張をすること

② ディベーター以外のいわゆる聞き手の
選
参加度の低さ"にどう対処するか。

振値観の対立するテーマについて討論する場合の手法として,最近で‡ま
慮
ディベート

財
が燿ぃられ

ることが多い。私もこれまで「原子力発亀  「愛知万博」等のディベートを行ってきた6その申乱
ディベートが自己教育力の育成につながる優れた教育披法であることを実轟馨たが,次鍛重点を理論
鈎に克服することができなかった。

そこζ 第 5時では,「夫婦別姓」の是非について,賛成派・

とバズ・ セッション的要素の向自を合わせ持つディスカッションを行った。これにより生徒 :ま,自分
の・思い

°
を本音で主張することが可能となった。しかし,議論が必ずしもかみあうとは限らないの

で,生徒の考えを記載した塵席表を活用し,議諭が停滞した時,意図的に指名して討論をつなげた。

賛成グループ義主な輸菫 麟 グループ攀菫機

◆ 撻人0自由を尊重すべきt轟 方機鮭鑢
しつける0亀 男女平等0考え鍾夏する。

◆ 実家籍建を大趣聾思う0鐘夫鰺とも同じ幸
◇ 名字が変わって仕事に支簿が出難女性が多
もヽ。理性にすれば女性籍社会進出が進観

◆ 法0上で理性が舞められれ観 その影響は

計り熱れな彗ゝ 従来0難・萎という感堂槻
彗く女性に対する見方も変わる。

◇ 薫性を認めている国が比較幾多い。
◇ 静r童は躍姓・ 露鮭を選択できるご

◆ 貴鶴や家族o― れる。家族の絆が
轟壌すれば:社会の農壊につながる。

◆ 今o目姓認度は社会に定着しているし,今
の民法は,男の難を強割していない。

◆ 子どもの名字をどちらにするかが難しもt。

亀ヽじめにつながる可能性もある。
◆ 表札・電話。お墓。近所づきあいなど不使
なことが多くなる。

◆ 議構が増える漂甕になるのではないか。
● 理民的な議識が十分なされていなLt。

第 6時でIま, Fウ ィルあ鷺ヽち」で借層したVTR Fな らんで∵緒に歩きたしヽ』懇穣爾農≫を機聴じ
=

同所でいただいたブックレット等鍛資料を見ながら,男女共爾参画社会遂 りに向けて F何をなすべ

きか選を話し合れ 単元のまとめとした。「 ウィルあいちゴ等の公的機轟と機連携は,今後鍮学校教
育の一つの方向釜であると確馨して鞍ゝる。

ウ 考察

NIE学習,構成活動 (レ Jti― 卜),ロールプレイ,パズ oセ ッシ覇ンと,多種多様な学習活動を
単元に組み込み,ディスカッションの活性化を図った。第3時の授業の様子から,轟定め成果を得た
と思う。とりわけ,NIE学 習:ま,情奪鍵理能力の育或:こ も少なからず寄与したと考える。また,鑢
出生A子の「 この気持ちをいろんな人に伝えたい」という言葉からもかかるよう銀,学冒から

磁
行動

赫

が誘発されようとしている。このような “意思決定'こ そが確かな人権意識への一歩鶴 轟Φ
4 研究舎成果と今後の課題

「夫婦駐 など,価値観が対立するデリケートな人権翼題を扱う場合には,教糠の主嬢ふkら轟
ようテ十分留意しなければならないし,偏った考え方の押しつけほ許されな聰ゝ。また,学級で一警彎
結論を出すという方自性は極めて危険であり,あ くまでも,生徒彊々のオープンエンド (ピール=フ
リー)な意思決定に委ねるべきである。それは,質・ 量ともに公平な資料 :こ轟づく懸鸞 ディスカッ
ションによって具現化する。逆に,大人でも

喜
正解"が鹸 ない闇題だからこそ警生徒鍮学習意量は

高まり,話し合い活動が活性化し,生徒をま,狩轟と機力して間題を進寃す蕪楽しさを実轟する。
本事究によって,教師の懸鐘注入爾 》難したディスカッシ蓼ンが,「確かな人権意識選を育成する

上で有効な手段と成り得ることを実証できたと思う。「 轟分が人権を持って鶴b轟 通と書自覚すること
が人権学習の難 とよく言われ轟拳鶏らぬ豊最への量穆こま,鱗人もまた轟こで■るとヽゝ参議畿ここ争

ながっていくからである。授業も同馨てま羹己実嚢録できた生徒は,嬢 が自分と全く違った意見を

持っていても,それを1度ξま
篠
墨

鍛
として豊穣参%受け止懸鬱モの上で畿分録考えを練り直そうとする鬱

このように,異質のものを受容鍮姜こ受け止め,多様性を認め合慾うとする気持ちが学習集饗鍛底濾
に流れているか否かが人権学雪をすすめて移く上で器キーガイン≫となる。しかし,そ うした学習菫

題をつくり上げるのは容易なことで:ま なく,参議度蒔高い議し合しヽの地道な種拳上げが必要である。
こうしたことからも,ディスカッション参教育鋳意義を再確認することができる。
さて,こ こで強護したもヽぬ感讐一つの授業実践で求めるべき人権意識を育成することは,断詮不可

能であるということである。「人権認識彗無 に基づくさらなる実畿錢畿拳上げ:こ よって,スバイ

ラルに醸成されていくも録と思う。今後の課題としては,人権学習を進めてもヽくと震時に,「轟≧教

育力」をいかにして育成していくか,そ母方法論を具体f担 して発ゝ(通 とであ轟。



lC 起立 !礼 !着席 !

2T はい,それではね。今日は

「夫婦別姓」の問題につい

てみんなの意見を聞きたい

と思います。その前にね.

昨日みなさんの考えを読ま

せてもらったんです力ヽ ど

うもとらえ間違えをしてい

る人もいるようなので2つ

確認しておくね。一つは,

SC

轟C

6T

TC

8T

9C

筵現事rの民法は一応妻と夫の賃『 Ⅶ 曖陪予瞼嘔蜃跛鱚骰臨心博爾閂閂甕儡 澄    二
どちらを名乗ちてもいいということね。でも_l人は一緒の姓にしなければいけなしヽといぅこと
だね。もうひとっは,民法改正案は同姓でもいいし別姓でもいい,っまり選択していぃとぃぅ
ことね。いいですか。それで,子どもの姓は生まれる前に決めるということですね。それでは,

この民法改正案についてどんどん意見を言ってください。誰か口火を切ってくれないかな。
はLA男 君どうぞ。

世間が賛成だから賛成,反対だから反対という考えは一切すてて,本人たちの気持ちが大事だ
から,本当に愛し合っているのなら子どもたちのことも考えて,「同姓」にすべき。
うん。愛し合っているなら「同撃Jと いぅことなんだね。なるほど。たしか B男君は,全く反
対の意見を書いていたね。 B男君,どうですか"
A男君は,愛 し合っているなら「同期 にすべきだと言ったけれと 僕はEllに血がつながって
いるのなら,子どもの名前など違ってぃても気にしないし,愛じ合っているのなら「別姓」ぐ
らいどうってことないと思う。それに先生がさっき言ったように,311姓と同姓と好きな方を選
べるわけでしょぅ。だから,別に反対する理由はないと思う。
要するに君は賛成ですね。愛があれば「 sll姓」でもかわまないとぃぅことですが,こ のへんは,

人生の価値観の問題かもしれんな。いっまで論議しても平行線になる可能性があるね。じゃあ,

別の人に聞いてみましょうか。はぃ,c男君どうぞ。

僕は男の立場だからわからないかもしれないけれと 女性差別というのは, “思い込み'だと
思う。確かに男の姓を名乗る場合が多いけれど,今の民法でも女の方の名前を名乗ってもいい
わけでしょぅ。差発電というのは言い過ぎだと思う。
うん。確かにそうだけれど,実際には,男の姓を名乗ることが社会の慣例になってぃるわけで
そういうのを “不文律"っ ていぅのかな。 こ

しきたり"っ てし`ぅのかな。これ力tなかなか変
えられないんですね。

まあ,それはそうとして,僕が反対するのは,「別姓」にするとやっぱり社会制度が乱れると
思う。もし「創姓ゴにするなら国民全員をそうさせるべきで,それを実行する力は,今は無い

一



と思うから。

はい,先生。つけたし!      ‐

はい,D男君どうぞ。

C男君につけたしで。まず僕は家族が分裂するのが嫌で反対 :そ れに,今の鋼度は定着してtヽ
るのに,制度を変えてしまうと,社会の秩序が乱れてしまうから。
たとえば?

たとえは 友達や近所付き合いが, しにくくなる。
なるほと 隣の家の日那さんには「ooさ んJと ょんで,その子には「△△君」と違う名字を
呼ぶことになるということですね。それが,秩序の乱れとい?こ とですね。はし、手ばか反対派の意見が出てきたんですけれど,賛成派の人どうですか。ここらで一発 !:はぃ,E子さん。名字が違うと,た しかにいろいろな問題も起こってくるけれど,名字が違うと結婚しても個人を尊重できると思う。

17T もっと具体的に言ってくれるかな。
18C 例えば,仕事をバリバリしてぃて,「ぁの人ならまかせられる」って,信夕11し てもらえて,名

前で仕事をするっていぅことが多いとおもうけど,急に名字をかえると,「だれ?その人?」つて11:う 感じになるし,お客さんとかにももう一l質覚え「
11し

てもらわなきゃぃけないでしょぅ。だから女性にとって,すごい不利になると思う。
19T ということは,名前を変えることは個人の尊重にならないってこと?
20C ぅん。 (E子 うなずく)

21T 名前を変えるってことは,名前だけの曲題ではないってことだな。人権の問題ってことですね。はい, F子 さん。付けたしね。どぅぞ。
2C 私もE子さんの「個人の尊重Jと いぅのに賛成で,一方の名前を押しつけるはよくないと思う。それに改正案は,同姓にしたければ同姓にすればいぃから:改正案に反対する理由は無いと患

う。

10C

llT

12C

13T

14C

15T

16C

23T

24C

25C

26T G子 さんも似たような意見だったね。君め言い方でいいから意見
を言ってくれるかな。

27C ¬緒に人生を歩いていく二人は,同 じ名前になってぃてほしいし
子どもが生まれた時に,夫婦が同じ名前の方がいい。

28T 通称のことも書いてたね。

29C 通称を使って仕事にのぞめばいぃと思うから。自分の仕事のため
に,大切な子どもを犠牲にするのはおかしぃと思う。

30T なるほど。他には?はぃ,H子さん。
31C ゃっばり,家族がばらばらになると思うし,子どもがかゎぃそぅ

だと思う。理由は片親が違う名前だと,1人だけ他人のようにな
るわけでしょ。子どもは,2人いてできるものだから,規は2人
とも同じ名前がいいと思う。さっきの仕事のことだけど,私も適

.■:■‐||■■‐■ ■

F君 も,賛成の意見を書いていましたねLち ょっと読んでくれる?
女性が仕事で都合が悪く,仕事に影響が出るんだったら,女性の名字で通した方がいい。
今のF君の意見に反対というか,意見があるんだけど。だったら,同姓にしておぃて,仕事は
通称でやれば問題ないと思う。

―



35C

36T

37C

38′「

39C

40T

41C

42C

43C

44T

45C

称を使えば聞題ないと思う。

32T なるほど…。まだある?はい,続けて下さい。

33C 私は:なんか「女性の社会進出」っていう言葉に浮かれているんじゃないかって思います。名
字を変えても仕事はできると自分自身は思っているし,別姓にしたからといって女性差311が な
くなるわけではないと思う。

34T なをか覚めてますね。いや,覚めているんじゃないんだ。きっとH子さんは,こんな姓の問題
よりももっと力をいれてやらなければいけないことがぁるっていうことですね。
今ね,少 し子どものことが話題になったけれど,どぅですか。この辺で他の人。意見はなしヽで
すか。はい, I男薄。

夫婦別姓の子どもは,父親と母親が話し合って決めたことだから, しかたがないと思う。
J男君は?     '
僕も,夫婦で決めることだから別にいいと思う。

K君は,なんか別のこと書いてたね。

僕は子どもの名前を決める時は,生活力がある方の名前にするといいと思う。
どうしてですか。        

ノ

夫婦がわかれた時に親の名前と子どもの名前が同じになるでしょ。
(Hr)そ れって離婚を,Iな提にしてるわけでしょう。別姓にすれば,ゃ っばり夫婦のきずなが弱
くなって,そ ぅいう離婚が増えてくると思う。

(舒)それに,賛成派の人に聞きたいんですけれど,さ っき「個人の尊重」って言ったけれど,

子どもだって人権があるわけだし,個人として尊重されなければいけないわけでしょ。生まれ
る前に親が名字を決めるつていうのはやっぱおかしいと思う。

子どもの人権に着目したわけですね。その辺どうですか。賛成派の人達ぉどう?
(I男)改正案は,子どもが大人になった時に自分
の名のりたい方を選べるわけでしょう。だから間
題ないって。

46C(舒)私 が′心配しているのは,大人になった時じ

ゃなくて,子どもの時,いろいろいじめられるん

じゃないかなって思う。

47T 親と名前が違うとも、じめの対象になるってことか。

ふ～ん。はい, L男君。

48C だから,あたらしい法律としてやるわけでしょう。

ていればFm5題 ないでしょ。

このことを轟民鍛みんながちゃんと理解し

49C(軒)れたし‡ま,仮書こ夫婦別姓でも聰ヽひょうになったとしても,多 くの夫蟻‡ま同姓にすると思
う。そうすると,爾難夫婦減少数鍾で,そ参子どもまま,い じめの対象:こ なると思ぅ。だから,

どうせ晃1難にするなら, c男君浄ヾ最初:こ 言ったよう‡こ,轟民全員脅強制約証鋼姓にするべきで,

それができなもヽなら今までどおむ爾難でしヽをヽと思ぅ。
5議 C〔 I聾》 どうして親と名前が鋳ぅとぃじめられるってきあつける勢?それって偏見じゃないの。
51C(野》 家族難きずながこゎれるとか近所づき|いが悪くなるという問題点は,夫婦Ell姓を理解

馨あえばつまくしく と思うし,反対の人が夫婦刑難録Åを差別したり,子どもがいじめられた
たりしたら,それは憲法に反することでしヽけないと思ゎ。



52T Iまい,だいぶ議論が自熱してきましたが, この辺ですこし,別姓の長所と短所,同姓の長所と

短所などについてね。もっとちがった観点から議論を深めていきたいと思います。そうですね。

ここで3分間の時間をとりますので,ち ょっとまわりの人と話し合ってもらえますか。

-3分間話し合い一

53T はい,それではデイスカッションを1li開 しましょう。せっかく,新聞などで調べたこともある

ゎけですから,そ ういうことも含めてどうですか6だれか,後半戦の口火を切ってもらえませ

んか。まだ,意見を言っていない人がいいな。はい,M子さん。

54C 賛成派の人に質問なんですけれど, これは新聞の意見欄にのってたんですけれど,別姓だと,

表札とか電話とかお墓だとかいろいろゴチャゴチャしてくると思うんですが,そ ういうのはど

うするんです力、

55T どうですか,賛成派の人。はい,

56C(畷)表札はそれぞれの名前をフルネームで書いておけば郵便局のおじさんもクロネコヤマト

も迷わないと思うし,電話だって,受話器を取ったら「はい。もしもし。Jと まず言もて,む

こうが「だれだれさんのお宅ですか ?」 と闘いたら「はいそうです。」と答えればいい。

57T お墓は ?

田C(‖子)お墓は,H本は'L地 も無いわけだし,お寺にお骨だけおさめて,それにその人の名itなを

つけておけばいい。

59C(I子)お墓に入りたいらていう人は?‐

mC(‖子)本人が希望する方のお墓に入ればいいと思う。

61T 例えば,妻が自分の実家の先祖代々の墓に入りたいっていうことならそれでいいってことです

ね。なるほど…。だいぶ具体的な事例がでてきましたが,こ ういうレベルのことでもいいので

何か他にありますか。

62C もう一つ質門 していいですか。例えば,こ ないだ

合は,保護者の珂IIま,どっちの方をもらネばい

いんですか。

63T どうですか,賛成派の人。

64C(畷)そ んなのはどっちでもいいでしよ。学校

の先生は,ち ゃんと親の名前を知っているわけ

だから。

65T はい,お墓のことまで話がすすんできましたが,

F進路希望調査」を:襲 したけれど筆理雄参場

0子さん。あなたが意見で書いたことをちょっと読んでもらえませんか。Oifさ んはね。新聞

の「読者の声」ってあるでしょ。その意見をもとに,自分の考えを書いてたんですょ。

66C (恥ずかしそうにだヽさな声で)「結婚して仕事の名刺を変えたとき自分が自分でなくなった」

とか「夫の姓になって主従関係を感じたJっ ていう意見が新聞に出ていて,こ ういうのは,そ

ういう経験がないとなかなか実感できないなって思いました。私は,や っぱり,そ ういうふう

に感じる人が 1人でもいるなら, さっきの「個人の尊重Jと いう点で問題があると思うから,

別姓に賛成です。

67T P男君も,新聞記事を読んで意見を書いてたね。どう発表してくれない?

68C 僕は新聞のアンケートで,「あなたは実際に別姓にするかどうか」という問いで,今結婚 して

いる人の中で,「別姓にするJと答えた人が2%し かいないし,未婚の人も「Bll姓にする」っ



■

て答えた人は4%しかいなかったので,結局,別姓にする人はほんのわずかで,その子どもは,

さっき言ってたみたいに,や っばりいじめられると思う。

69T なるほど…。Q子さんは?

70C 私が印象に残った記事は,「姓を変えると夫の家の嫁になったということで,夫の両親の老後

の世話を絶対しなければいけないっていう強迫観念におしつぶされそうになったJという記事

で,私は妹と二人姉妹だから,私 も夫の親と自分の親を両方みなくちゃいけないから,なんか

そんなの不公平だなって思いました。

71T 別姓だったら,親の面倒をみなくていいというわけじゃないけれど,FJll姓 だと,よ り自分の本

当の親をしっかりみれるということもあるかもしれないね。なかなか深い意見だね。

じゃあこの辺で, もうl Llま わりの人との話し合いの時間をとりましょう。今度は2分1苦lね。

-2分間の話し合い一

72T まだ発言していない人にあてようかな。R子さんは男のエゴについて書いていましたね。いま

もそんなことをまわりの人と話し合っていたようですが,君の意見を聞かせてもらえるかな。

73C 新聞の意見の中で私が気に入った::葉は,「同姓だと夫婦で一人前,別難だと夫婦で 1人前」

という言葉で,同姓だとどうしても男はエゴになって,家事なんかを女性にやらせるってこと

はあるけど,別姓だと二人は対等っていう感じがして,「役割分担をしなくちゃ_1と いう雰囲

気になる。なんていうのかな,役割分業っていうのかな,そ ういうのをしっかりやらなきゃっ

ていう気持ちにもなるから,女性にとっては,澤晴姓にするほうがいいと思う。

74T 「性別役割分業」ちていうやつだな。はい,H子さん。

75C 賛成派の人の・言い分もわかるけれど,やっぱり家族なんだから「家族は一つ」というきずなは

必要だし,R子さんの分業のこともわかるんだけど,それは夫婦のFHY題で,同姓だって,そ の

夫婦がきちんと話し合って役割分担をすればいいと思うし,法律を変えること|ま簡単だけど,

伝統を変えることは難しいから改正案には反対です。

76T 首尾一貫して反対という立場だね。はい, S子さん。

77C 私も,家族がぼらばらになるとその結果,社会もダメになってしまうと思うから反対です。夫

婦FJll姓の問題よりも,こ ないだ話し合ったセクハラとか就職差別とか, もうと深刻な問題があ

るわけだから,そ っちの方にもっと目を向けるべきだと思う。

78T はい,R子さん。さっきのつけたしですね。

78C はい,姓がかわったぐらいで私は差別とは思えない。 S子さんが言ったように,明 らかに差別

と思えることから解決していったほうがいいと思うし, もし男彗姓にするなら, もっといろんな

人の意見を聞いてじっくり考えたからやらないといけないと思う。

79T そういうことは, J男君も書いていましたね。

80C 僕は,本当言うとどっちがいいのか判断に迷っ

ていて,どちらかというと賛成派っていう感じ

ですけギ,きつと, もし国会で議論されても, 鑽
いろいろな意見が出ると思うから,あの沖縄み

たいに,住民投票みたいなことをやって,国民

の気持ちをきちんとみてから決断すべきだと思

います。

惑lT いろしヽろ意見が轟てきました力t時間が来た路でこれで終わります。自己評価をして下さいね。

「
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学習課題:こ つもヽてしっかり

考えることができた力、
友達の意見に, じっくりと

耳を顧けることができた島ゝ
濾分の意見を発表すること
ができた力、

1と答えた生徒

話し合いに積極的に参加す

ることができたか。

学冒霧露につヽヽてしっかを考えることができ亀か。

ま逮身意見江じっくりと耳を覆けることがで議たか。

自分の意見を発理することができたか壼

議し舎11に 積極的に参議することができたから

今E奪授業韓楽しかったホ.
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対象生徒 301 32名

今日鍮授業拡楽しかった力、
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